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　アルモニア暦れき三二一年、後の歴史書においては西方暦一七九七年とされる年。

　マディス王国は仇きゆう敵てきアスファル帝てい国こくとの間に、圧あつ倒とう的有利な講和を締てい結けつした。

　未いまだ戦勝の興奮が完全には覚めやらない初夏のころ。

　ロディア・アルバラードの一日は、華か麗れいな薔ば薇らの香かおりと女性の怒ど鳴なり声から始まる。

「だから！　うちのお嬢じよう様さまは、旦だん那な様も奥様も養子も恋こい人びともお友達も下僕も、すべて一いつ般ぱんからは募ぼ集しゆうしておりませんと、何度申し上げたらわかるんですか!!」

「……今日も、普ふ段だん通りだな」

　階下から突つき抜ぬけてくる女使用人の叫さけびに、ロディアは朝からぐったりとして目を開けた。

　ぼやけた視界に映るのは、見慣れた自分の寝しん台だいの天てん蓋がいだ。

　さっきまで、得体の知れない魔ま界かいで薔薇の化け物にぐるぐる巻きにされて食べられる悪夢をみていたぶん、馴な染じんだ景色に気持ちが落ち着く。

「……それにしても、なんで薔薇の化け物なんだ？　どうせ夢に出るのなら、水すい竜りゆうか何かのほうが海を思い出させてくれるぶん、まだマシだぞ」

　けだるくひとりごちながら身を起こし、ロディアは無骨な木き彫ぼり装そう飾しよくを施ほどこされた寝台からすべりおりた。

　無造作に天蓋をかきわけると、そこは一面の薔薇園である。

　──いや、違ちがった。

　薄うす暗ぐらい自室の床ゆかと暖だん炉ろと円えん卓たくと椅子いすと化け粧しよう台の上と──とにかくありとあらゆる平らな場所が、華麗な薔薇の花はな束たばで埋うまっているだけだ。

　悪夢の原因は、どう考えてもこれだろう。

　むせかえるような薔薇の匂においに、ロディアはどんよりした顔になって肩かたを落とす。

　きっとこの花束には、もれなく送り主の名前と、小こ粋いきな恋れん愛あい詩のひとつも記した紙し片へんがついているに違いない。

　ロディアが先の海戦で武ぶ勲くんをあげて以来、この類たぐいの贈おくり物は増える一方だった。

（薔薇は嫌きらいではないが、なんにでも限度というものがある。そもそも生花はいずれ黴かびるし、腐くさるし。いっそ薔薇を食べて暮らせればいいのに）

　あまりに濃こい甘い香りで頭がぐらぐらしてきたので、ロディアは裾すその長い寝ね間ま着きをつまんで窓辺へ向かった。とにかく窓を開けて、海の香りを部屋に入れたい。

　ここはマディス王都近くにある軍港の街。ロディアの実家に当たる館やかたの三階だ。

　窓の外には新市街の石瓦がわらの屋根が連なり、その向こうに少しだけ海が見えるはずだった。

（今朝の風は、どちらから吹ふいているだろう？）

　出航する予定もないのにそんなことを考えながら花束の間を抜けて、ロディアは分厚い垂たれ布を引き開ける。

　すると、見知らぬ青年と目があった。

　彼はロディアの出現にびっくりして瞬またたき、次に爽さわやかな笑え顔がおを作る。

　茶色の巻き毛に緑の瞳ひとみ。いかにもな好青年だが、彼がいるのは、窓まど硝子ガラスの向こう側だ。

「誰だれだ、貴様は！　ここは三階だぞ！」

　思わずロディアが叫ぶと、男は懐ふところからあらかじめ用意してあったらしき紙片を取り出した。

『安心して、僕は怪あやしい者じゃない──』

　紙片の文字をそこまで読んだ時点で、ロディアは勢いよく垂れ布を引いて窓を覆おおった。

　そのまま身を翻ひるがえし、衣い装しよう棚だなから引っ張り出したガウンと、軍用サーベルをひっつかんで部屋を出る。

「メアリ！　メアリ、庭の門を閉めてくれ！　私の部屋の窓の外に、ばかがいる！」

　階段を駆かけ下りながら叫ぶと、玄げん関かん広間のほうから呆あきれたような声が返った。

「あら、お嬢様！　なんて格好で降りていらっしゃるんです。しかも朝から剣けんなんか持ってきて。いくら相手がばかだっていっても、殺しちゃいけませんよ」

　階段の下からロディアを見上げているメアリは、白い翼つばさを持つ三十歳ちょっとの有翼人種ネライダだ。

　母とも姉とも思っている彼女がエプロンいっぱいに封ふう筒とうを抱かかえているのを見て、ロディアは軽く引きつった。

「はしごか何かを使って、三階の窓から部屋をのぞきこんでいたんだぞ!?　刺し客かくとして殺されても文句は言えないだろう。それはそうとして──あなたの持っている手紙は……」

「はいはい、もちろん全部お嬢様宛あてですわ。半分くらいが夜会やら、お茶会やら、夕食やら、詩の集つどいへのお誘さそいと、演説なんかの申し込み。あとはひたすらに恋こい文ぶみばかり。差出人は男女半々なのがお嬢様らしいですわねえ。あの可愛かわいかった女の子が、よくもまあここまで凜り々りしく育ちましたこと」

「感心している場合じゃないだろう！　私は軍人だ、役者やお人形とは違うんだ。お飾かざりとしてきらびやかな場所を連れ回されるのも、恋の歌を歌って過ごすのも、私の本分ではない！」

　ロディアは苦く言い、力いっぱい玄げん関かん扉とびらを開ける。

　途と端たんに、若い三人の男女が顔を出してきた。

「ロディア・アルバラード卿きよう？」

「やっとお会いできた……！　あの、私のお手紙、届いていますか？」

「寝ね起おき……寝起きのアルバラード卿だ！　これは貴重だぞ、この感動を書き留めないと！」

　三人三様に感動しているらしいが、これまた残らず知らない人間だ。

　ロディアは反射的に微笑ほほえんだが、どうしても困った声しか出ない。

「おはよう。君たち、悪いがそこを通して──」

「あら、あら、まだいらしたんですか、お客様たち！　駄だ目めですよ、お嬢様は約束のない方にはお会いしないって言ったでしょう。今日のところは帰ってください！」

　すかさず横からメアリが口を出し、有う無むを言わせず扉とびらを閉める。

　外からは悲ひ嘆たんの声があがったが、メアリは気にせず鍵かぎをかけ、ロディアを見上げた。

「さ、お嬢様もとっとと剣なんかしまって。身だしなみをちゃんとされて、食事なさってください。マディス初の女性騎き士しがそんな格好でうろうろなさってちゃいけません」

「しかし、窓の外の不ふ審しん者の始末がまだだぞ。これから毎朝のぞかれるようになったらどうする!?」

「……その不審者とやらは、きっと勝手に窓から落ちるだろう。気にせんでいい」

　不意に重苦しく響ひびいた声に、メアリとロディアは食堂のほうを見やる。

　そこにはロディアの父が、片手に杖つえ、片手に拳けん銃じゆうを持ってたたずんでいた。

　彼からにじみ出すどす黒い殺気に気づき、ロディアは一転して青くなる。

「父上！　不審者相手とはいえ、即そく時じ射殺はまずいのでは……」

「そうですわよ、旦那様。血ってお掃そう除じしてもなかなか取れないって言いますし」

「大だい丈じよう夫ぶだ、銃など、相当な至近距きよ離りから撃うたねばなかなか当たらん」

　そんなことを言いつつ、父親は銃を手にしたまま階段へ向かう気まんまんだ。

　これはまずい、とロディアは素す早ばやく父の進路をさえぎり、小さくため息を吐ついた。

　さっきはとっさに動いてしまったが、老いた父に余計な心配はかけたくない。

「……わかりました。不審者のことは警察に任せますから、朝食にしましょう、父上」

　なるべく声を穏おだやかにしてメアリに目配せすると、彼女は浅くうなずいて朝食の用意に戻もどっていった。

　ふたりの様子を見比べた父親は、ようやく力を抜いて銃を飾り棚の上へ置く。

「確かに、それが冷静な対処ではあるな。正直なところ、親としてはらわたが煮にえくりかえる思いだが」

「私も気味は悪いですが──実際のところは、不審者というより私の信しん奉ぽう者、でしょうから。ある意味、私の責任です」

　自分で言うと気が重くなり、ロディアは無意識に肩を落とした。

　最近はこんなことばかりだ。元から宮きゆう廷ていの女性などに人気のあったロディアだが、戦後の人気はなんだか今までとは異質な気がする。

（まるで、『アルバラード卿』という存在がひとり歩きを始めてしまった、ような……）

　足に古傷のある父を支えて食堂の席へつかせながら、ロディアは思う。

　アスファル帝国との戦争の勝敗を決めた先の海戦で、確かに自分はマディス海軍唯ゆい一いつの女性士官として戦った。海軍総司令官のウォルター卿を助けたのも本当だ。

　しかしそれは自分ひとりでできたことではない。仲間がいたからできたのだ。

　なのに有名になり、もてはやされるのはロディアだけで、ロディアの仲間の名前はけして表おもて沙ざ汰たにならない。

　なぜなら彼女の仲間たちは、公おおやけには『いない』とされている人間だから。

　理り屈くつとしてはわかるのだが、自分が有名になればなるほど、信奉者が増えれば増えるほど、違い和わ感かんと寂さびしさは募つのった。そんな状態で自分から彼らに連れん絡らくをとっていいのかもよくわからず、このところ彼らとはすっかり疎そ遠えんになってしまっている。

「まあ、平和というのはそういうものだ。実力より見てくれがもてはやされ、軍人も社交で出世する。しかし、海軍人のよいところは、船に乗って海に出てさえしまえば、ある程度の自由が手に入ることだな。陸軍はそうもいかん」

　急に父が口を開いたので、ロディアは我に返った。

　浮うかない顔にでもなっていたのか、と背筋を伸のばし、すっかり白くなった父の頭を見下ろす。

「はい。──まずは任務につくため、乗る船を手に入れられるよう、努力は怠おこたらずにいたいと思っています」

　凜々しく言ってみるものの、ロディアはもう半年近く船に乗っていない。

　先の戦争で武勲を上げた結果、小さな船の艦かん長ちように任じられるべき階級になったロディアだが、同じ階級の海軍人は山ほどいる。講こう和わが成立したせいで稼か働どうする軍ぐん艦かんが減ってしまった今、経験の浅い軍人に船が与あたえられる機会は滅めつ多たになかった。

　さらにもうひとつ、ロディアには自分に船が回ってこない理由に心当たりがあった。

（あの件に関しては、早いところどうにかしなくてはならないが……）

　あまり進んで考えたくない方向へ思考が向き始めたところへ、メアリが朝食を載のせた台車を押して入ってきた。

「まあ、何のんびりなさってるんです、お嬢様！　今日は王都にお出かけなさるんでしょう？　しかも、国王陛下との私的な謁えつ見けん！　そろそろ髪かみを結ゆう用意をなさらないと」

　彼女に言われて今日の予定を思い出し、ロディアの心は少しばかり明るくなる。

　そうだ、今日は王都に行ける。やっかいな夜会に引っ張り出される予定もあるが、国王陛下に会えるのは楽しみだ。

（いっそ、陛下に船のことをお願いできれば……）

「私的な謁見？　そんな予定があったのかね、ロディア」

　注意深く問う父に、ロディアは微笑んでうなずいた。

「はい。貴族の称しよう号ごうがあればそういったことができると聞いて、騎士になってからすぐに申し出たのですが、許可されたのがつい最近で」

「わたしが言うことではないが、陛下に直接船のことなどを陳ちん情じようするのは失礼に当たるぞ」

　──さすが父親、言うことが鋭するどい。

　ロディアは内心縮こまり、小さくうなずいた。

「はい。大丈夫です。ただ、陛下とはもう少しだけ、言葉を交かわさせていただきたく思っていただけですので」

　マディス王国は国王をいただく国ではあるが、貴族たちが構成する議会も大きな力を持っている。軍は軍で、陸軍、海軍共にそれぞれ独立した権力と思おも惑わくがある。

　ロディアとしても、下手なことをして、自分だけならともかく国王陛下の立場を悪くするのはごめんだ。

　彼は仕えるに足る主君だと思っているし、何より、ロディアの大切なひとの恩人だから。

「言葉を交わさせていただくだけ、か」

　それはそれで複雑そうにつぶやく父を眺ながめてから、ロディアはメアリに向き直る。

「そういうことだから、髪は結わなくていいよ。気軽な場にしていただけるはずだ」

「駄目です。宮廷にあがるのにふさわしいドレスをお召めしになるんでしたら、髪は結いませんと。その頭で許されるのは、せいぜい十四までですよ」

「宮廷にあがるのにふさわしい格好、ね」

　──ならば、自分はちょうどいい服を持っている。

　ロディアは自分の長い金きん髪ぱつをつまみあげ、すぐに結論を出した。
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「控ひかえめに申し上げて、女性としては少々無ぶ粋すいなお召し物ですな」

「そうですか？　仰ぎよう々ぎようしくなりすぎないようにと思ったのですが、やはり、軍礼服のほうがよかったでしょうか」

　ロディアが聞き返すと、派手なお仕着せの従僕は言葉を失って前を向いた。

　薔ば薇らまみれで迎むかえた日の、午後を少し回った時間。

　ロディアの姿はマディス王国の宮きゆう殿でんの一角、王族が私的に使う館やかたの回かい廊ろうにあった。

　この館は全体の大きさにせよ、家具や窓にせよ、すべてが公に使われる建物よりひと回り小さく、壁かべの装そう飾しよくや絨じゆう毯たんの色味も落ち着いた緑や茶、臙えん脂じなどで統一された穏やかな場所だ。

　色いろ硝子ガラスの窓から落ちる光の中を歩いて行くロディアの格好は、濃のう紺こんと金モールの海軍服である。先の任務完かん了りよう後に新調した軍服はまだ潮に焼けることもなく、肩かたには昇しよう進しんの証あかしの肩けん章しようが鈍にぶく光っていた。

「正直なところを申し上げますと、私は陛下の前ではいかなるときでも騎士でありたいのです。いざ陛下のために戦わねばならなくなったとき、女性用の複雑怪かい奇きで圧あつ迫ぱくの激しい下着であるとか、たっぷりとした布地の邪じや魔まなことと言ったら──」

「着きました。こちらでございます」

　ロディアの言葉を無視するように、従僕が廊ろう下かの果ての扉とびらを開ける。

　何か気に障さわったかな、とわずかに首をかしげて全面に草木と花の絵が描えがかれた扉をくぐると、辺りはいきなり緑とまばゆい光に包まれた。

「これは……！　温室、ですか」

　ロディアは意外な光景に目を瞠みはり、従僕は軽く一礼する。

「はい。中庭がまるごと温室になってございます。北方大陸各地で聖堂建築を手がける名工の手によって、外からは見えないよう、配はい慮りよして造られたものでございます」

　彼の説明に無言でうなずきつつも、ロディアの視線は辺りの光景に奪うばわれたままだ。

　石造りの宮殿に四方を囲まれた四角い中庭。そこに、まるで鳥とり籠かごのような曲線を描く硝子の建物がある。小さな礼拝堂ほどの大きさのある温室の中には、宝物のように緑が閉じこめられていた。

（綺き麗れいだが……どことなく、不思議なところだ。近衛として宮殿にはずいぶん出入りしていたのに、こんなものがあるなんて噂うわさにも聞いたことはなかったな）

　それだけ、ここは国王の私生活に近い場なのだろう。

　従僕はしん、と静まりかえった中庭を歩いて行き、温室の扉を開けた。扉についた小さな鐘かねがちりちりと鳴り、その響ひびきが消えないうちに奥からかすれた声が届く。

「遅おそかったね。わたしは、すっかり骨になってしまうかと思った」

　この声には聞き覚えがある。国王陛下自身の声だ。

「はっ。申し訳ございません」

　ロディアは反射的に答えて腰こしを折ってから、ここからでは木々が邪魔になって相手には何も見えないであろうことに気づいた。

（落ち着け。初めてお会いするわけじゃない）

　騒ぎかけた心臓の位置をそっと押さえて、ロディアは大急ぎで温室内の小道を進む。

　辺りは光に満ち、穏おだやかに暖かい。銀色がかった緑の葉の合間にぽんぽんと白い花ばかりが咲さく不思議な庭を抜ぬけていくと、やや唐とう突とつにロディアの視界は開けた。

　陽光を反射してまぶしいほどに白く見える、小さな円形広場。

　大理石で舗ほ装そうされた広場にはいくつもの巨大な鉢はち植うえが置かれ、お茶の用意の調ととのった円えん卓たくがしつらえられて、まるで宮殿の一室のようだ。

　そして、その真ん中にマディス王国の国王はいた。

　彼は鉢植えの灌かん木ぼくが作る木こ陰かげの寝ね椅子いすに横たわり、ロディアを見やってかすかに笑う。

「遅くなりました、陛下。あなたの騎き士し、ロディア・アルバラードです」

　ひざまずいてロディアが言うと、国王は少しからかうような声で言った。

「うむ。これ以上待たせると、これが痺しびれを切らしてしまうところだったよ」

「ほんとだぜ。陛下とたったふたりでお茶飲めとか、下手な拷ごう問もんよりつらいっつーの。いっそ床ゆかに座らせてくれりゃいいんだけどな」

「…………!?」

　予期しなかった第三の声に、ロディアは思わず、がば、と顔を上げてしまった。

　鉢植えの陰になって見えなかった、国王と向かい合わせの席。そちらへおそるおそる身を乗り出してみると、ひとりの青年の姿が目に入った。

　黒くろ髪かみに青と緑の瞳ひとみのそのひとは、一見すると二十代前半にしか見えない。

　今日の彼は端たん整せいな顔にひとの悪い笑えみを載せ、黒い紳しん士し装しよう束ぞくをそれなりにきちんと身に着けて、行ぎよう儀ぎ悪わるく円卓に片かた肘ひじをついていた。

「あなたは……ランセ!!　一体どうしてここにいる!?」

　勢いこむロディアに、ランセはいたずらっぽく笑いかける。

「陛下に呼ばれたからに決まってんだろーが。お前が来るってんで、ついでだ、ついで。そんで、お前は？　そんなほれぼれする青年士官っぷりで謁えつ見けんなんか来やがって、一体なんのつもりだよ。万が一にもうちの陛下を口説こうってんなら、この俺がただじゃおかねえからな」
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「なんなんだ、その発想は！　そのうえ『うちの陛下』だと？　あなたのほうが不敬罪で捕とらわれても不思議じゃないぞ」

　以前と同じように言い返すと、ロディアの胸はあっという間にいっぱいになってしまった。

　何しろランセとは、戦争が終わってから約半年の間に、たったの二度ほどしか会えてはいない。その彼が目の前にいる。声が聞ける。

　ただそれだけで、目の前がかすかに明るくなる。

　何を言おう。どんなふうに言おう？

　ロディアがわくわくして言葉を失っているうちに、国王が口を開いた。

「アルバラード卿、このばかの冗じよう談だんは放っておいて、とりあえず立ちたまえ。お茶が冷めてしまう。というより、人ひと払ばらいをしたせいでお茶を淹いれてくれる者がいないのだ。申し訳ないが、やってくれるかね？」

「──はい。我が王の仰おおせのままに」

　そうだ、自分は国王との謁見に来たのだ。しばらく国王のことを忘れていたことに気づき、ロディアは慌あわてて深く一礼してから立ち上がる。

　彼女が円えん卓たく脇わきの茶ちや卓たくへ立つと、ランセは改めて困ったような笑顔で国王を見る。

「しかしまー、陛下も陛下ですよ。こいつはともかく、俺を直接呼び出されるのはねえ。俺、宮廷来るだけで、ものすっごい周りの目が痛いんですけど？」

「お前がそんなものを気にするようになったら、世も末だな。神も暴れ出して当然だ」

「なーに楽しそうに言ってんだか。昔、俺といちゃいちゃしすぎて共とも倒だおれしたの、忘れたわけじゃないでしょうに」

　いきなり無礼きわまりないことを言うランセに、うっかりロディアの手元が狂くるいかける。

　どうにか持ち直して、彼女はポットを持ったままランセをにらみつけた。

「口が過ぎるぞ、ランセ。もう少し他ほかに言いようはないのか」

「いいじゃねーか。声の届く範はん囲いに俺たち以外いないのは確かく認にんしてるから、大だい丈じよう夫ぶだって」

　ランセは気楽に片手を振ふって言い、ひらりとロディアから視線をそらしてしまった。

　そんな彼の態度がなんとなく腹立たしくて、ロディアは言いつのる。

「そういう意味じゃない！　国王陛下に対して、もっと慎つつしみはないのか、と言っている！」

「いいかー、ロディア。慎みなんてものはな、突つき抜ける勇気がない奴やつの言い訳だ。大事なのは、何が言いたくて、何を伝えたいかってことだろ？　相手に一番伝わる言葉を選んで何がいけねえ。大体、男も女も幽ゆう霊れいも口説く奴に慎みについて説教されたかねーぞ、俺は」

　ランセが言うと、国王は寝椅子から少しだけ上半身を起こして瞳を輝かがやかせた。

「ほう。幽霊を口説いたのかね、アルバラード卿は」

「失礼ながら、口説いた、というのは正確ではありません。約束をして、それを果たしただけです。──今は出てこなくなってしまったので、彼女の遺体は岬みさきの墓地に埋まい葬そういたしました」

　ロディアは言い、ランセと国王の間の席に着く。

　王は普ふ段だんより親しみやすい顔でにこにことふたりを見つめ、唐突に言った。

「ならば安心した。それで、ふたりはいつ結けつ婚こんするのだね？」

「「しません!!」」

　予想外すぎる発言に、ロディアとランセは同時に叫さけぶ。

　互たがいの声がぴったりそろったのに驚おどろき、ふたりはうっかり顔を見合わせ、すぐに微び妙みように視線をそらした。

　そんなロディアとランセに、国王はますます笑みを深めてカップを手にする。

「素す晴ばらしいまでの息の合い方ではないか。今ならもれなくわたしが媒ばい酌しやく人にんをやるのに、駄だ目めか？」

「駄目というわけではなくて──その、そのようなつもりで私とランセを一いつ緒しよにお呼びになったのでしたら……それはもちろん、嬉うれしいのですが」

　ロディアが戸と惑まどいがちに言うと、ランセはぎょっとした様子で彼女を見た。

「ちょ、何言ってんだロディア！　陛下が誤解したらどーすんだ！」

「本気で焦あせるな、ランセ。私は正気だ」

　ランセをなだめるように言い、ロディアは彼と国王を順番に見つめる。

　そして、この上なく真しん剣けんな顔で切り出した。

「陛下。私は、友達同士はたまにはお茶をすべきだと思うのです」

「「……は？」」

　今度は、ランセと国王が声をあわせて呆あつ気けにとられる。

　これまたすごい息の合い方だな、と思いながら、ロディアは自分の言葉を補った。

「失礼ながら、陛下はランセの恩人と聞きました。恩人というか──幼い頃ころの、友のようなものだと。私とランセの結婚というのはないにせよ、それをきっかけにこうしておふたりが会う機会ができたのなら……私にとっても嬉しいことだな、と思いまして。実は私は、陛下からランセの……オルディアレス艦かん長ちようのお話が聞きたくて、謁見をお願いしましたから」

　彼女の言葉を聞くと、ランセはいったん途と方ほうに暮れたような顔になってから苦く笑しようした。

　国王は寝椅子の肘ひじ掛かけにほおづえをつき、興味深そうにロディアを見つめていたが、やがて唐突に口を開く。

「そなたは面おも白しろいな、アルバラード卿」

「は。そうでしょうか」

「うむ。面白い。あまりに面白いから、ひとつ、秘密を教えよう。わたしとランセは友ではない。わたしは、この男を憎にくんでいた」

　いきなりの台詞せりふに、ロディアは目を丸くした。

「それは……一体、どういう意味で？」

「そのままの意味だよ。何しろわたしは生まれつき身体が弱く、幼い頃から『お前はもうすぐ死ぬ』『外へ出たら寿じゆ命みようが縮む』『成人はできないだろうから、学んでも無む駄だだ』『とにかく寝しん台だいにいればよい』そんなふうに言い聞かせられて育ったのだ。そんな子供が同い年くらいのネライダの奴ど隷れいを見たら、どう思うかな？」

（同い年くらいのネライダ、というのは、ランセのことだな。しかしこれは……ずいぶんと率そつ直ちよくにものを言われる方だ）

　意外には思うが、こういう率直さは好きだ。このひとはどことなく、ランセに似ている。

　ロディアはすぐに心を決め、自分もまっすぐに国王の瞳を見つめた。

「わかりません。私は、些さ細さいな病にすらかからない、能天気で丈じよう夫ぶな子供でしたから」

　無礼なほどに正直なロディアの言葉に、国王は嬉しそうに笑ってうなずく。

「そうだ、あれはわたし以外には誰だれもわからぬ気持ちだ。当時のわたしはね、猛もう烈れつに腹を立てたのだよ。ろくに外に出ることもできず、賢さかしらに喋しやべれば眉まゆをひそめられる。そんな子供時代のわたしの心の支えは、『自分が高貴な人間であること』──それだけだった。なのに、籠かごに閉じこめられ、ひとの言葉で喋ることを禁じられているネライダの姿を見ると、いちいちその姿が自分自身に重なってね。『お前も所しよ詮せん奴隷と同じだ』と言われているような気分になって、無む性しように腹が立った。そのネライダの何が悪いわけでもないのに」

「陛下。偽ぎ悪あく的になってますよ」

　ランセが無造作に声を投げる。

　国王は気にした様子もなく、紅茶を一口飲んでから続けた。

「それで腹いせに、そのネライダを籠から引きずり出して罵ば倒とうした。するとそいつが実は根こん性じようのある奴でな。噛かまれたのだ」

　過去にランセが語った話を思い出し、ロディアは慎しん重ちようにうなずく。

「はい。そのとき陛下は、『お前は人間と同じだ、誇ほこりあるものだ』と言って、ネライダを諭さとしたと聞きました」

「諭した？　ふむ、ランセはそう言ったか。実際は、単にこちらに殴なぐりあいの喧けん嘩かをする腕わん力りよくがなかったから、そうやって取り繕つくろっただけだよ。自分の自尊心を守るためだけに」

　あっさり言ってから、ふと国王は視線を上げる。

　まっすぐ見つめてくる青い瞳に、ロディアは軽く息を吞のんだ。

（この色。ランセの義眼と、同じ色だ）

　ランセの元の瞳ひとみの色は緑だ。なのに戦場で片眼を失った後、彼はなぜか青い義眼を入れた。

　それはつまり──そういうこと、なのだろうか。

　ロディアの問うような瞳をじっと見つめ、国王は微笑ほほえむ。

「相手がどう思ったかは知らん。が、当時のわたしはただのいじけた子供だった。だからこそ、その日のことはわたしを変えたよ。ネライダですら、自分の誇りのために命がけで戦うことができる。ならば、戦わない自分は奴隷以下だ。そう思ったらひどく苦しく、気がせいて、立ち止まっていたらその場で死にそうな気がして、生まれて初めて必死になった。自分にできることを探した。わたしの腕うでには剣けんを持つ力がない。ならばどうする？──学ぶしかない。たとえ明日死ぬとしても、今日の我が身を守り、いずれ死する己おのれを誇るために学ぶこと。……それを、わたしの戦いと決めた」

　戦い。その言葉が、しん、とロディアの心にしみる。

　誰もが、それぞれに日々を戦って生きる。自分の誇りを守るために。

　自分なりに力ちから一いつ杯ぱい生きた、そう言い切るために。

　このように高貴なひとでも、同じなのだ。

「……愚おろかで早死にする国王、ってのを作ろうとしてたひとたちがいたんですよね。あなたはそのことにも気づいた。だから、表向きは愚かなふりで、こっそり味方を作っては猛烈に学んだ。そうして身につけた知識を、夜ごとネライダにも語ってくれた」

　ぽつり、とランセが言う。言いようは素っ気ないが、まとう雰ふん囲い気きは真しん摯しだ。

　国王は、穏おだやかに老成した目を伏ふせた。

「復習にはちょうどよかったからな。しかし、知識というものは素晴らしい。知識を身につけると、空っぽだったこの心に自然と夢が生まれた。この世界を、自分たちが住む世界を、けして美しくはない世界を、自分の手で少しはマシにできるかもしれない、という夢だ。わたしたちは夜ごと夢を語り、わたしは自分たちの夢を叶かなえるため、ある夜ネライダを逃にがした」

　これが二十年近くも前の話だと思うと、ロディアはますますなんともいえない気持ちになる。

　英えい雄ゆうだとたたえられたひとの、若き名君とたたえられたひとの、幼いころに得た目標は、なんて大きかったのだろう。

　十歳そこそこの少年たちが、国どころか世界を見ていたのだ。

　辺りは静まりかえり、木々のどこかで鳥の声がした。

　それを合図にしたかのように、国王が親しみやすい笑え顔がおになって言う。

「逃がしたからには帰ってこなくて当然と思っていたが、こいつはすごかったぞ。まだマディスがアスファルと戦っていたころ、とある軍ぐん艦かんの士官が全員病で死んでしまったのだが、その船をひとりの少年兵がとりまとめて無事帰ってきたのだ。びっくりして話を聞こうと呼び出したら、出てきたのはこいつだった。こちらは二度びっくりだ」

　聞き覚えのある話が飛び出したので、ロディアは目を瞠みはって訊たずねた。

「その逸いつ話わ、本当だったのですか。正直、できすぎているので伝説かと思っていました」

「そういう初期の派手な話はなー、大たい抵ていほんとだぜ。目立ちそうなことは片っ端ぱしからやってみた。そうじゃなきゃ、いくら戦時でもあんな出世はできねえ。俺には時間がなかったの。とっとと役に立つ人間になって陛下のもとに帰らなきゃ、ってずーっとそればっか考えてた」

　ランセは言い、表情を静かにして国王を見つめる。

　普ふ段だんふざけ回っているときとはまったく違ちがって、年相応の──いや、多分それ以上の落ち着きのある横顔。こんなときのランセは、とても綺き麗れいだ。

　それと同時に、やけに遠く見えてしまう。

（誇らしいけれど、少し、寂さびしいな）

　複雑な思いで表情を陰かげらせるロディアの横で、国王は穏やかに言った。

「しかし、戦争は終わった。アルバラード卿の言うとおり。お前ももう少し、しあわせになってもいいんだよ。エリアス」

「俺はもうしあわせです、陛下」

　ランセは間を置かずに答え、国王を見つめたままロディアのほうへ手を伸のばす。

　なんだろう、と思うものの、避よける気にはなれなかった。

　ランセの手が、ロディアの肩かたに載のる。わずかな重みを彼女に任せて、ランセは告げた。

「こいつがあなたを取り戻もどしてくれたから、もう一生ぶんしあわせです」

「ならば、やはり挙式だな」

　間かん髪はつ容いれずに国王が言い、ランセは大いに引きつって怒ど鳴なる。

「だから！　どーして陛下はやたらと俺を結けつ婚こんさせたがるんですか。俺がエリアスだったとき、あなたがやたらめったら見合いの罠わなを仕し掛かけてきたの、覚えてますからね！」

「──ランセ。罠というのは言い過ぎでは？」

　一応ロディアが国王を援えん護ごしておくと、ランセはぎりりと歯がみして続けた。

「いーや、あれは罠だった！　一時期は、いきなり道でどん、とぶつかってきた美少女とか、海かい賊ぞく船から偶ぐう然ぜん助けたご令れい嬢じようとか、身に覚えがないのに起きたら隣となりで寝ねてた美女とか、運命的に出会う相手が全部陛下の仕組んだ見合い相手だったからな！」

「……なるほど、ものすごい愛だな」

　呆あきれて言うロディアだが、国王はお茶をすすりながらけろりとしている。

「わかってくれるか、アルバラード卿。わたしの夢はこのばかの結婚式を見ることなのだが、なかなか叶えてくれそうにない。ならばどこか遠いところでしあわせになればよかろうと思っても、この男は籠から放すたびにわたしのもとへ戻ってきてしまうのだ」

「それはもう、陛下とランセが結婚するしかないのでは？」

　ロディアが思わず真顔で言うと、国王とランセはぴたりと動きを止めた。

　しばしの沈ちん黙もくの後、ランセはぐったりと円えん卓たくに顔を伏せ、国王は声を立てて笑い始める。

「ははははは！　本当に面おも白しろいひとだな、アルバラード卿は。これと、結婚か！　それはいい、かつてない新しい発想だ。面白い。ならばわたしは、明るい色のドレスが着たいな」

「やめてください！　冗じよう談だんでも想像しちまっていたたまれなくなるでしょうが！　陛下にドレス着せるくらいなら俺が着ますよ！　確実に宴えん会かい芸にしかなんねえけど！」

「ほう、それでもドレスを着てくれる気はあるのか。脈はありそうだぞ、アルバラード卿」

　まだ笑い混じりに言う国王に、ロディアは急にきょとんとして瞬またたいた。

「脈があるというか、ランセは陛下しか見ていませんし、そこにしか脈はないと思います」

「ロディア、お前はその、たまに奇き想そう天てん外がいになる発想をどうにかしろ！　ったくもう──あー、やばい。……あまりのばかばかしさに、俺まで面白くなってきやがった」

　ランセは円卓にすがったままくすりと笑ったかと思うと、子供のように笑いころげ始めた。

（──平和だ）

　つられて自分も笑いだしながら、ロディアは急にそのことを強く意識した。

　このひとたちに、こんな時間を持てる日がきてよかった。

　自分に船が与あたえられなくとも、社交づくしの日々が退たい屈くつでも、そんなことは大したことではない。仲良しの友達同士が笑ってお茶を飲める時間を守れるなら、多分ロディアは何にだって耐たえられると思う。

　そうしてひとしきり笑った後、国王はそっとランセに向かって右手の親指を立てて見せる。

「まあ、今後もせいぜい頑がん張ばって生きるといい」

「わかってますよ。生き残っちまったからにはね」

　ランセも言って、同じように親指を立てる。

　そんなふたりが一いつ瞬しゆんやけに真しん剣けんに見えて、ロディアはかすかに首をかしげた。
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「やー、久しぶりにばか笑いした！　そんで？　お前はこれから軍務か？」

　宮殿を出た後、前庭で、馬車が回されてくるのを待ちながらランセが言う。

　ふたりきりになるとなんとなく落ち着かなくて、ロディアは少し目をそらして答えた。

「いや。まだ着任する艦かんが見つからなくて。今日の予定はウォルター卿の夜会だけだ」

「ウォルター卿って、海軍総司令官の？　うわー、気に入られてんなあ。めんどくさそう」

　彼の正直な言いようが気持ちよく、懐なつかしくて、ロディアはかすかに笑って彼を見やる。

「本当に気に入られているのなら、私は今いま頃ごろ海の上だよ」

　その言い方で、ランセにはぴんと来たらしい。

　幾き何か学がく的に刈かりこまれた庭木からロディアに視線を戻し、ふと難しい顔になった。

「ひょっとしてお前に船を回さないの、ウォルター卿の仕し業わざか。変に絡からまれてんの？」

「絡まれているというか、息子むすことの婚こん約やくをほのめかされ続けているというか……」

「おわっ、そっち!?　ウォルター卿、意外と命知らずだな！　うっかり見直した！」

　ランセが大げさにのけぞったので、ロディアはついついむきになってしまう。

「そういう反応か!?　もっと他ほかに何かないのか！」

「だってお前、結婚したからっておとなしくしてる奴やつじゃねーし。むしろ旦だん那なになった奴のとこに、毎日後こう援えん会かいから刺し客かくが来るんじゃねえのか？　それわかっててやってんなら本気ですげえなあ、ウォルター卿。ただの蝋ろう人にん形ぎようじゃなかったか、あいつも」

　彼はしみじみと言い、感かん慨がい深げにウォルター卿に思いをはせている様子だ。

（まったく、このひとは。どこまで本気で言っているのか、全然わからない）

　いつもながら底の読めない上官を、ロディアは釈しやく然ぜんとしない気持ちで見つめた。

　ロディアの長ちよう靴かの踵かかとが少し高いせいで、そう変わらない高さに青と緑の瞳ひとみがある。

　ロディアと視線をあわせると、自然に笑ってくれる、その瞳。

（……もっと、話したいな）

　ウォルター卿の話。今け朝さの薔ば薇らに埋うまった部屋の話。不ふ審しん者のせいで父親が銃じゆうを持ち出して大変だった話。どんな反応をされてもいい。色んなくだらない話を、このひとにしたい。

　そう思って口を開いたとき、目の前に馬車が止まった。

　なんの紋もん章しようも入っていない豪ごう奢しやな黒い馬車を見ると、ランセはひらひらと手を振ふる。

「ま、お前ならなんとかするだろ。頑張れよ。じゃ、俺はこれで」

（──え？）

　まさか、このまま立ち去ってはしまわないだろう。そう思ったのに、ランセはあっさりと馬車に乗りこもうとする。

　ロディアはほとんど反射的に、声を張りあげてしまった。

「ランセ！」

「ん？」

　宮廷の車番が置いた台に足をかけて、ランセが振り向く。その瞳がどことなく遠い気がする。さっきまでは感じなかった距きよ離りに、胸の深いところがぞっとする。

　ロディアは一歩前に出ると、少しこわばった顔で告げた。

「次はいつ会える？　あなたは海軍俱ク楽ラ部ブにも出てこないし、互たがいに海に出てしまえば、それこそ一生会えないかもしれない」

「当たり前だろ。俺たちは海軍人だし、俺は幽ゆう霊れいだ」

　軽く微笑ほほえんでの返事に、ロディアはますます焦あせって言葉を選ぶ。

「それはそうだが──私はあなたが大事だ。それに、この瞳のこともある」

　ロディアの瞳は見ようによっては真しん紅くに見える赤茶色。かつてこの世界を支配していたとされる古き神々、旧神の嫌きらう石榴ざくろの瞳だ。

　そしてランセには、最強の旧神とされる、運命神【ミラ】が宿っている。

　ただ単に離はなれているのが寂しいのも本当だが、それ以上にロディアはランセの【ミラ】について案じていた。

（私がいない間に、【ミラ】がランセの中で暴れたりはしていないだろうか。軍務の間共にいられなくなったのは仕方がないが、せめてもう少し、他で共にいられないものだろうか？）

　戦争が終わってから、心のどこかでずっと気にしていたことだ。

　今こそ言わねば、とロディアが口を開きかけたとき、ランセは急に馬車から離れた。

　彼はすばやくロディアとの距離をつめ、無造作に彼女の手首をつかみとる。

　避ける暇ひまはなかった。息を殺して固まったロディアに顔を寄せ、ランセは抑おさえた声で囁ささやく。

「明日の正午。お前が結婚させられそうになった、岬みさきで」

　直接耳の中に放りこまれた台詞せりふに、ロディアはかすかに頬ほおが赤くなるのを感じた。

（また、このひとは無む駄だに思わせぶりなことを……！）

　こんなのはおかしい。以前彼は、ロディアのことはもう抱だきしめない、と言ったのに。

　実際、今このときまでは微び妙みような距離感かんを保っていたのに。

「そこで何かあるのか？」

　ここで動どう揺ようしては負けだとばかりにロディアは呼吸を整え、平静な声を出す。

「うん。ちょっと、見せたいものがあるんだ」

　ランセは笑って言い、すっとロディアから身体からだを離した。そのまま軽かろやかに馬車に駆かけ上る。

　ロディアはあえて背筋を伸のばし、馬車の扉とびらが閉まるのを待って敬礼した。

　けたたましい音と共に馬車が動き出すのを見送り、ロディアが踵きびすを返した、そのとき。

「ロディア！」

　馬車からのランセの声に、ロディアははっとして顔を上げる。

　と、銀色の何かが陽光を跳はね返した。小さなものが、こちらめがけて飛んでくる。

　ロディアはとっさにそれをつかみ取り、目の前で手のひらを開いた。

　白い手の真ん中にあったのは、銀色の飾かざり気のない指輪だ。

（ランセの指輪だ。彼がずっとつけていた。以前私が彼に忠誠を誓ちかったとき、口づけた指輪）

　なぜこんなものを、と戸と惑まどっているうちに、乗った馬車の窓から陽気な声が響ひびく。

「それ、やるよ。じゃあな！」

　ロディアはランセの馬車をしばらく見送ってから、指輪を乱暴にポケットへ押しこんだ。

（……わからない。本当に、あのひとの考えていることはさっぱりだ。ずっとつけていたんだから、大事なものなのだろうに。こんなもの簡単にもらえるか。──預かるだけだ）

　そしてすぐに思い直して、彼女はそれを胸ポケットに入れ直す。

　そちらのほうが心臓に近いから。これくらいならきっと、自分を許せると思うから。
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　翌日、ロディアは思い出の聖堂の前に立っていた。

　初夏の海を望む岬の小さな聖堂には、悪い思い出と、いい思い出の両方がある。

　悪い思い出は、近衛のときの同どう僚りようと無理やり結けつ婚こんさせられそうになったこと。

　いい思い出は、それをランセたちが助けに来てくれたことだ。

「あれから、一年以上になるのか」

　思えば結構長いようでもあり、短いようでもある。

　ロディアは青く晴れた空の下、小さな花束を片手にまばらな芝しば生ふを踏ふんで歩いて行った。

　ランセと約束した時刻までは間があるが、先にひとつ用をすませようと思ったのだ。

（ルクサーナ、静かに眠ねむれているだろうか）

　この間の戦争のときに死者の街で出会った幽霊の少女、ルクサーナは、最後の海戦のときからすっかり姿を見せなくなってしまった。ロディアたちは彼女が無事に眠りにつけたことを祈いのって、遺体をこの岬の聖堂墓地に葬ほうむったのだ。

　数百年前の石組みの間からちょこちょこと草の生える聖堂を回りこむと、どっと海風が吹ふきつけてくる。寂さびれた墓地は針葉樹の林で囲まれており、その向こうには海があるはずだ。

　ロディアは少し目を細め、瞬またたいた。

（珍めずらしいな。先客がいる）

　大小様々な丸い墓石が置かれた墓地の真ん中に、猫ねこ背ぜな男の後ろ姿が見える。

　ロディアが歩み寄っていくと、彼はこちらを振り返っていきなり怒ど濤とうのように喋しやべり出した。

「おや、これはこれは。こんなところで会うなんてびっくりだなあ。いや、むしろ今まで会わなかったほうがびっくりなのかな？　以前ならアルモニア神のお導きって言うところなんですけど、このご時世だから難しいなあ。ご覧なさい、最近の墓石の素っ気ないこと。アルモニア神が死んだってなると、みんな墓石になんて刻んだらいいか悩なやんじゃってかわいそうですよ」

「あなたは……サクル!?　捕ほ虜りよになったんじゃなかったのか」

　意外な人物の顔に、ロディアは我が目を疑って足を止めた。

　改めてまじまじと見つめてみるが、間ま違ちがいない。墓場に立つ黒くろ髪かみの青年は、かつての敵国アスファル帝てい国こくで第五王子マイムーンの軍師をしていた男。

　名をサクル・サハル・カースィムという。

　学者崩くずれみたいな冴さえない外見に反して、アスファルのハレムに潜せん入にゆうしたロディアの正体を見み抜ぬいて偽にせの情報を流してきた切れ者だ。

　彼は本来の能力の片へん鱗りんもうかがえない、のほほんとした笑え顔がおでロディアに言った。

「はい、捕虜になりましたよ。ただまあ、実のところ俺はそんなにアスファル王家にはご恩がなかったと言いますか、逆に恨うらみがあったくらいでして。あの戦争のとき、マイムーン様の頭を殴なぐって白旗を揚あげたのはこの俺です。マディスに捕つかまった後も、知ってることぜーんぶ喋っちゃいました。その功績で特とく赦しやが出ましてねえ、今では自由の身ってことなんですよ」

「なるほど、寝ね返がえったか。──あなたらしい、と言っていいのかな」

　淡たん々たんと受け答えをしながらも、ロディアは内心複雑である。

　ついこの間まではさんざん苦い思いをさせられた相手だ。彼のせいで死んでいった味方のことを思えば、ロディアの胸の奥には痛みを伴ともなう怒いかりがこみあげる。

　とはいえ、彼があのとき白旗を揚げなければ戦せん闘とうは長引き、犠ぎ牲せいも増えたことだろう。

（彼がただ権力に強しいられて戦っていたのだとしたら、怒りを向けるのは的外れだ。それに何より──もう、戦争は終わった）

　ともすれば激情に流されそうな心をどうにか押しとどめ、ロディアは軽く目を伏ふせた。

「なんにせよ、お互い無事で何よりだ」

　平静を装よそおって言い、ルクサーナの墓の前に花束を置く。

　サクルは表情の読めない黒い瞳でそれを見下ろし、うっすらと笑った。

「ですよねえ。長生きしたおかげで、あなたの珍しいドレス姿も見ることができましたし。あー、珍しいっていうのは、こちらのお国では、って意味です。ハレムでのあなたは、実に美しい異国の姫ひめ君ぎみだった」

「……私だって、たまにはドレスを着たくなることもある」

　少々憮ぶ然ぜんとして言い、ロディアはサクルから視線をそらして立ち上がる。

　そう、今日の彼女は珍しく自分からドレスを着ているのだ。

　本来ロディアはあまりドレスが好きではないし、軍服のほうが肌はだに合う。問題は、ランセが今日どういうつもりで自分を呼び出したのかがわからないところだ。

（マディスはどうしても男性優位社会だ。いくら私が軍人として知られるようになったとはいえ、ランセが私を女として呼んだのなら……まともなドレスでなくては、彼に恥はじをかかせてしまう）

　朝から滞たい在ざい先のホテルでそんな葛かつ藤とうに浸ひたった末に、高い崖がけから飛び降りるような気持ちで着てきたのが、この金糸と薄うす紅べに色いろで花と蔓つる草くさが品よく刺し繍しゆうされたドレスだった。

　ロディアはちらとサクルを見やり、勇気を振ふり絞しぼって訊きいてみる。

「正直に言ってくれ。似合っていないか？」

「あははは、なんでそんなしかめっ面つらで訊くかなあ。大だい丈じよう夫ぶ、よく似合ってらっしゃいます。アスファルのドレスよりしっくりくる。やっぱり服ふく飾しよくっていうのはその国の人間に合わせて発達するものなんだなあ。俺は逆で、こっちの服を着てると無理やり背を正さなきゃならないような感じになっちゃって、背中が痛くって──って、あれ？　何か、聞こえません？」

「何かって、君のいつもながらのお喋りしか……」

　ロディアは眉み間けんに皺しわを寄せて言いかけたが、確かに風に混じって音楽が聞こえた気がした。

（こんなところに、どこからだ？）

　音の感じからして、聖堂内からではない。おそらく、海からだ。

　祭りでもないのに、これは気になる。ロディアは無造作にドレスをたくし上げ、墓地を抜ぬけて岬みさきのほうへと向かった。

　勝手についてきたサクルと共に林の間の道を行くと、ますます音楽ははっきりし始める。

　やたらと勇ゆう壮そうで、ちょっとおどろおどろしい曲だ。

「……なぜだろう。ものすごく嫌いやな予感がしてきた」

　思わずひとりごち、ロディアは岬の突とつ端たんに立った。

　ここはランセとの約束の場所。そろそろ正午は近づいていたが、岬にランセの姿はない。

　代わりに、目の前には真っ青な空と海が広がっていた。

　音楽は入り組んだ岸がん壁ぺきの向こうから聞こえ、やがてそこから一隻せきの船が現れる。

「はー。……なんですか、ありゃ」

　サクルはロディアの背後で呆あきれた声を出したが、ロディアの受けた衝しよう撃げきは桁けた違ちがいだ。それを見た途と端たん、頭が真っ白になってしまった。

　目の前に現れた船は、軍ぐん艦かんではない。漁船でもない。

　レーン号とほぼ同等の大きさの、いかにも身軽そうで美しい船体。真新しい真っ黒な帆ほ。その真ん中に、記号化された心臓を貫つらぬく翼つばさの生えた剣けんの紋もん章しよう。

　さらに、柄がらの悪そうな船員たちが甲かん板ぱんで奏かなでる音楽ときたら、これは、あれだ。

「……芝しば居いの大道具だ、きっと」

　ロディアが呆ぼう然ぜんと言い切った直後、背後からものすごく聞き覚えのある声がかかった。

「違ちがうだろ！　お前一体どこ見てんだよ。あれは海かい賊ぞく船だ、男の浪ろ漫まんだ！」

「……サクル、私は今日はだいぶ疲つかれているらしい。おかしな幻げん聴ちようが聞こえ……っ！」

　最後まで言う前に、ロディアはいきなり背後から腰こしを抱いだかれる。

　顔を引きつらせて振り返ってみると、至近距きよ離りでランセが爽さわやかに笑っていた。

「いよう、俺の姫君。さらいに来たぜ」

　そんな台詞せりふを吐はいた彼は、襟えりの立ったド派手な刺繍入りの上着を身につけ、黒い帆の船と同じ紋章を入れた帽ぼう子しをかぶり、片眼に眼帯をしている。

　その姿を見た瞬しゆん間かん、ロディアの頭のどこかで、ぷつん、と何かが切れる音がした。

「歯を食いしばれ、ランセ！」

　ロディアは力の限り叫さけび、彼の頬ほおめがけてひねるように拳こぶしを繰くり出す。

　ランセはぱっと手を離はなして後ろへ下がり、朗ほがらかに笑った。

「あっぶねーなー！　だけどそんなのも嫌きらいじゃねーぜ。しかもドレスでその動き、さすが俺の見こんだ女だ」

「うるさい、いちいち変な格好をつけて喋るな、気持ち悪い！　それは一体どういう仮装だ、どこにそんな金があった、あなたはそんなものを見せるために、私を呼び出したのか！」

「おう。格好いいだろ？　戦争終わって平和になったし、これからの時代は海賊だぜ！」

　ランセは言い切り、手て頃ごろな石に片足をかけて、きざっぽく指を帽子のふちにあててみせる。

　ロディアはざわっと全身に鳥とり肌はだが立ったのを感じ、無言で彼に駆かけ寄った。

　──とにかく一発殴ろう。話はそれからだ。
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　強く心に決めてスカートをさばき、鋭するどい足あし払ばらいを繰り出す。

　ランセは派手な上着のすそを翻ひるがえしてそれを避よけ、ふざけた調子で続けた。

「なんだよ、お前も一度は憧あこがれなかったか？　何にも縛しばられねえ海賊ってやつにさ」

「あなたと一いつ緒しよにするな！　海賊ごっこをして許されるのは、せいぜい十歳くらいまでだ！」

「歳は関係ねえよ。男は永遠の少年っつーだろ。ほら見ろ、自由の海が俺を呼んでるぜ！」

「そんなものは幻聴だ。とっとと現実に戻もどってこい！　いっそ海に落ちて頭を冷やせ！」

　怒ど鳴なりながら、ロディアはランセを岬の突端まで追い詰つめる。

　今だ、とばかりにランセの腕うでを捕とらえた、次の瞬間。

　ランセは逆にロディアの腕をひねり、動けないようにして抱だきしめてしまった。

（っ……！　こんなにふざけているのに、隙すきがない！）

　相変わらずの強さに、ずるい、と内心歯がみをしながら、ロディアはランセをにらんだ。

　すると、彼は少し怖こわいほどの真しん摯しな瞳ひとみでロディアの目をのぞきこんで告げる。

「そんなことより、さっきの答えを聞かせろよ。──俺にさらわれるか？　ロディア」

　──なんなのだろう。

　やっていることは果てしなくばかばかしいのに、彼が本気なことだけはよくわかる。

　怒りと恥はずかしさがじわじわと焦あせりに変わっていくのを感じ、ロディアは眉まゆ根ねを寄せた。

「……私には、本当に今のあなたが何を考えているのかわからない。あなたも充じゆう分ぶん知っているだろうが、海賊は海軍の天敵だ。冗じよう談だんでもそんなことをしていたら、友軍に取り締しまられかねないぞ」

　ロディアの言葉を聞くと、ランセの唇くちびるにはふと薄うすい笑えみが浮うかぶ。

「冗談なんか言ってねえし、簡単に捕まる気もしねえ。言ったろ？　戦争は終わったし、俺はもう自由だ。頭の硬かたい提てい督とくどもにぎゃあぎゃあ言われて通常任務につくのも、陸で腐くさってんのもごめんなんだよ。──お前も、そうじゃないのか？」

　誘さそう声が低くなると、反射的にロディアの心は震ふるえる。

　ウォルター卿の蝋ろう人にん形ぎようみたいな顔。腹の探さぐり合いばかりの海軍俱ク楽ラ部ブ。毎夜繰り広げられる夜会でちやほやされるだけの日々。

　それに比べて、ランセと駆け回った海はどれだけ自由で、美しくて、恐おそろしくて、心躍おどる場所だったことだろう。

「ロディア」

　近くで笑うような彼の声がする。

（駄だ目めだ、目を覚ませ）

　ロディアは自分に言い聞かせてぐっと強く拳を握にぎり、真しん剣けんな瞳でランセを見つめた。

　自分はランセが好きだ。

　しかしそれ以前に、自分は軍人なのだ。

「──ランセ。確かに今の海軍は退たい屈くつかもしれない。けれど、それは平和だからだ。平和を望んで戦ったはずなのに、実際平和になったら『つまらない』と言って戦乱を望むのは愚おろかだよ。私はマディス王国軍人だし、あくまでも平和を愛する。だからあなたが本当に海賊になるというのなら、私がこの手であなたを叩たたき潰つぶすしかない。さらわれるなんて論外だ」

　ひとこと、ひとことを大事に言って、ロディアはランセの返事を待つ。

　本気で心を伝えようとすれば、必ず伝わる。彼はそういうひとだと信じていた。

　ランセは少し目を細めると、満足げに微笑ほほえむ。

　そして、不意にその笑みに殺気を混ぜた。

「面おも白しろそうだな。だったら、俺とお前は今日から敵同士だ。殺し合おうぜ」

「ランセ！」

　あまりに意外な返事に、ロディアは唖あ然ぜんとして彼の名を呼ぶ。

「レーン号とみんなを頼たのむ」

　ランセはかすかな声で囁ささやき、その声が大気中に残っているうちに地を蹴けった。

　岬を駆け抜け、そのまま、ためらいなく真っ青な海へと身を躍らせる。

「……！」

　ロディアは必死に彼の後を追い、岬から下をのぞきこんだ。

　ランセの派手な海賊姿は、しばらくすると無事に海面に浮いてくる。

　すかさず海賊船から小こ舟ぶねが漕こぎよって来るのを、ロディアはほっとしていいのかどうなのか、複雑な気持ちで見守った。ランセは小舟に引きずり上げられた後、海賊船に向かいながら大きくこちらへ手を振ふってくる。

「はー……なんだか派手なひとですねえ。これってつまり、大がかりなお芝しば居いなんですか？」

　背後からやってきたサクルに戸惑いがちに訊かれて、ロディアは顔をしかめた。

　大がかりなお芝居。まあ、普ふ通つうならそう思うだろう。ロディアだってそう思いたい。

　しかし、今までランセとつきあってきた経験から、ロディアはゆっくりと首を横に振った。

「いや。あのひとの目は本気だった」

「えっ、ってことは？」

「……彼は海かい賊ぞくになり、私は彼を追う、ということだ」

　口に出してみると、このあまりにとんでもない状じよう況きようがやっと少しだけ実感を増す。

　同時に、猛もう烈れつに怒いかりも湧わいてきた。

（一体何がどうして、こんなことになるというんだ！）

　奇き想そう天てん外がいを通り越して、こんなのはただの理り不ふ尽じんだ。こんなことを許していいわけがない。

　たとえ他ほかの誰だれが許しても、自分がけして許さない。

　ロディアは片手でドレスをぎりりと握りしめ、去りゆく海賊船を指さして怒鳴る。

「何が『殺し合おう』だ！　覚えていろ、ランセ！　すぐにもこの私が、あなたをとっつかまえてやるからな！」
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「──と、いうわけなのです」

「と、いうわけなのです、と言われても、わたしも困るのだが」

　海軍総司令官であるウォルター卿は、ナイフとフォークを手にしたまま脇わきに立ったロディアを見上げていた。

　ランセが海賊になってしまった翌日の朝。

　まだ普通なら面会も許されない時間に、ロディアはウォルター卿の私し邸ていにいた。

　きちんと公おおやけの場で会いたかったのは山々なのだが、今は平時で、そのうえ社交の季節である。大貴族であるウォルター卿は軍務より社交のほうに忙いそがしく、かといって夜会に押しかけて公的な話をするわけにもいかず、結局こんなことになってしまった。

　ウォルター卿は何を思ったのか、表情の出づらい顔で焼いたベーコンを切り分け、ロディアのほうへさしのべてみる。

「食べるかね」

「いえ、朝に肉は食べない主義でして」

「ふむ。卵もあるが」

「美しい卵だとは思いますが、今朝は朝食ではなく、ランセの話で参りました」

　頑かたくなに言う軍服姿のロディアをちらと見上げて、ウォルター卿はやっと朝食を続けるのをあきらめたらしい。ナイフとフォークを食しよく卓たくに置き、ロディアに向き直った。

「……仕方あるまい。ランセという男が海かい賊ぞくになったという話は、わたしも承知した。そのランセがたとえ出生記録のない『幽ゆう霊れい』でも、海賊は海賊だ。海軍としては追わねばならん」

「はい。ですので、是ぜ非ひその任務を私にお任せください。元艦かん長ちようの不ふ祥しよう事じ、必ずや私が始末をつけてみせます」

　堅かた苦くるしい彼女の言いように、ウォルター卿はしばし考えこんでから慎しん重ちように言う。

「そうだな。確かに君は海軍人だ。一生軍務に生きるつもりなら、そろそろ次の任務が与あたえられてもいいころだろう。とはいえ、我が海軍には他ほかに適任の者がいくらでもいるのも確かだ。君にはもうすぐ、運命的な出会いがありそうな気もするしな。……少し待ちたまえ」

　ウォルター卿は思わせぶりに言葉を切ると、食卓に置いてあった金色の呼び鈴りんを鳴らした。

　間を置かず、ばたん、と扉とびらが開き、食堂に優やさしげな容よう貌ぼうの青年が入ってくる。

「失礼します、父上！……あっ、そこにいらっしゃるあなたは!?」

「ハロルド、いきなりなんだ。ご婦人に対して失礼だろう、背を正せ。アルバラード卿、こんなときだが紹しよう介かいしよう。前々から話だけはしていたな。わたしの息子むすこだ」

　わざとらしく紹介された青年をちらと見やり、ロディアはその場に凍こおりついた。

　初めて顔を見るはずのウォルター卿のご子息は、茶色のふわふわした髪かみに緑の瞳ひとみの好青年で──どう見ても、数日前に実家の窓越ごしに目があった不ふ審しん者本人だったのである。

（こいつ……邪じや気きのない顔をして、やることはあれか！）

　ロディアものらりくらりと婚こん約やく話から逃にげ続けすぎたのかもしれないが、あの非常識さと行動力は異常だ。この調子では、次は既き成せい事じ実じつでも作りに来かねない。

　ロディアはありとあらゆる容よう赦しやを投げ捨てることに決め、うっすらと微笑んだ。

　優美に片足を引き、まずは完かん璧ぺきに紳しん士し的に一礼して告げる。

「ロディア・アルバラードです。卿とは、いつかお会いしたことがあるように思いますね」

「えっ、本当ですか？　実は僕も同じことを考えていたんです！　夢の中で会ったとかかなあ。これってひょっとしたら、運命ですね」

　ハロルドは臆おく面めんもなく言ってのけ、愛らしくにっこり笑った。

　これはますます油断ならない、とばかりに、ロディアはまっすぐ彼に歩み寄る。礼れい儀ぎ正ただしい距きよ離りをあっさり超こえて、彼女はいきなりハロルドの腰こしを抱だき寄せた。

「へっ？　えっ、あの……!?」

　さすがに驚おどろいたのだろう、目を瞠みはるハロルドに顔をよせ、ロディアはわずかに甘さを混ぜて囁く。

「なるほど、あなたが私の運命の方ですか。その純じゆん粋すい無む垢くな魂たましいがにじみ出ているからでしょうか？　実に可か憐れんだ。私のような無ぶ粋すいな人間にはもったいないほどですね」

「は、はあ……」

　ハロルドは呆あつ気けにとられてロディアと視線を合わせていたが、なぜかその頬ほおはかすかに赤くなっていた。

　こういうときの反応は男性も女性も大して変わらないな、とロディアが思っている横で、ウォルター卿は無表情のまま、がしゃん！　と水で割った葡ぶ萄どう酒の硝子ガラス杯はいを倒たおして中身をぶちまけている。

　ロディアはそれも見て見ぬふりで、傍かたわらの巨きよ大だいな花か瓶びんから薔ば薇らを一輪抜ぬき取り、ハロルドの顔の横に添そえてにっこり笑った。

「ほら。なかなかお似合いです」

「そ、そうでしょうか？　でも、その、薔薇はあなたのほうが似合うんじゃないかな……」

　ハロルドも必死に笑い返すものの、ロディアは気にせず薔薇の香かおりを楽しむような所作で彼の耳元に顔を寄せ、抑おさえた声で囁いた。

「いいですか？　軽々しく運命だのなんだのと嘘うそを吐つくものじゃない。運命の神は気まぐれで麗うるわしく、残ざん酷こくな神。──下手へたに手を出すと、奈な落らくに引きずりこまれるやもしれませんよ」

　急に鋭するどくなったロディアの声に何を感じたのか、ハロルドはびくりと硬こう直ちよくする。

　おそるおそる見上げてきた彼を、ロディアは冷えた瞳で見つめ返した。しばしの平和をむさぼっていたとはいえ、それなりに砲ほう弾だん飛び交かう中を駆かけ回ってきた者の瞳だ。

　そこに漂ただよう本物の殺気に、ハロルドはあからさまに引きつった。

「あ……そ、その……」

「……そのくらいにしておきたまえ。君のそういった男の尊厳を踏ふみにじる話術といおうか、手練手管といおうか、そういうものは朝から見ると胃がもたれる」

　苛いら立だちとあきらめを含ふくんだ声でウォルター卿が告げると、張りつめていた場の空気がふっと和やわらぐ。

「はっ。失礼いたしました」

　ロディアは素す早ばやくハロルドから腕うでを解き、改めてウォルター卿に向き直った。

　卿は表情の薄うすい顔にどことなく疲ひ労ろう感かんを漂わせ、食卓の上で指を組む。

「──率そつ直ちよくに言って、わたしは君の扱あつかいに困っている。君は確かに優秀だ。そのうえ人目をひく才能を持っている。昔、海軍に似たような男がいたがな。彼が幸福な人生を送ったとは、わたしにはとても思えんのだよ。個人的には、君には女性としてのしあわせを追求してほしい」

　似たような男、というのは海軍時代、英えい雄ゆうだったころのランセのことなのだろうか。

『エリアス』という若い英雄を使い捨てたのは、ウォルター卿たち軍部だったのに？

（女には逃げ場がある、とでも言いたいのか。それとも、あなたが女を後ろから刺さしたくないだけか？　あなたは『紳士』だから？）

　喉のどまで出かかった危険な言葉を吞のみこみ、ロディアは折れるほどに背を正して敬礼した。

「細やかなお心こころ遣づかいに感謝します、閣下。しかし、私はひとりの女である以前にひとりの軍人。女としての幸せより、マディスの平和を望みます」

「ふむ」

　ウォルター卿は低くうなると、ハロルドに目線をやった。

「席を外しなさい。ここからは、軍務の話だ」

「……はい」

　父の言葉は絶対なのだろう、ハロルドは悔しそうにロディアをにらんでから身を翻ひるがえした。

　彼が出て行ってしばらくの間を置き、ウォルター卿は唐とう突とつに口を開く。

「ランセを追いたいのだったな。しかし、君には船がない」

　ついに来た。ロディアは心臓の位置に手をあて、身を乗り出して主張する。

「はい。──私は、この追つい跡せきにはレーン号を使わせていただきたいと思っております」

「よりによって、また面めん倒どうなことを言いだしたな」

　心から面倒くさそうに言い、ウォルター卿は眉まゆ根ねを寄せた。

　しかし、ここで退ひくわけにはいかない。ランセが『レーン号とみんなを頼たのむ』と言ったのに従うわけではないが、そもそも彼に勝つ方法を考えれば他に選せん択たく肢しはないのだ。

「ご存じとは思いますが、ランセは最強の旧神、運命神【ミラ】をその身に宿しています。彼が本気になればどんな船も彼を傷つけることはできないでしょう。勝機があるとすれば、彼の能力を知る私と、同じ旧神の力を宿しているレーン号の士官たちの他にはありません」

「そこがまた、面倒なのだ。君は、レーン号の士官たちが今どこにいるか知っているか？」

「いえ、存じませんが」

　淡あわい胸むな騒さわぎを感じて答えると、ウォルター卿はゆっくりと自分の顎あごをなでながら言う。

「軍の研究所だ」

「研究所？　というと……旧神の能力を研究していたところですか？」

　問いを投げる間にも、ロディアの脳のう裏りに様々な記き憶おくがよぎる。

　──研究所では結構ひとが死にましたが、わたしは運よく生き延びることができました。

　──最初に研究所で会ったとき、ランセが私のこと『要いる』って言わなかったら。──きっと色々実験されるだけで、今いま頃ごろ生きてないと思う。

　──当時はまだランセもぼろぼろでしたが。──強く抱きしめてくれましたよ。

　レーン号の上で出た研究所の話に、いい話はひとつもなかった。

　新たな不安がロディアの胸を重くする。指が冷えて重くなる。

　表情をこわばらせたロディアを横目に、ウォルター卿は重々しく告げた。

「こんなことは知らんほうが君の出世のためではあるが、あえて関かかわりたいというのなら教えよう。アスファルとの講和が成立して半年。国内にも様々な動きがあってな。旧神研究は危険なものではないのか、少なくとも能力者を野放しにするのはまずいのではないか、という意見が優勢になってきている」

　いきなり告げられた真実に、ロディアは軽く目を瞠る。

「旧神研究は危険……!?　そんなもの、今さらではないですか！」

「今さら？　いや、今だからだ。危険を承知で旧神を人間に憑つかせる研究をしていたのは、なんとしてでもアスファルに勝つため。そしてその目的は達成された。残ったのは扱いの面倒な旧神憑きたちだ。アルモニア神を倒すには必要だったが、旧神とて我々人間の味方ではない」

　妙みように事務的な口調に、ロディアはめまいすら覚え始めた。

　ウォルター卿の言うことは、なるほど、そのとおりだ。理り屈くつとしては正しい。

　しかし、ランセたちは生きている。不必要になれば捨てられる道具じゃない。

　暗い熱がじわじわと全身に回るのを感じ、ロディアは燃える瞳で告げた。

「閣下──失礼を承知で申し上げます。旧神を身に宿したのは、必ずしも彼らの意思ではありません。寿じゆ命みようを消費してその力を使うことに、彼らは恐きよう怖ふを感じてもいたでしょう。それでも彼らは戦いました。まさしく命がけでマディスを守った。死人扱いで、昇しよう進しんどころかまともな人間としての扱いすら受けることができず、それでも国の盾たてとなり、剣けんともなった！　それを戦争が終わった途と端たん、やっかい者扱いするのが真に誇ほこりある者のすることですか？」

「──やはり、だ。君は誇りというものの真の意味に気づいていない。いいかね？　力ある者の誇りは、それを投げ捨てるときにこそ最大の価値を持つ。君たちが命がけで勝ち得た平和を守るために、ときには己おのれの誇りを投げ出す。それこそが、我々貴族の役目なのだ」

　ウォルター卿の言葉がふと重くなったのを感じて、ロディアは一いつ瞬しゆん言葉につまった。

　軍ぐん艦かんの上ではさんざん無能と揶や揄ゆされていたウォルター卿が、暗い威い厳げんに満ちた目で言う。

「レーン号の士官たちは、まだ旧神能力を使って危険な真似まねをしてはいない。しかし、これからもしないという保証はなかろう。わたしも基本的には旧神封ふう印いん賛成派だ。ゆえに彼らを研究所に戻もどし、場合によっては永久封印も可、との命令を出した。つい先日のことだ。──しかし、ランセはそのときすでに行方ゆくえがしれなかったらしい」

（永久封印？　それに、ランセは先に逃にげていた……？）

　次々飛び出すとんでもない発言に、ロディアはほとんど息を吐く暇ひまもない。

　ならば、国王とお茶をしていたランセは、すでに逃とう亡ぼう中だったとでもいうのだろうか？

　彼は仲間を置いて、自分ひとりだけ逃げ出したのか？

　そして何より気になるのは、『永久封印』というひとことだ。

「……永久封印、の意味をお訊ききしても？」

　どうにか震ふるえを抑えたロディアの問いに、ウォルター卿は即そく答とうした。

「旧神の能力者や、旧神がらみの危険な器物を金属の棺かん桶おけに入れ、旧神封ふうじの施し設せつの奥に埋うめることだ」

「閣下」

　それ以上の言葉が出てこなくて、ロディアはウォルター卿を見つめる。

　全身が酷ひどく熱くて、同時に冷えているような奇き妙みような感覚があった。

　いつの間に事態はそんなところまで進んでいたのだろう。レーン号の士官たちは、自分の愛する仲間たちは、今までどれだけ危険な一線の上で生かされていたのだろう。

　船の上はあまりにも自由で、ロディアはそんなことにまで想像が及およばなかった。

　戦後は自分の新しい世界についていくので精せい一いつ杯ぱいで、仲間たちが生死の境にいるなど知りもしなかった。自分だけが出世したことへの後ろめたさで、変に距きよ離りを置いてしまっていた。

（私は、ばかだ。今さら彼らを失うことなんてできないのに。彼らが私の手の届かないところで死にでもしたら、私はマディス海軍そのものを憎にくむだろうに）

　下手な遠えん慮りよなんかしている場合ではなかった。ランセたちに迷めい惑わくがられても、もっと皆みなと連れん絡らくを取るべきだった。

　今、彼らは生きているのだろうか。──それとも。

　絶え間なくあふれる後こう悔かいと焦あせりを、ロディアは握にぎった拳こぶしに力をこめてどうにか堪たえる。

　ウォルター卿はそんなロディアを見やり、静かに首を横に振ふった。

「君は、思ったことが顔に出すぎる。自分の気持ちを偽いつわることができなくては、貴族社会では──いや、この世界では、長く生きてはいけんぞ」

「ならば、早めに失礼いたします。魂たましいを殺して長く生きるよりは、よほど悔くいが少なくすむでしょう」

　ロディアが心の底から告げると、ウォルター卿は眉根を寄せてしばし沈ちん黙もくする。

　ウォルター卿の指が食しよく卓たくをとん、とん、とたたき続ける音だけが響ひびく静せい寂じやくの後、彼は不意に食卓の呼び鈴りんを二度鳴らした。

「……君はあれに毒されすぎたな。少し待ちたまえ」

　素っ気なく言い、ウォルター卿はメイドに皿を片づけさせると、秘書らしき男性を呼ぶ。

　彼に筆記具一式を持ってこさせ、ウォルター卿はその場で素す早ばやく一通の手紙をしたためた。

　果たしてこれは、一体なんの手紙なのか。

　不安と期待を胸にロディアがじっと待っていると、彼は優美な筆ひつ跡せきをインク取り紙でしっかりおさえてから封ふう書しよにし、ロディアに向かって見せつけた。

「アルバラード卿。これは旧神研究所の所長宛あての書簡だ。海かい賊ぞくとなったランセ討とう伐ばつのために、レーン号の元士官たちを釈しやく放ほうするように書いてある」

「閣下……ありがとうございます！」

　意外なほどに嬉うれしい知らせに、ロディアは顔を輝かがやかせて深く一礼する。

　しかし、ウォルター卿はあくまで淡たん々たんと続けた。

「礼を言うのはまだ早いかもしれん。これを受け取るなら、君は速すみやかにランセを捕とらえて吊つるさねばならん。期限をつけよう──そうだな。一ヶ月だ。できなければ君は軍人をやめ、息子むすこと結けつ婚こんする。能力者たちは封印だ。……どうだね？」

　いきなりつきつけられた条件に、ロディアは思わず息を詰つめる。

　すでに海に出てしまった船を追い、拿だ捕ほするのに、一ヶ月という期間はかなりぎりぎりだ。そのうえ、吊す、というのは絞こう首しゆ刑けいの意味である。

　海賊は死し刑けい。それはこの世界の常識だが、あらためて事実として突つきつけられると心臓がうるさく騒さわぐ。

　自分はあのランセを本当に捕らえられるのか？

　そして、捕らえた後に彼が死ぬのを見ていられるのだろうか。

　考えるだけで苦しい。勝手に呼吸が不自由になる。それでも、今うなずかねばレーン号の仲間たちは助からない。これ以上迷っている暇はないのだ。

（大だい丈じよう夫ぶだ。どうにかしてみせる。ランセのやることにはきっと何か意味があるし、もしもそうでなかったら──）

　ロディアは普ふ段だんサーベルをつけている辺りに指を置き、密ひそかに深呼吸をする。

　ランセが人々に罵ば倒とうされ、絞こう首しゆ台に上るのは耐たえられない。

　本当にランセを捕らえ、吊さなくてはならないとなったら。

　その前に、この手で斬きろう。

　自分が殺そう。彼の名めい誉よがすべて奪われる、その前に。

　歯を食いしばって重い覚悟を吞のみこみ、ロディアは真っ向からウォルター卿の顔を見つめた。

「国王陛下と我が剣に誓ちかって、達成してみせます」

　はっきりと言い切り、彼の手から書簡を受け取る。

　ウォルター卿はロディアを見あげ、ほんのかすかに苦い表情をひらめかせた。けれどすぐに元の無表情に戻ると、付け足すように言う。

「それでは、もうひとつ。あの軍研究所は形としてはわたしの管かん轄かつ下だが、実際には研究所長の力が強い。この命令書を持って行っても、もめるかもしれん。君は知っているだろうが、あの、モーティマー家の血族が仕切っている場所だ」

「モーティマー家……マディス王国建国に関わった十二騎き士しのひとつの血筋ですね。現在モーティマー卿は司法長官をなさっている」

　貴族になってから仕入れた知識をひっくり返して、ロディアが答える。

　すると、なぜかウォルター卿はまじまじとロディアを見つめた。

　何か間ま違ちがっただろうか、と不安になった彼女に、ウォルター卿は怪け訝げんそうに言い足した。

「君は、あのアルデアと共に任務に就ついていて何も聞かなかったのか？　彼はモーティマー家の本来の嫡ちやく男なんだ。モーティマー家はかつてアルモニア顕けん現げんの後に旧神の信徒狩がりを行い、神しん殿でんの封印を担当した聖騎士を先祖に持つ。現在、軍研究所の所長をしているのは、アルデアの姉にあたるご婦人なのだよ」
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　レーン号の士官たちが収しゆう監かんされている海軍の研究所は、マディス王都とロディアの故郷の街のちょうど中間地点にある。

　海からは少し離はなれた山中にそびえたつ高い塀へいが施設全体を囲っているため、傍はた目めには内部で何が行われているかなど見当もつかないだろう。

　塀の中にはやや非効率的な完全立方体の建築物がいくつも建ち並び、回かい廊ろうで結ばれている。

　その中のひとつの狭せまい個室に、カロルとアルデアはいた。

「二十八、二十九……三十！　おー、懸けん垂すい三十回達成！　すげ、やればできるなー！　アルデア、今の見てたか？」

「……見てない。っていうか気持ち悪い。どうして君ってこんなときでも身体からだ鍛きたえるわけ？　どうせ明日には死ぬかもしれないのにさ」

　アルデアが粗そ末まつな寝しん台だいに転がったまま呪のろうような声を出すと、カロルは通気孔こうのくぼみからぱっと手を放して床ゆかへ着地した。

「よっ、と。だって、こうでもしねーと、こんな狭いとこじゃあっという間になまっちまうだろ。つーかお前、大丈夫？　すげえ顔色してるけど」

「だから、大丈夫じゃないって言ってるだろ！　喋しやべらせるなよ」

　口調はいつも通り邪じや険けんだが、アルデアの声はやけに力ない。

　カロルと同じ、なんの装そう飾しよくもない灰色の上下をまとってさえぞっとするような美び貌ぼうの彼だが、今は染めていない金きん髪ぱつを冷えた汗あせでこめかみに張りつかせ、寝台の上で縮こまっていた。

　カロルはアルデアを見下ろしてしばらく悩なやみ、ため息混じりに腕うでを組む。

「それでも、介かい抱ほうされたくはねーんだよな？　つかお前さ、反はん抗こうしたら痛い目に遭あうってわかってて、どーしてわざわざ無む駄だに研究員どもにつっかかるかなー？」

「……あんな奴やつらが、あんなふうに僕に触ふれていいはずがないからだ。あのゴミども、僕の血に直接毒を入れた。外で会ったら絶対、身体が端はしから腐くさる毒を盛ってやる……！」

　アルデアは目を閉じたままうめき、指が白くなるほどに上着の胸辺りを握りしめた。

　彼の血に針でもって少量混入されたのは、神経に作用して意識がもうろうとなる薬だ。普ふ通つうならそれだけですむのだが、旧神との契けい約やく者たちが摂せつ取しゆすれば、旧神からの働きかけが異様にはっきりと感じ取れるようになる。

　そのつらさを知っているカロルは、顔をしかめて苦く言った。

「それは無事に外に出たら手伝ってやらねーでもないけど。まずは生きてここから出て行けるかどーかが問題だろ。……ランセ艦かん長ちよう、ほんとにどこ行っちまったんだろーな……」

「船に、『家出します。みんな元気でな』って手紙があったじゃない。あいつは全部捨てて逃にげたくなったんだよ。別におかしいことじゃない。みんな、そうやって変わっていくのさ」

　こんなときばかり即そく答とうするアルデアに、カロルはがしがしと頭を掻かく。

（まー、確かにみんな色々変わったよな。レーン号に乗る前のこいつ、もっとつんけんしてるかめそめそしてるかで、俺なんかとはろくに話さなかったし。キニスの詩はちょっとまともになったらしいし、ルーナ・ノアは世間話するし）

　ただ、ランセの変化だけはなんとなく不自然だ、とカロルは思う。

　戦後のランセは、やけに単独行動が増えていた。荒れていたわけではない。ただ、なんらかの意思を持ってカロルたちから距離を取っていたようだった。

　カロルは牢ろう屋やじみた狭い個室を見み渡わたし、寝台横の粗末な台に歩み寄る。洗面用のたらいの水がすっかり冷めているのを確かく認にんして、中に手布を放りこみながら彼は言う。

「俺は、艦長のことは信じてたし、まだ信じてる。なんか考えがあったんだと思うぜ。もしくは勝手に思い詰めたか。あのひと、どんなときでも全然悩みとか言わねーもん。……今は俺らは俺らでどうにかやってかなきゃなんねーけど、研究所の考えてることがまた、わかんねーからなあ。前みたいに検査、検査って感じでもねーのが逆に気持ち悪わりーわ」

「研究するわけでもないのに収監されているとしたら、可能性は『能力の封ふう印いんのため』が一番有力だと思うけど。ひょっとして、ランセもそれを察知して逃げたとかかもね」

　封印、という言葉に少しばかり眉まゆをひそめ、カロルはよく絞しぼった手布をアルデアの頭の上に落とす。湿しめった感かん触しよくにアルデアはびくりと震ふるえたが、払はらいのけようとはしなかった。

　こいつも素す直なおじゃないな、と思ってカロルはあえて明るく笑う。

「ばーか、そんなんだったら、あのひとは俺らを連れてくよ。ま、最後だからってんで美味うまい飯とか食わされそうになったら、俺らも危ないってことかもな」

「あの女がそんな殊しゆ勝しようなこと、するわけないだろ。僕の姉だよ？」

　アルデアが頭の上の手布を押さえて言ったとき、カロルはふと、外から足音が近づいてくるのに気づいた。彼が黙だまりこんでまもなく、鉄てつ扉ぴに設置された蓋ふたが持ち上げられ、扉とびらに空いた無数の小さな穴の向こうから研究員の声が響ひびく。

「カロル、アルデア。所長が昼ちゆう餐さん会を開いてくださる。正午までに、着き替がえておくように」

　無感情な声と同時に扉の下の食事を差し入れる隙すき間まが開き、紳しん士しの正装が二組押しこまれてきた。あまりに悪い予想通りの事態に、カロルは思わず黙りこむ。

　アルデアはうっすらと目を開けてそれを凝ぎよう視しし、少しかすれた声で訊たずねた。

「昼餐会って、僕らと所長だけでなの？」

「いや。ランセ指揮下にあり、生き残った者たち全員だ」

「──そう。わかった。でも僕、差し入れてくれるなら化け粧しよう道具とドレスのほうがいいんだけどな。嫌きらいな人間の前に出るときにはドレスって決めてるんだ。あれ、戦せん闘とう服だから」

　アルデアの嫌いや味みな言いようには返事がなく、隙間はぱたんと閉じられる。

　足音が遠ざかっていくのを聞きながら、カロルとアルデアはちらと顔を見合わせた。

　どちらの顔も、絶望に彩いろどられてはいない。

　それを確認すると、カロルは扉に歩み寄ってふたりぶんの着替えを拾って言う。

「ランセ指揮下ってことは、キニスとルーナ・ノアも、ってことだよな？」

「そうだね。あのふたりはここでは『模も範はん的』だから、素直に昼餐会に来るだろうな。その後、何が起こるかなんか考えない。考えたって何もしない」

　アルデアはのろのろと身体を起こし、カロルが放った着替えを受け取った。

「着替え、手伝ってやろうか？」

　気楽な調子で言うカロルの目は、やけに悪戯いたずらっぽく光っている。

　アルデアは彼を見つめ、嫌いや々いやうすら笑って答えを投げた。

「君に触れられるなんてごめんだね。血けつ縁えん者や研究員どもにやられるよりはマシだけど」
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「ごきげんよう、皆みなさん。皆さんが無事に生きて旧神の力を手に入れ、様々な功績を立ててくださったことは、我々にとっても名めい誉よです。まずはお礼を言わせてください」

　その日の正午。

　研究所で唯ゆい一いつの優美な空間であろう大食堂に、ひどくつぶれた声が響いた。

　性別も年ねん齢れいも不明なその声は、長い食しよく卓たくの一番奥についた女の口から発せられている。

　真っ黒なドレスを身にまとった三十歳そこそこであろう貴婦人は、顔立ち自体は美しい。ただし、まとっている空気が暗いのだ。

　色の薄うすい金髪はきつく結ゆいすぎで、白い顔には表情がなく、青い瞳ひとみはどことなくよどんでいる。見慣れた彼女の異様さに、アルデアは心の底からの嫌けん悪おをこめて言った。

「お礼だって？　珍めずらしく殊勝だね、グロリア姉さん。心にもないこと言うのって楽しい？　僕はもちろん楽しいよ。こういうのって血筋かな。そこの壁かべ掛かけにある有翼人種ネライダに、有鱗人種フイズイ。そして古代の旧神の信徒たち。みんなだまして虐ぎやく殺さつしたのが、モーティマーの血だものね」

　優美な正装姿の彼が指さしたのは、むき出しの石いし壁かべに掛かけられた巨きよ大だいな織物の数々だ。

　ここは見た目は古いマディス風宮殿の大食堂そのもので、高い天てん井じようには色いろ硝子ガラスをはめた天窓がきらめき、壁かべにはネライダの王国とされる空に浮ういた島やら、フィズィの先祖だと言われる水竜の姿を織りこんだ織物が垂れ下がっている。

　グロリアと呼ばれた女はアルデアには答えず、ちらと視線を彼のそばの係員にやる。

　係員はすぐさまその意をくんで、アルデアの襟えりをつかむと思い切り頬ほおを張った。

「──っ……」

　乾かわいた音が響き、痛みと屈くつ辱じよくでアルデアの目の前に火花が散る。

（この僕を殴なぐった。こんな奴に、殴らせた）

　ぶるぶると唇くちびるを震わせ、アルデアはさらなる罵ば倒とうの言葉を探す。しかし、そんな彼の視界の隅すみで、カロルがそっと合図を出した。食卓の下で手のひらをこちらに向けている。

　待て、というのだろう。

　初夏でもしん、と冷えた巨大な石造りの食堂にいるのは、アルデアとグロリアだけではない。

　長い食卓を挟はさんで向こう側には、キニスとルーナ・ノアの姿があり、それぞれにはふたりずつ警備のために係員がついている。

　さらに、グロリアの横にもふたり、係員が添そっていた。

（ここも研究所の中だ。旧神の力封ふうじの仕し掛かけはあるんだろうし、色々不利、か）

　アルデアは先ほどカロルとした打ち合わせを思い出し、どうにか怒いかりをかみつぶす。

　黙りこくったアルデアの代わりに、カロルが常になく暗く、険しい表情で口を開いた。

「……ここは、俺たちが前にいたときとまったく一いつ緒しよですね。あなたたちはひたすら鞭むちを食くらわせることで、俺たちが人間だってことを忘れさせようとする」

「そのほうが効率的に我々の指示に従っていただけますし、安全ですから。我々は常に限られた時間の中で生きているのです。ゆえに、少しでも時間を節約することが私の正義」

　グロリアは淡たん々たんと言い、首から金かな鎖ぐさりでかけていた時計を外した。

　高価な機械式時計の蓋を開け、手のひらの上に置いたそれをじっと見つめて彼女は続ける。

「カロル、あなたもこれ以上余計なおしゃべりをして時間を浪ろう費ひしたいというのなら、罰ばつを与あたえます。それを望みますか？」

　カロルはうっすらと笑って、みんなの顔を見た。

　アルデア。キニス。ルーナ・ノア。最初はただ、研究所で顔をあわせただけの見知らぬ他人だった。今は、どうだろう。

「はーい、わかった、わかりましたよ。痛いのは嫌いやだからおとなしくしてる──なーんて、言うわけねーだろ、ばーか！」

　カロルは軽い調子で始めたが、途と中ちゆうでいきなり椅子いすを蹴けり倒たおして立ち上がった。

「貴様！」

「何が貴様だ、俺には名前があるっつーの！」

　カロルは叫さけびと共に係員に身体からだごとぶつかり、思い切り肘ひじ当あてを食らわせる。

　よろめいたところで足を払うと、体格のいい係員は無様に床ゆかに転がった。すかさず喉のどにある急所を蹴って気絶させ、カロルはにやりと微笑ほほえんだ。

「まあ、どうせてめーらがつけた、うんざりするような名前だけどな。今はそれなりに気に入ってたりするんだぜ？」

　カロルのいきなりの反乱に、食堂の空気は急速に緊きん迫ぱくする。

　係員たちは浮き足立ち、腰こしから警棒や銃じゆうを抜ぬいた。

「緊きん急きゆう事態！　取り押さえろ──っ！」

　自分の背後の係員が叫んだ隙すきに、アルデアもめまいを堪こらえて軽かろやかに席を立った。

　食卓のナイフをかっさらい、係員の死角に入りこんで背後へ回る。

　敵に振り向く暇ひまを与えずに、彼はナイフを相手の頸けい動どう脈みやくの真上へ当てた。

「命が惜おしければおとなしくしてて。食事用のナイフ一本でだって、ひとは死ぬんだよ？　僕、どこを切ったらひとが死ぬかはよーく知ってるから。試ためしてみる？」

　そう言われてうなずける者はなかなかいない。

　すっかり硬こう直ちよくした係員の首にナイフを突つきつけたまま、アルデアはグロリアをにらんだ。

　こんなときでも、彼女はひとり落ち着き払はらって席に着いている。

　手元の呼び鈴りんを鳴らして加勢を呼ぶでもなく、グロリアは陰いん惨さんな瞳をアルデアに向けた。

「またそうやって無む駄だなことをする。あなたはいつもそうですね。我が家の『正義』の信条に逆らっても、あなたが得るのは死と恐きよう怖ふだけですよ」

「死と恐怖か。あんたらが僕にくれるものの中では、最高のものじゃない？　グロリア姉さん、あなたはつくづくモーティマー家の人間にふさわしいよ。正しくて、無駄がなくて、虐殺者が作った世間の決まりに盲もう従じゆうしてる。僕はつきあいきれないね！」

　昔からもさんざん聞いた説教に、アルデアは少し癇かん性しような調子で叫ぶ。

　グロリアがそちらに集中しているうちに、カロルは気絶させた係員から警棒を取り上げて怒ど鳴なった。

「おい、キニス！　お前もこっち来い！　こんなん、ただの昼餐会のわけねーぞ！」

　ここでキニスもうまく巻きこめれば、事態はどうにかなるはずだ。

　アルデアもカロルも、そこに賭かけているところがあった。

　──ただし、問題は、キニスには反はん抗こうするという意思自体が欠けていることだ。

　カロルに呼ばれたキニスは、眠ねむそうな瞳でゆっくりと辺りを見み渡わたす。

　席に着いたままのグロリア。身構えている係員たち。拳けん銃じゆうを構えている者もいるが、アルデアが人ひと質じちを取っているので戸と惑まどっている様子だ。

　そして、キニスの横のルーナ・ノアは、心配そうな目をしつつも動く様子はなかった。

　キニスはそこまで確かく認にんすると、無言で空の皿に向き直る。

「おいぃ!?　動かねーのかよ！」

　カロルは叫ぶが、そもそもキニスには自分で生きようだとか、何かをやろうだとかいう意思が希き薄はくだ。ただ、自分の置かれた状じよう況きようを受け入れ、あるべきようにある。

　それが彼の行動原理である。

　だから、彼はここで動く必要はないと判断したのだ。

「こちらのふたりは、あなたがたほどばかではないようですね。どれだけあがこうと、静かにしていようと同じ。皆さんはこの後、永久封ふう印いんということになります。海軍総司令官から命令書を受けておりますから」

　キニスの態度に満足したのか、グロリアのかすれ声がどことなく楽しげに響ひびく。

　その内容がふと気になって、キニスは顔を上げた。

　横を見ると、ルーナ・ノアもあらわになった片かた眼めを瞠みはり、みんなを、そしてキニスを見る。

　その顔の必死さに、キニスの胸はひどく重くなった。

「──彼女も、封印ですか」

　キニスが震ふるえるような美声で背後の係員に訊きくと、彼はびっくりしたように瞬またたく。

「ルーナ・ノアのことか？　ああ。……なんだ、まさか、気になるのか？」

　気になる？　どうだろう。よくわからなくて、キニスはかすかに首をかしげた。

　そんな彼に、今度はルーナ・ノアが懸けん命めいに声を投げる。

「キニス……苦しそうな顔してる」

「わたしが？」

　キニスは驚おどろいて、改めて彼女を見つめた。以前、ロディアにもそんなことを言われた。

　自分は特に何も感じていないつもりだったのに、顔は苦しそうだったのだろうか？

（そういえば、ルーナ・ノアはいつもわたしの顔から言いたいことを読み取ってくれていた）

　だとしたら、自分は本当は今、苦しいのだろうか？

　考えこむキニスに、ルーナ・ノアはさらに続けた。

「してる。──駄だ目めだよ。私、知ってる。キニス、詩を書いてた。誰だれ宛あてか知らないけど、誰かに捧ささげる、綺き麗れいな詩。キニスは好きなひと、いるんだよね」

「好きなひと!?　え、マジ？」

「どういう冗じよう談だんだ？　誰だよ、それ！」

　状況も忘れてカロルとアルデアが叫び、キニスも瞬きすら忘れてルーナ・ノアを見つめる。

　一いつ瞬しゆん緊きん迫ぱく感かんの薄れかけた空気を、グロリアの鋭い声が裂さいた。

「ルーナ・ノアを黙だまらせてください。周囲に悪い影えい響きようが出ます」

　その声に反応して、ルーナ・ノアを押さえつけていた係員のひとりが腰の銃を抜いた。

　銃じゆう把はが少女に振ふり下ろされる。ルーナ・ノアはとっさに避よけたが、それでも銃把は彼女のこめかみに当たった。

「……っ……！」

　押し殺された悲鳴が大気を揺ゆらし、白い肌はだに血がにじむ。

　ルーナ・ノアの血。その赤い色が、キニスの胸には妙みような感覚をたたきつけてくる。

　なんだ、この、重い固まりは。

　重くて、熱い。なんだかもてあましてしまいそうだ。

　ルーナ・ノアが痛みを堪えるように歯を食いしばり、どうにか顔を上げてこちらを見ようとしている。そんなことをしたらますます酷ひどい目に遭あうかもしれないのに。

　彼女が酷い目に遭うのは、好ましくない。

　──さて。こんなとき、自分はどうすればよかったのだろう。

　昔は知っていた気がする。今はよくわからない。わからないから身体が動かない。

　そのとき。




「キニス、ルーナ・ノアを殺すな！」




　張りつめた大気を裂いて、澄すんだ声が響き渡わたった。

　途と端たんに、魔ま法ほうにかけられたようにキニスの身体が動く。彼は立ち上がると同時に背後に立っていた係員の腰から拳銃を抜き取り、ためらいなく引き金を絞しぼった。

　唐とう突とつに響いた銃じゆう声せいに、数秒ぽかんとした沈ちん黙もくが訪おとずれる。

　その後、大食堂は一気に騒然とした。

　ルーナ・ノアを殴なぐった男は、手を撃うたれた痛みに悲鳴を上げて転げ回り、それを助けようとする者、どこを警けい戒かいしていいのかわからなくて右往左往する者など、場の空気は混こん沌とんとする。

「……なんという無む秩ちつ序じよ。なんという、時間の無駄」

　白い無表情のまま震えるグロリアに、キニスはまっすぐ銃じゆう口こうを向けていた。

　係員が持っていた銃は、銃じゆう身しんが二本まとめてついた、最新式の二連発だ。

　あと一発が不発でさえなければ、キニスにはグロリアの額を撃ち抜く自信があった。

　だが、もちろんすぐに引き金を引くことはしない。

　キニスは自分に命令を下したひとを待って、茫ぼう洋ようとした様子で立ち尽つくす。

　その横を、見覚えのある美しい人ひと影かげが通り過ぎていった。

　濃のう紺こんに、白と金をあしらった軍服姿の、長い金きん髪ぱつのひと。恐おそろしいほどに真しん剣けんな横顔。

　旧神が見せる幻げん覚かく──では、もちろんない。

　これは現実だ。ロディアが、ここにいる。

　場ば違ちがいなほどに凜り々りしい士官の姿に、係員たちが現状を忘れて息を吞のむ。

　いくつもの視線を受けて、ロディアはグロリアに一通の封ふう書しよを差し出した。

「グロリア・モーティマー殿どのですね。海かい尉い艦かん長ちよう、ロディア・アルバラードです。本日付で、元レーン号士官、カロル、アルデア、キニス、ルーナ・ノアは私の部下となり、特とく殊しゆ任務に就つくこととなりました。こちらが司令官の命令書です。速すみやかに手続きをお願いいたします」

「私はそのような話は一度も聞いていない。彼らには永久封印の許可が出ているのですよ」

　グロリアはロディアに一いち瞥べつもやらずに言う。

　ロディアはそれを聞くと厳しく眉まゆ根ねを寄せ、身を乗り出して続けた。

「グロリア殿。命令の順番としては、永久封印のほうが先だったかもしれません。しかし、あなたもご存じでしょう。彼らはこの間の戦争で、マディスを守った英えい雄ゆうです。もちろん、あなたの弟さんも。マディス国民を守った者は、マディスという国に、そして我々マディスの民たみに守られるべきだ。どうか、ご配はい慮りよ願いたい」

「それはあなたの理り屈くつですね。ここの決まりとも、私自身ともまったく関係のない」

　冷れい徹てつに言われ、ロディアは思わず眉根を寄せる。

「……あなたは、あなたの弟さんの話は、あなたに関係ないと？」

　グロリアの答えはない。

　答える必要すらない、とでも言いたげに、暗い瞳ひとみをじっと時計の文字盤ばんの上に向けている。

　ロディアが怒いかりを感じて口を開こうとしたとき、ほんの少しだけ早くアルデアが声をあげた。

「無理だよ、ロディア。その女は情に訴うつたえかけて動くような女じゃない。モーティマー家の人間はみんなそうさ。『正しさ』っていう枠わくにがんじがらめに縛しばられて、自分にとって正しくないものを排はい除じよすることしか考えていない。そのために今までやってきたことについては、しらんぷりだ。だから僕は、あの家の『正しさ』の外に出てやってるわけ」

　冷め切った声に、ロディアはアルデアを見やった。

　アルデアは人質にナイフをつきつけたまま彼女を見つめ返し、うっすらと微笑ほほえむ。

　彼の皮肉な微笑みが、今は酷く鋭するどく見えた。あえて女装を好み、毒を集め、罪を重ねてきたアルデア。とうてい理解できないと思っていたその気持ちが、急に近くに感じられる。

（君はつまり、自分の家が背負っている罪を隠かくして、潔けつ癖ぺきなふりで生きる人生を吞みこめなかったのか。……女として、守られる人生を吞みこめなかった私のように）

　ロディアが黙っているうちに、グロリアはわずかに語気を強めてアルデアに言った。

「あなたのような方法でしか反はん抗こう心を示せないのは、愚おろか者の印です。しかもあなたはそのくだらない反抗心で、多くの人々の害悪となった。その罪は何があっても償つぐないきれません。ゆえに死ぬしかないのです。恐ろしい恐きよう怖ふを感じ続け、死ぬしかない」

「はあ？　なんだ、そこは私情かよ。そんなら自分で殺せば？　薄はく情じような女だな」

　カロルがあっさり切り捨てると、グロリアはぴたりと口を閉じた。

　アルデアはアルデアで、いかにも嫌いやそうな顔になってカロルを見る。

「カロル、何をいきなり血迷ってるの？　僕に肩かた入いれしても、何もいいことないよ」

「べっつにー。肩入れとかしてねーし。普ふ通つうに思ったこと、言っただけ」

　アルデアから視線をそらして言うカロルに、ロディアの胸はかすかに熱くなった。

　ぐるりと食堂を見み渡わたすと、元士官たちひとりひとりと視線があう。

　カロルに、アルデア。そして、キニスとルーナ・ノア。

　誰もが以前より少し不健康そうだったが、瞳は死んでいなかった。

　レーン号に乗っていたときと同様──いや、初めて会ったときよりも、不思議な落ち着きと熱を感じる。

　これなら大だい丈じよう夫ぶだ。

　きっと、大丈夫。

　理由はよくわからないうちにそう感じ取り、ロディアは自分のすべきことを決めた。

「グロリア殿」

「なんですか。あなた、王都ではずいぶんと浮うき名を流しているようですけれど、私は基本的に人間に情を移したことはありません。誰もが時間の中で生き、永遠を知らずに死ぬのです。私が愛し、信じるのは時間と秩序だけ。口説いてみても無む駄だですよ」

　凍こおりついた声で言う彼女にもひるまず、ロディアは呼吸を整え、王おう侯こう貴族にするように、思い切り頭を下げた。

「口説きはしません。お願いです。みんなを──そして、弟さんを私にください」

　大食堂に、ロディアの真剣な声が響ひびき渡った。

　辺りはしばらく、真の静せい寂じやくに包まれる。

　誰もが愕がく然ぜんとしてロディアを見つめ、グロリアも思わず時計からロディアに視線を戻もどした。

「……なんの冗談です、アルバラード卿」

「冗談ではありません。確かにアルデアは罪を犯おかしたかもしれない。それでも、レーン号ではたくさんのひとを救いました。彼は死を恐れていたけれど、戦場ではひるまなかった。その身に宿した旧神の力で戦い、医者として戦いました。私は、また、彼と、彼らと共に戦いたい。その戦いの中で、きっとアルデアの汚お名めいも、ほんの少しずつでも濯そそいでみせると誓ちかいます」

　相手が反論する前に、ロディアはとにかく言葉を重ねる。

「ちょっと、ロディア！　何勝手なこと言ってんだよ。僕の意思はどうなるんだ！」

　アルデア本人ですら青くなって叫さけんだが、ロディアはあえて無視してグロリアに集中した。

　グロリアはしばらくロディアをじっと見つめた後、目を細めて言う。

「あなたは、思った以上にばかだったのですね。いっそ、ここであなたも殺してしまえば一番話が早いような気もしてきました」

　彼女の言葉には冷えた殺気が漂ただよったが、それくらいでひるむロディアではない。

　自分の腰こしにはサーベルがあり、周りには信しん頼らいできる仲間がいる。

　ならば、敵が百人いようと屈くつ服ぷくする気にはなれなかった。

「やってごらんになりますか？」

　うっすらと切れるような笑いを浮かべるロディアを見つめ、グロリアはしばし沈黙する。

　そうして、彼女は不意に時計の蓋ふたを閉じた。

「──やめておきましょう。能力者たちが嫌な目をしています。あなたを殺した後、私が生きていられる保証がなさそうです」

「それでは」

「ええ。司令官の命令書を受理いたします。全員、とっとと連れて行きなさい」

　グロリアの声が終わるか終わらないかのうちに、カロルが陽気な指笛を吹ふく。

　ロディアも全身に喜びと温かみが広がるのを感じ、子供みたいに笑いたくなった。

　それでも、ぐっと腹に力をこめて冷徹な表情を作る。

　彼女は踵かかとを鳴らして振ふり返ると、片手を腰に当てて士官たちを見渡した。

「そういうことで、今日からレーン号の艦かん長ちように就任する、ロディア・アルバラードだ。諸君らが速やかに軍人としての本分を取り戻し、各自任務達成のために奮ふん闘とうすることを期待する」

　彼女の態度に士官たちは軽く目を瞠みはり、それでもそれぞれに海軍式の敬礼をする。

　ロディアは自分もきちんと敬礼を返すと、思い切り笑え顔がおになって両手を広げた。

「本当に久しぶりだな、みんな！　全体的に瘦やせていないか？　野菜は食べていたか？　女性に刺さされそうな真似まねはしてないだろうな？」

　矢や継つぎ早に問いを投げるロディアに、こちらも表情を崩くずした四人が集まってくる。

「ばっか、なんだよ今の。びっくりしたじゃねーか！　つか、女に刺されんのはお前だろ？」

「そうだよ。あなたはあなたですっかり洗練されちゃって。軍服、新調した？」

　カロルは満面の笑みで、アルデアはまだ少し複雑そうな、それでも笑顔で。

　ルーナ・ノアは小走りでやってきたかと思うと、ぎゅっとロディアに抱だきついた。

　ロディアが彼女の頭をぐしゃぐしゃと撫なでてやっていると、キニスが緩ゆるやかに歩み寄ってきて、わずかに目を細めて笑う。

　本当に、いつものみんなだ。

　勝手に涙なみだがにじみそうになって、ロディアはぐっとそれを堪こらえる。

　そんな彼女に気づいているのかどうか、四人はてんでに話し始めていた。

「やー、にしても、よかったよかった！　助かったぜ。実はさ、お前が来なかったら俺だけでもどーにかしようかと思って、脱だつ出しゆつ経路検討してたんだよ」

「このばかのカロルだけならともかく、ルナは可愛かわいい子だしね。僕も、ここにいる係員のうちふたりは脅きよう迫はくと色いろ仕じ掛かけで落としてあった」

「……私も、能力が使える場所、探した」

　ルーナ・ノアまでぽそりと言うので、ロディアは少し驚おどろいて瞬またたく。

「なんだ、ルナもか。それと──キニス、どうしていきなりポケットから匙さじを取り出した？　腹でも減ってるのか」

　ロディアの問いに、ルーナ・ノアが小さく首を横にふった。

「違ちがう。キニスはこれで、脱出する穴、掘ほってたって」

「脱出する穴……その匙で!?」

「おい、それ、お前、一番すごくねえか!?　何その情熱。どこに埋うまってんの？　つーか、逃にげる気あるならちゃんと協力しろよ！」

「……キニス？　私のため……なの、それ？　なんで？」

　ルーナ・ノアはちょっと戸と惑まどい、ロディアやカロルがわいわい言い、キニスは自分で匙を見つめてかすかに首をひねる。

　そんな賑にぎやかな様子を眺ながめて、グロリアはぽつりと言った。

「──私にはわかりません。彼らには、人間らしいあやふやな信頼や情愛はすべて捨ててもらうよう教育してきたつもりなのですが。そのほうが旧神を扱あつかうには適切なので」

　冷たい言葉が、ロディアの心臓にちくりと痛みをもたらす。

　今までカロルたちが受けてきた扱いを思えば、彼女の心は再び痛みと怒いかりに浸ひたりそうになる。けれど、ロディアはグロリアを見やって、あえて華はなやかに笑ってみせた。

「捨てたものは、拾えます。ただそれだけの話では？」

　グロリアはそんなロディアを見つめ、手の中の時計を食卓に置く。

　そうして誰だれからも視線をそらし、感情の表れない声で告げた。

「私は、今もあなたたちは封ふう印いんされるべきだと思っています。それが、正しい平和への道だと。しかしこうなったからには、今は運命にすべてを任せましょう。私が『正しさ』の他ほかに信しん奉ぽうするものがあるとすれば、それは決意でも誇ほこりでも魂たましいでもない。『偶ぐう然ぜん』。すなわち、運命です。……あなたたちが、よい賽さいの目を出すように」

　どうとったらいいのかわからない台詞せりふに、レーン号の面々はそれぞれ視線を交かわした。

（……なんなんだ。ものすごくわかりにくいが──これは、彼女なりの祝福か）

　ロディアもさんざん悩なやんだ末に、そう判断して少し首を傾かしげる。

　もしも自分の信念をへし折りに来たロディアにも祝福の言葉を投げてくれているのなら、グロリアはかなり腹の据すわったひとだ。

　仲間たちをあっさり殺そうとしていた彼女にすぐに好意を持つのは難しかったが、そのすがすがしさは嫌きらいになれない予感がした。

（やはりどこか、アルデアに似ている。頑かたくなで、誇り高いひとなんだ）

　誇り高い相手には、こちらも礼を尽つくさなくてはならない。

　ロディアは改めて背を正し、心臓の位置にてのひらを当てて会え釈しやくした。

「ありがとうございます。私からも、あなたのこれからを祝福させてください。──海軍流に、『あなたに、よい風が吹くように』と」

　できるかぎりの心をこめて言う。

　グロリアからは返事がなかったが、それは予想した通りだ。

　ロディアは鮮あざやかに身を翻ひるがえすと、軍人の顔に戻って声を張る。

「ではみんな、大急ぎで用意しろ！　修復されたレーン号と任務が港で待っている」

「了りよう解かい！　ってか、そうだ。特とく殊しゆ任務って、一体なんなの？」

「そうだね、それを聞いてなかった。僕らを従わせてまでやりたい任務って、何？」

　カロルとアルデアの問いに、ロディアは力をこめて告げた。

「ランセが裏切った。我々は、彼を吊つるすために海へ出るんだ」
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「風は上々。やばそうな雲も出てねえし、いい航海になりそうだな」

　ロディアがやっと仲間と再会を果たしたころ、ランセの乗った船はすでに大海に出ていた。

　ランセが嬉うれしそうに空を見上げて言うと、傍かたわらから古参水兵が陽気な声をあげる。

「いい滑すべり出しですぜ。艦長のその格好もよく似合ってる。下手したら軍服よりいいやね」

「お、そうか？　実は俺もそう思ってたんだ。こういうのは何歳になっても血がたぎるぜ！」

　明るく言って格好をつけてみると、周りからどっと悪気のない笑い声がわき上がった。

　きちんと管理された船と、経験豊かな水兵たち。見み渡わたす限り広がる青い海。

　自分を囲むすべてが心地ここちよくて、ランセは微笑ほほえむ。

（変なもんだな。こんなときでも、海に出れば心が躍おどる）

　レーン号以外で海に出るのは久しぶりだ。すぐに船長室に引っこむ気にもなれず、ランセは艦かん尾び甲かん板ぱんで静かに潮風を吸いこんだ。

　こうして潮風を肺に満たすと、ランセは強きよう烈れつに『自由』を感じる。

　きっと最初に海に出たときの気持ちを、身体からだが勝手に思い出すのだろう。

　初めて海に出たとき、彼はまだ十歳そこそこだった。羽を落として貴族の館やかたから運び出された後、傷が癒いえるのとほとんど同時に、ランセは軍ぐん艦かんに売られてしまったのだ。

　──お前を売ったじいさんはよ、どんなはした金でもいいって言ってやがったぜ。

　──くわしいことは言わなかったが、呪のろわれた子だって。……嫌われたな、お前。

　水兵たちは恐おそろしげな顔をして笑ったが、ランセは特におびえはしなかった。

　自分が火薬運びや、その他の危険な雑用につかされるのだと聞いても、大きく心は動かなかった。当時の彼は、数年籠かごの中で暮らしたせいで少しぼんやりした子供だったし、絶望と裏切りがどんなものかくらいは知っていた。人間は誰だって裏切る。

　自分を裏切らないのは、自分を逃がしてくれたあの貴族の少年だけだ。

　あの荒あら事ごとを一いつ切さい知らない病弱な少年が、震ふるえながら、泣きながら、自分の羽を落としてくれたときに、彼のことだけは一生信じ続けようと決めていた。

　彼が生きているなら、自分は他の人間に何をされても生きていけると思っていた。

（それに、一番しんどいのは『なんにもするな』って言われることだもんな。船の上じゃ、やることは山ほどあったし。何もかも物もの珍めずらしくって、新しくって、わくわくして──楽しかったよなあ、最初から）

　籠から出たばかりの少年は、船体の描えがき出す曲線の美しさに目を瞠り、無数の綱つなで正確に帆ほが動くのに息を吞のみ、潮風をはらんだ帆を見上げてはぞくぞくした。

　それに何より、船の外には海があったのだ。

　どこまでも続く青。

　風が帆や無数の綱に当たって独特な音楽を奏かなでる中で見つめた青は、凶きよう暴ぼうなまでに綺き麗れいで、力に満ちていた。

　この場所に、自分は、自分たちの力で出て行くのだ。

　そう思ったときに、彼は本能で理解した。

　自分はやっと自由になったのだ、と。

　やっとここから人間になるのだ、と。

（自由、か）

　ランセはふと微笑み、何かを求めるように片手を海のほうへと伸のべる。

　その先に、ひとりの人物の姿を想像してみた。

　ランセの手を取ろうとしている、凜り々りしい金きん髪ぱつのひとを。

　──ロディア。

　想像の中の彼女は整った顔をしかめてランセをにらみ、ばかじゃないのか、なんて言いながら彼の手を取ってくれる。抜ぬき身のサーベルのような冴さえた気配を漂ただよわせて傍らに立ち、ひたすらにランセのことを考えてくれる。

　それを思うだけで心がかすかに温かく、満たされるのを感じて、ランセは笑えみに苦みを混ぜた。彼がぱたり、と手を下ろすと、背後から不意に甲かん高だかい声がする。

「お前は、あの女が欲しいんだ。そうだね？　本当に欲しくなったんだ。だったらどうして、本気で手を伸べなかったの？　お前が本気になれば、彼女はきっと応こたえたよ」

　耳みみ朶たぶにかかる冷えた吐と息いきに、ランセは表情を険しくして囁ささやいた。

「今日もうるせえなあ、お前は。妄もう想そうくらいゆっくりさせろよ」

「ゆっくりしてる暇ひまなんてない。神とひととの戦争は、運命だ。お前はその真ん中に立つ、美しい羽を持つ子。お前がネライダを蘇よみがえらせる。大変なことになるよ。そんなときに、大事なひとをそばで守ってあげなくていいの？　死ぬよ？　お前の手の届かないところで、死ぬよ？」

　ころころと笑うように耳元で囁いているのは、うんざりするほどおなじみの旧神、ミラだ。

　その姿は相変わらず金色にぼやけた少女のようにしか見えないが、気配はじわじわと生々しさを増している。

　冷たい吐息や、冷えた指が喉のどや頭に触ふれ、奇き妙みような痺しびれを残していくことなど年中だ。

（でもまあ、それだけなら別にいいっちゃいいんだけどな）

　口をつぐんで考えこんでいるところへ、通りがかりの古参水兵が声をかけてきた。

「ランセ艦かん長ちよう！　じゃなかった……船長」

「んー？　どうした。船せん影えいでも見えたか？」

「いえ、そういうんじゃねーんですが、そこ。痛くねえですか」

　ためらいがちに言われて視線を落とすと、自分の手の甲こうに血がにじんでいる。

　何かの作業のときに擦すり傷を作ったらしい。結構派手に出血しているが、今の今までまったく気づかなかった。

　ランセが少し眉まゆ根ねを寄せると、再び耳元でミラの声が響ひびき渡わたる。

「大だい丈じよう夫ぶだよ、ランセ。ランセはミラが守っているから。痛いことなんかない。辛つらいこともない。ランセはミラのもの。ランセはしあわせ。そうだね？」

「あー、これか。こんなもんはかすり傷だ。なめときゃ治る。しっかし、ちょっと海に出ない間に色々なまっちまったな。鍛きたえ直すから、後でつきあえ」

　ミラの声を無視してランセがにっこり笑うと、水兵は大げさに首を横に振ふった。

「鍛え直すって、船長と剣けんの修しゆ業ぎようですか！　それだけはご勘かん弁べん！」

　彼の様子に、周りからどっと笑い声が起こる。

　水兵たちがいつもの調子なのを確かく認にんしつつ、ランセはこっそり自分の傷に触れた。

　軽く爪つめを立ててみるも、痛みは少しもない。

（……いつからこうなっちまったんだかな。気持ち悪い）

　誰だれにも話したことはないが、ここ最近はずっとこうだ。どうやらミラが存在感を増すのと反比例して、彼の痛覚は鈍にぶってきているらしい。

　痛覚だけならまだいい。もしもこのまま徐じよ々じよに五感が薄うすれていって、鳥籠から外を見つめていたときのように、心が世界から遠ざかってしまったら──そのことは、想像すると少し怖こわい。

　やがてこの海の美しさもわからなくなって、大事なひとへの思いもなくしたら。

　自分は強大なミラの力を何に使おうとするだろう。

（なーんか、ろくなことにならねえ気がするんだよなあ。俺はロディアみたいな、愛に生きてる人間じゃない。あいつならきっと、何があったって世界と人間を守るんだろうけど）

　苦く思い、ランセは遠く水平線を見つめる。

　この海の向こうには、かつての敵国アスファルがある。

　ランセはひたすらにあの国と、その背後に存在していたアルモニアと戦って生きてきた。恩人のいるマディスだけが彼の故郷で、アスファルのことは気にもとめなかった。

　けれどロディアは、アスファルでアルモニアと対たい峙じしたとき、堂々と言い放った。

　──アスファルの民たみも、土地も、自分は愛している、と。

　それを聞いて、ランセは驚おどろくと同時に、やっと色々が腑ふに落ちた。

　つまり、ロディアは元からそういう女なのだ。

　なんだかよくわからないが、ランセには一生たどりつけそうにない、揺ゆらぎない愛を持って生きている。だから愛のために戦えるし、憎しみで我を忘れたりしない。

　旧神との契約者であるレーン号の士官たちにもすぐ馴な染じんでしまうし、ランセが元ネライダであると知っても、どんなにばかなところを見せても、心から受け入れてしまう。

　そんな人間がいること自体が驚きだった。そして、やけに嬉しかった。

　ロディアみたいな人間がいるなら、幽ゆう霊れいとして生き延びたのも悪くはない。

　心からそう思って、少しだけ人生に未練が出た。

　……今思えば、あのときに踏ふみ外してしまったのだろう、とランセは思う。

　以来、ランセはロディアに必死に『好きだ』と繰くり返されるのが苦しくなってしまった。

　彼女の顔を見るたびに、以前垣かい間ま見みたロディアの死の幻げん影えいを思い出して、絶望に軽い吐はき気を覚えた。情けないが仕方ない。自分の死は怖くなくとも、彼女の死は怖い。

　ならば、自分が守ってやればいいのか？

　そう思っても、男同士と思って出会った初対面のころほど無神経ではいられない。

　今、彼女をこの腕うでに抱だきしめれば、確実にあのアスファルの夜を思い出してしまう。

　ただの女奴ど隷れいとしてランセと踊おどったロディアの、いつもとはまったく違ちがう危あやうい様子。

　自分の美しさに無知で、支えていなければ折れてしまいそうな儚はかなさに満ちていて、それでいてどこまでも清せい冽れつで、抱きしめずにはいられないような雰ふん囲い気きを漂わせていた彼女。

　あのときかすかに感じた熱が、きっと蘇ってしまう。

　心は今だって騒いでいる。この腕がなぜ空なのかを不思議がっている。

　今すぐ彼女を抱きしめて、強く抱きしめて、そのまま放したくない。

　彼女が欲しい。

　ただの軍人としてではない。ただの女としてでもない。

　全部だ。存在ごと欲しい。

（──だからこそ、そろそろ愛あい想そつかしてもらわねーと。へんてこな、悲しいことにならないうちに）

　冷えた痛みがじわりと胸にしみてくるのを感じつつ、ランセは長いこと指輪をしていた自分の指に触れてみる。

　かつてそこにあった指輪を、今はロディアが持っている。

　そう思うと胸の痛みが少しだけ溶とけさるようで、ランセは少し笑った。

　そして、挑いどむような目を海に向けて囁く。

「待ってろよ、ロディア。今度こそ、お前を守ってやる。──俺にくっついてる、滅びの運命からも」
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「と、いうわけで、これが新生レーン号なわけだが。──どう思う、カロル」

　ロディアは軍港に浮うかんだ小こ舟ぶねに座り、腕うで組ぐみをして一隻せきの軍ぐん艦かんを見上げていた。

　その横にいるのは、おなじく腕を組んだカロルだ。

「船体は綺き麗れいに直ってんだろ。そのへんは、みんなでなんとなーく日々点検してたし」

「なんとなーく、のあたりに不安はあるが、正直そんなところだったんだろうな」

　早くも軽い頭痛を覚え始めたロディアだが、レーン号の士官たちに極きよく端たんな細やかさを求めても仕方ないのは重々承知だ。これで彼らは優ゆう秀しゆうだから、最低限のことはやっていただろう。

　実際、ぱっと見たところではレーン号の船体に問題点はない。

　砲ほう撃げきで空いた穴や焼け焦こげは残らず修復され、防ぼう腐ふ用の塗と料りようが塗ぬり直され、船首像まで綺麗に彫ほり直されて、霧きりのたゆたう軍港にゆったりと揺られている。

　今回の主な問題は、艦長であるロディアが艦長旗を揚あげた小舟をレーン号につけても、誰ひとり出てくる様子がないところだった。

「……仕方ない、とりあえず上るか」

「まあ、それしかねーわなー。久しぶりだからって、足滑すべらすんじゃねーぞ」

「君も、港の中で船ふな酔よいしないようにな。大事な私の副長なんだから」

　ロディアは言い、久しぶりにレーン号の船体を覆おおう綱つなをつかむ。

　すべりやすい綱に軍ぐん靴かを載のせ、指に力をこめてぐっと身体からだを持ち上げる。舷げん側そくを上るのはそれだけでも一いつ般ぱん人なら冷や汗あせものの作業だが、ロディアの身体は一歩上るたびに海上での動きを思い出し、どんどん軽くなっていく。

　勝手に胸がどきどきし始めるのを感じ、ロディアは唇くちびるで微笑ほほえんだ。

　この感じ。軋きしむ綱の音と、海のにおい。自分の腕一本にすべてがかかっているこの感じ。

　これが海だ。美しくて過か酷こくな、愛いとしき海。

　彼女がひらりと上層甲かん板ぱんに降り立つと、ほどなくカロルも横に立った。

　彼はなんとなく憮ぶ然ぜんとした顔で、あえてロディアから視線をそらして言う。

「つーか、俺が副長っての、未いまだに納なつ得とくいってねーんだけど」

「なぜだ？　レーン号の士官のうち、一番階級が高いのは君だ。他ほかに同じ階級の先任者もいない。となると自動的に君が副長になるだろう？」

　ロディアが少し首をかしげて言うと、カロルは彼女に向き直って主張した。

「んなもんは知ってるよ！　けどな、俺はランセ艦長のレーン号だから乗ってたんだ。なのにお前はランセ艦長をとっつかまえるだ!?」

「そうだ。期限は一ヶ月。相手は君たちを捨ててふざけた海かい賊ぞくになった男だ、ためらうことはないだろう」
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　あえて冷たい調子で言い返し、ロディアはカロルを見つめる。

　ロディアは彼らに、自分がウォルター卿に出された交こう換かん条件は教えていない。

　自分が動かなければカロルたちが殺されていたかもしれないとか、そんな恩着せがましいことを言うのは正直ごめんだった。

　まずは行動あるのみ。カロルたちを救うためにも、とにかくランセに追いつき、彼の真意を確かめてどうにかするしかない。

（そのためには、艦かん長ちようらしくあらねば。ランセみたいな破は天てん荒こうなやり方は、私にはできないんだから。せめて、威い厳げんと、冷れい徹てつさと、真ま面じ目めさを見せなくては）

　内心気合いを入れるロディアに、カロルは難しい顔になって告げる。

「そこがいまいち納得できてねーんだよなあ。ランセ艦長が海賊って、絶対なんか理由あるだろ。お前は納得しちまってんの？」

「ランセが海賊になったのはこの目で見たし、ランセ討とう伐ばつは軍司令部から出た命令だ。カロル、今の君の発言は、取りようによっては上官への反はん抗こうだぞ。──気をつけろ。私はランセとは違う。叛はん意いと取れるような発言を笑って許すつもりはない」

　硬かたい調子で言われ、カロルの表情には不満と戸と惑まどいが入り交じった。とはいえ、けじめはつけてもらわなくては困る。

　退ひいてたまるか、とばかりにロディアも黙だまって彼を見つめ返していると、やがてカロルは少し憮然としたまま敬礼した。

「はっ、失礼いたしましたっ。紛まぎらわしいことを申し上げましたが、軍務に対する不満や、艦長への反抗の意思は一いつ切さいありません！」

「それでいい。よろしく頼たのむ、カロル。では、張り切って艦長としての仕事を──と思うんだが、この艦かんの人ひと気けのなさは異常だな」

　改めて上層甲板上を眺ながめてみるものの、そこには誰だれひとりとして水兵の姿がない。

　様々な種類の縄なわもちゃんと巻かずに放り出されているし、甲板も今ひとつ磨みがき方が足りないように見受けられた。

　カロルは姿勢を崩くずしてがしがしと頭を掻かき、マスト近くの格こう子し戸から下をのぞきこんで言う。

「水兵に解散命令は出てねーはずなんだけどなあ。つーか、微び妙みように嫌いやなんだけど……下にはひとの気配があるわ」

「下層甲板か。──確かに少し声がするな。行ってみよう」

「えっ、ほんとに行くの？」

　なぜか表情を凍こおりつかせたカロルを、ロディアは怪け訝げんに思って見つめ直した。

「当たり前だろう。任務の前に、まずは自分の船の現状を確かめないでどうする」

「いや、そりゃそーなんだけど、やな予感がするっていうか、こう、軍艦にはあんまり女子にお見せしたくない慣習が色々あるよーな、ないよーな……」

「安心しろ。私は女だが、君のほうが魂たましいは乙女おとめだ」

「それって安心するとこか!?　おい、待てって！」

　背後でわめくカロルを置いて、ロディアはとっとと下層甲板へと降りていった。

　懐なつかしい薄うす闇やみの中を、巨きよ大だいな錨いかりの巻き取り機の脇わきを通って、水兵たちの食堂、兼けん、寝しん室しつである大部屋へ続く隔かく壁へきの扉とびらを開ける。

　途と端たんに、熱気と女の嬌きよう声せいがロディアの身体を押し包んだ。

「いやっ、ちょっと、いきなり開けないでよ！」

「あーら、若くて綺麗な士官さんたちじゃない！　なあに、仲間に入りたいの？」

　一いつ斉せいにあがった華はなやかな声は、どこからどう聞いても女性のものだ。

　ロディアは面めん食くらって、その場で何度か瞬またたいた。

「あーっ、ほら、言わんこっちゃねえ！　お前ら、何やってんだ！　船に娼しよう館かんのおねーさんたち乗せていいって、誰が言った？」

　ロディアの横から内部の様子を確かく認にんしたカロルが、怒いかりと羞しゆう恥ちで顔を真っ赤にして大部屋へ入りこむ。ロディアも後から入ってみると、ランプで照らされた薄うす暗ぐらい下層甲板には昼だというのにいくつものハンモックが吊つられていた。

　そしてその上に、水兵たちと派手で安っぽい衣い装しようの女たちの姿がある。

　化け粧しようの仕方といい、喋しやべり方といい、色っぽい商売の女性たちであることはひとめでわかった。

（なるほど、カロルが慌あわてるわけだ）

　少々呆あきれて立ち尽つくすロディアがどう見えたのか、水兵たちはカロルに怒ど鳴なられても気にせず、にやにや笑いを浮かべて言い返してくる。

「おかえりなさい、士官さん。確かに誰も『いい』っては言わなかったけど、『駄だ目め』っても言わなかったんでさ！　何しろ、お留守だったもんで」

「それに、こいつらは俺たちの妻ですぜ。な、そうだよな！」

　水兵に言われると、女たちは大笑いしながらうなずき、男の身体に腕うでを回した。

（そういえば、軍艦が母港に帰ってきているときは、乗組員の家族に限り部外者の乗船が許可されるのだったな。人間、いざとなったら色々な知ち恵えを出すものだ）

　感心するロディアを置いて、カロルはずかずかとハンモックの間に入っていく。

「お前ら、またそういう適当なこと言いやがって！　ほら、出ろって！」

「あーら、あんた、よく見たら可愛かわいいのねえ。ほんとにちょっと遊んでかない？」

　すかさずひとりの女がカロルの首に腕をかけ、色っぽく話しかけた。

「遊ばない！　遊びません！　あのなあ、俺、任務中なの。そんでもって目の前に上官がいるのよ。遊べるわけねーだろうが！」

　カロルが必死に視線をそらしながら言うのを見て、女は少し思案したようだ。

　いきなりカロルの首をぐい、と引き寄せ、深刻そうな声を出す。

「じゃあ、悩なやみ聞いて。あたし……ちょっと、困ってることあってさ」

「はあ？　何だよ、困ってることって。何、花代の不ふ払ばらいとかそういうの？」

　そこでほだされてしまう辺り、カロルは実にカロルである。

　その場で成り行きをじっくり眺めていたい気持ちをどうにか抑おさえて、ロディアはカロルの背後に歩み寄った。その間にも、女はカロルの身体に指を這はわせつつ、襟えりぐりからのぞく白い胸を見せつけるようにして囁ささやいている。

「うーん、ここじゃ、ちょっと言いづらい……」

「だからってそれじゃ個室にっつーわけにもいかねえだろーが、もー。って、その、ほら、変な意味じゃねーからな、ロディア！」

　カロルの動どう揺ようが今さらすぎて小さく笑い、ロディアは自分が女のほうへと身を乗り出した。

「変な意味も何も、そのままだろう。むしろその相談、私が受けよう。碧へき玉ぎよくのお嬢じようさん」

「へえっ？　碧玉？　って、宝石の？」

　なんのことやら一いつ瞬しゆんわからなかったのか、女は目を丸くしてロディアに視線を移す。

　ロディアは彼女の瞳ひとみをじっとのぞきこみ、緩ゆるやかに微笑んだ。

「そう。ランプの光が映りこんで、あなたの瞳が宝石みたいにきらめいている。透とう明めいに見えて、不意に深くなる海の色の石だ。艶あでやかで、美しく、たぎるような情熱を秘ひめている」

「う、うつくしく……たぎるじょうねつ」

　女は聞き慣れない言葉の羅ら列れつにすっかり驚おどろいてしまったらしく、ぽかんとロディアを見つめ返した。

　こうして見ると、彼女はロディアより何歳か年下のようだ。まだ少し幼げで、純じゆん朴ぼくな気配がある。

（なんだか、ルーナ・ノアみたいだ）

「可愛いひとだ」

　正直に言ってロディアが頬ほおを撫なでると、相手は「ひゃっ」というような声を出して縮こまり、隣となりに寝ねている男が不満げな声をあげた。

　カロルはというと、わなわなと震ふるえてロディアを怒鳴りつける。

「ロディア──じゃなくて、艦長！　あんたその性せい癖へき、全っ然変わってねーのな！」

「そうそう変わるようなものを性癖とは言わないだろう。美しいものを見ると、そのまま讃たたえたくなる。それが悪あく癖へきとは思わないよ。ちょっと失礼」

　最後の言葉は女に向け、ロディアはそっとハンモックに転がった彼女の腰こしに触ふれる。

「おまっ、なんてとこに、手──！」

「あっ、何？　そんな……って、ちょっと！」

　カロルは悲鳴を上げ、女も赤くなってますます縮こまったが、彼女のほうは不意にロディアが何をしているのか気づいたらしい。血相を変えてロディアの手を押さえようとするも、ほんの少しだけ遅おそかった。

　ロディアは彼女が身体からだの下に敷しいていた財さい布ふを引っ張り出し、カロルの目の前でひらつかせる。

「これ、盗とられていたぞ。カロル」

「えっ、あっ、俺の財布！　いつの間にだよ、手て癖くせわりーな！」

　カロルににらまれて、女はぷい、とそっぽを向く。ロディアは軽く肩かたをすくめた。

「君が無む警けい戒かいすぎたな、今のは。要いらないところを見過ぎだ」

「ばっか、要らないところなわけないだろ！　目の前に胸あったらそっち見る──って俺、女相手に何言ってんだ……！」

　カロルは力説しかけてがっくりとうなだれ、その場にしゃがみこんでしまう。

　そんなに男だの女だの気にしなくてもいいのに、とロディアは彼を眺めていたが、ふと疑問が湧わいたので問いを投げてみた。

「ちなみに、参考までに訊ききたいんだが。男性は女性の胸と腰はどのくらいの大きさが理想なんだ？　やはり大きいに越こしたことはないのか」

　正直な問いに、カロルはぴたりと動きを止め、真っ青になってロディアを凝ぎよう視しする。

「へっ!?　しししし知らねーよ！　そんなん好みでしょ!?　ひとそれぞれってやつでしょ！　っつーかなんなのこれ、いじめなの!?」

　しまいにはやけになって叫さけんだカロルに、周り中から失笑がわき起こる。

　ロディアもくすりと笑い、カロルに手を貸して引き立たせた。

「いじめじゃない。勉強になったよ。だからお返しにひとつ教えておこう。初対面の女性が困ったことがあるだのなんだの言うのは、大たい抵ていは罠わなだから気をつけろ。美しく、強く、毒があるのが女性というものだ。──さて」

　そこまで言っていったん言葉を切り、ロディアは息を吸いこむ。

　そして、下層甲かん板ぱん中に響ひびき渡わたる声で叫んだ。

「全員、起き床しよう！」

　たたきつけられた声の迫はく力りよくに、水兵たちはびっくりしてハンモックから転がり落ちる。

　反射的に直立不動になった彼らを眺ながめ、ロディアは自分も背を正して告げた。

「先日このレーン号艦長に任命されたロディア・アルバラードだ。当レーン号は、本日付で海かい賊ぞく退治の任務に就つく。休きゆう暇かは終わりだ！　私以外の女性には全員船を下りてもらう」

　彼女の宣言に、周囲はかすかにざわついた。

　とりあえず、どこかから「ええっ、あれ、女!?」「お前、知らなかったのかよ！」という会話が聞こえてきたのは聞かなかったことにする。

　副長だったときと同じ──いや、あのころよりもさらに、水兵たちにはなめられたら終わりなのだ。

　航海の間は、艦長とわずかな士官だけで荒あらくれ者の三百人近い水兵たちを統とう率そつしなくてはならない。無能と思われたら、任務達成どころか反乱を起こされることだってある。

（なんにせよ、最初が肝かん心じんだ。私は私らしく、彼らの信しん頼らいを得ていかなくては）

　思うのは簡単だが、どうしたらいいのかなんてわからない。

　せめてなけなしの自信をかき集め、ロディアは背筋を伸のばした。

　自分の中に確実にあるもの。

　それは、相手に真っ正面から向き合う気持ちくらいのものだ。

　ならば、彼らからけして視線はそらすまい。ロディアはゆっくりとひとりひとりの水兵と視線をあわせていき、よく通る声で静かに言う。

「最初に言っておく。私は女性だが、半はん端ぱな男性よりも働く。君らは私の性別について特に気にする必要はない。手加減はするな。甘くもみるな。意見があるなら言ってこい。私は聞く耳は持つ。ただし──いかなる理由があろうとも、反はん抗こうはゆるさん」

　最後に力をこめ、ロディアは刻むように告げた。

「私がレーン号の艦長であるかぎり、武ぶ勲くんを立てた者は讃えられ、私に逆らう者は吊つるされる。それが気にくわない者は、ただちに立ち去れ。私はやる気のない役立たずに用はない」

　内容としては、おきまりの台詞せりふだった。

　それでも、ほんのわずかにだけ下層甲板の空気が変わったような気がする。

　今のところ、ロディアに向けられる目は意外そうなものが多いが、悪意はない。

　本能的に上官の能力をかぎ分ける力を持つ水兵たちに、こいつはやる気だな、と、それだけは伝わったのだろう。

（とりあえずは悪くない、といった評価か。あとはこれを維い持じできるか、いかに伸ばしていけるかが問題だな）

　のしかかる重圧にじわりと冷や汗あせを掻かきながら、ロディアは呼ばわる。

「この中に、下士官はいるか。もしくは、古参水兵」

「はいっ！」

　すかさず甲板の隅すみから声が上がり、ひとりの男がちょこちょこと走ってきた。

　ロディアの前で敬礼をした顔は皺しわ深く、愛あい嬌きようのある老人のものだ。

「お久しぶりです、アルバラード海かい尉い……じゃなくて、艦長。覚えてらっしゃいますか」

「これは久しぶりだな！　もちろん覚えている。レイドルク島奪だつ回かい作戦で世話になった」

　見知った顔に心からほっとして、ロディアは微笑ほほえむ。

　この水兵は、ロディアがレーン号に乗るようになるずいぶん前からの古参のはずだ。

　レーン号の乗組員がまるごと捕とらわれたとき、脱だつ出しゆつ作戦にも一役かってくれた覚えがある。

　彼は息子むすこを見るような目でロディアを見てにかっと笑い、敬礼の手を下ろして言う。

「覚えてていただけて光栄です、艦長。昇しよう進しんおめでとうございます」

「ありがとう。まだ色々わからないことだらけだがな。まず、他ほかの水兵や下士官がどこにいるか、教えてくれるか？」

　ロディアが問うと、老水兵は一瞬視線をさまよわせ、あきらめたように敬礼し直した。

「他には、いませんです」

「いない？　しかし、どう見ても全体の三分の一か、それ以下の姿しか見えないが……」

　びっくりしてロディアが聞き返すと、水兵は実に言いづらそうに顔をゆがめる。

「それがですね。ごっそり、ランセ艦長が連れてっちまいまして」

　ああ、なるほど。

　そのひとことで納なつ得とくし、ロディアは思いきり脱だつ力りよくした。

「──家出する、と言って消えたんだったか？　ランセは」

　力ない彼女の問いに、カロルも決まり悪そうに頭を掻いて答える。

「うん。ペラ紙一枚に、そう書いてあった。別に艦長が水兵たちを引き抜ぬいたってんでもねーんだと思うんだけど、まー、勝手についてっちゃう奴やつ多かったんだろうなー。あのひと、ほんとに人望だけはあるから。で、あとは俺たちがいない間に脱だつ走そうしたのもいるだろ」

　ロディアたち士官は、そもそも軍人になりたくてなった者たちだ。しかし、水兵たちは違ちがう。その辺りの下町や村から強制徴ちよう募ぼでかき集められたり、食い詰つめた末に飢うえ死にするより船に乗ることを選んだり、借金や女性から逃にげてきたり、そういった輩やからがほとんどなのだ。

　となれば、陸に長く停てい泊はくすれば逃げる者も多くて当然だろう。

　ロディアは深いため息を吐つきかけて、水兵たちの視線を感じて背を伸ばす。

（いけない。下手に弱気なところを見せていいことはひとつもないぞ）

　これからは、虚きよ勢せいだろうがなんだろうが常に胸を張っていなくてはいけない。

　そうでなくては、水兵たちが安心して命を預けてくれない。

　思えばランセはあれだけいいかげんだったのに、とにかく自信に満ちあふれて見える男だった。大だい丈じよう夫ぶだ、と彼が言えば、本当に大丈夫のような気がした。

　今、こうなってみて改めて思う。彼はなるべくして海の英えい雄ゆうになったのだ。

　ランセの姿を思い出しながら、ロディアは平然とした調子で言ってみせる。

「まあ、士官が留守にしていれば当然のことだろう。水兵はやりがいはあっても危険な仕事だし、陸には女も酒もある。ちなみにカロル、この人数で船は動くか？」

　ロディアの問いに、カロルは素す早ばやく辺りに視線を配り、数秒考えた後に首を横に振ふった。

「……無理。せめてこの倍はいる。細かい内訳、聞くか？」

　彼は下手なところで嘘うそを吐く男ではないから、実際、細かい人員配置については把は握あくできているのだろう。内心複雑であろうと、実務的なところでロディアを補ほ佐さする気はきちんとあるようだ。それだけわかっていれば、あえて内訳を聞くこともない。

　ロディアは次の段階に思いをはせながら腕うでを組み、自分の白い顎あごを指で支えた。

「必要ない。それでは、私の初仕事は早そう急きゆうに水兵を集めること、だな」
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　さらに数日後。

　レーン号の停泊する港には、爽さわやかな海風が吹ふいていた。

　その風に長い髪かみを揺ゆらしながら、ロディアは涼すずやかな目を遠いところへ向けて言う。

「で、何が失敗だったと思う？」

「……ロディアが描かいた、よくわからない張り紙の絵」

「キニスの謎なぞすぎるちらしの宣伝文句だろ」

「キニスは、アルデア推すい薦せんの衣い装しようが派手すぎたんじゃないか、って言ってる」

「衣装はこのくらいでは地味なほうですわ。悪かったのは、わたくしの担当したところ以外、全部じゃありませんの？」

　レーン号士官たちが口々に言うのを背後に聞き、ロディアはため息を吐いた。

「……なんとなくわかった。悪かったのは、すべてだ」

　しん、と辺りが静まりかえり、再び風が吹き渡る。

　潮の香かおりを含ふくんだ風で、レーン号の面々の横に立った立て札に貼はられた紙が、がさがさっと音を立てた。

　ちなみに、そこには『水兵募ぼ集しゆう』『あなたもレーン号の一員になれば物質界の王になったも同然』『クラゲはけしてまずくない』などという文句と、どうやら人間らしく見える絵と、ついでのように今日の日付が書かれている。

　必要なのは水兵集めだ、と即そく時じ行動に移ったレーン号の面々だったが、どうもやり方が個性的すぎたらしい。

　この水兵募集の張り紙の前には、数人の水兵と、数人の酔よっ払ぱらいがたたずんでいるだけで、その数十倍の『ロディア様後こう援えん会かい』の女性たちが、見物のために目を輝かがやかせて集まっていた。

「ロディア様がお芝しば居いなさるっていうのはこちら？」

「見て、あのお姿！　夢の中の王子様みたいじゃなくて？」

「──情報が、間ま違ちがって伝わってる」

　ぼそり、とルーナ・ノアが言い、ロディアを見上げてきた。

　ロディアは飾かざり編みたっぷりの袖そでを風に揺らし、少し疲つかれた顔で手に持たされた一輪の赤薔ば薇らをしみじみ眺ながめて答える。

「今思えば当然ではある。私が他人でも、この状じよう況きようを見たらここを芝居小屋だと思うだろう。何しろ、この格好だ」

　そう、今日の彼女は軍服ではなく、異様に派手な男性用貴族服を身にまとっているのだ。

　それはそれで似合ってはいるが、ロディアの華か麗れいすぎる印象のせいで一体この場がなんの場なのかさっぱりわからなくなっているのも本当だ。

「ひと集めには目立つのが一番か、と思ってアルデアの提案に乗った私がばかだった」

　ロディアがため息混じりにぼやくと、すかさずアルデアが横から顔を出した。

「あら、なんですの？　わたくしのせい？　服は素す晴ばらしく似合っているうえ、ちゃんとひとは集まってるじゃありませんの」

「集まったのは水兵でなくて観客だ。君は単に、私にこれを着せたかっただけだろう」

　ロディアは軽く彼をにらんで、手にした赤い薔薇をアルデアに投げつける。

　それを見た女性たちは、いっせいに黄色い悲鳴をあげた。

（……今の行動の、一体何が面おも白しろいんだろう）

　途と方ほうに暮れつつ女性たちに手を振るロディアの後ろで、船から持ち出した机についたカロルがぼんやりとほおづえをついて言う。

「この女だらけ空間がまた、見事に男をひるませるんだよなー。ある意味完かん璧ぺきすぎるぜ」

「やはり奇き抜ばつすぎるのはよくないな。あと何人足りない、という話ですらないだろう、これは」

　ロディアは少々重い気持ちで振り向き、カロルの目の前に置かれた船員名めい簿ぼをのぞきこんだ。

　さっぱり埋うまる様子のない紙面を指で叩たたいて、カロルは思案げに言う。

「んー、でもまあ、水兵集めんのは基本的に大変なのよ。やっぱ危ない仕事だろ？　こういうちらしとか貼はり紙程度で自分から来てくれる奴って、そんなにいない。しょうがないから金がある艦かん長ちようは金をばらまくし、つてがある奴はそれを使うし、荒あらっぽい奴はそのへんの村から男さらってきて水兵にしちまうわけ。ロディアは英雄っつっても、艦長としての実績はないわけだから、これっくらいでも不思議はねーよ」

　カロルの言い方は意外に落ち着いていて、ロディアはほっと胸をなで下ろした。

　同年代とはいえ、やはり生え抜きの海軍士官である彼は頼たよりになる。

　いずれ、この任務が無事に終わったら、女性のひとりやふたりや三人くらいは紹しよう介かいしよう──ひっそり心に決めながら、ロディアは水兵のことに思考を戻もどした。

「しかし、実績はこれから作るしかないし、私もむやみにばらまけるほどの俸ほう給きゆうは手にしていない。というか、正直なところを言えば俸給は貴族としてのつきあいで全部消えるし、この間の海戦の報ほう奨しよう金は新しい軍服を用意するので吹っ飛んだ」

「だよなあ。艦長っつったら、色あせた軍服着てるわけにもいかねーし。せっかく片方っつっても肩けん章しようつくんだし、頑がん張ばるよなあ」

　庶しよ民みん出身のカロルには身にしみる話なのだろう。やたらと深くうなずいている。

　一方大貴族出身のアルデアは、ふと妖よう艶えんに自分の唇くちびるに触ふれて言った。

「この際ですわ、あなたがお願いするなら、わたくしがとっておきの手で……」

「毒霧ぎりで眠ねむらせた人間をごっそり連れてくる、というのなら却きやつ下かだ」

　途と中ちゆうでロディアがさえぎると、アルデアは不満そうに顔をしかめた。

「あなた、読心の能力なんかありましたっけ？」

「愛の力だろう、そこは」

「……今日はずいぶん素そ朴ぼくな文句できましたわね。それはそれで響ひびくのが悔くやしいですわ」

　本当に悔しげに言って爪を噛かむアルデアを、カロルが嫌いやそうに見やって言う。

「だから、そこは冗じよう談だんで口説きあうのよせって！　不毛すぎて泣けてくるぜ。ロディア、お前の後援会のつてとかは使えねーの？」

「やってもらえないことはないだろうが、代だい償しようが大きいんだ。握あく手しゆや薔薇の手て渡わたしや愛の台詞せりふや等身大クッションを作るから中に入れる髪の毛を一本ください、などという願いならまだ平和だが……真に恐おそろしいところをくわしく聞きたいか？」

「すでに死ぬほど怖こわいです遠えん慮りよします！」

　真っ青になって頭を下げるカロルを見下ろし、ロディアはそうだろう、と小さくうなずく。

　そこへ、不意にのんびりとした声がかかった。

「あのー、こちら、まだ水兵募ぼ集しゆうってやってます？」

　すかさずカロルは、がば、と顔を上げ、にっこり笑って相手の手首をつかむ。

「やってる、やってる。ここんとこ、名前書いて。書けなかったら俺が代わりに書くから」

「あはは、大丈夫。文字を書くのは結構得意ですよ。それだけならいくらでもやれちゃいます。ですから、その、そんなに力ちから一いつ杯ぱいつかまないでくれます？　手首が折れたら、俺って本物の役立たずですよ？　あとはもう、ろくでもないことをさえずるくらいしか能がない」

　カロルにつかまえられた黒くろ髪かみの男は、情けない笑え顔がおで自分の手を見下ろした。

　意外すぎる男の登場に、ロディアはびっくりして声をあげる。

「あなたは──サクル!?　どうしてこんなところにいるんだ」

「どうしてって、それは水兵募集に応じて来たんですよ。これ、あなたが作ったちらしですよね？　面白い感覚だなあ。具体的にいくら儲もうかるとかいうんじゃなくて、抽ちゆう象しよう的なことばっかり書いてある。俺はこういうのが好きですねえ、思い切り妄もう想そうが羽ばたきます」

　サクルはうっとりした調子で言い、自由な片手で懐ふところからちらしを取り出して眺めている。

（どうも、本気のように見えるが……こいつは基本的に嘘がうまいからな）

　敵同士だったころ、一度は彼にだまされたことのあるロディアだ。自然に警けい戒かい心しんがわき上がってくるものの、すでに釈しやく放ほうされた相手をそう邪じや険けんに扱あつかうわけにもいかない。

　他ほかのレーン号士官たちも、それぞれにうさんくさいものを見る目をサクルに向けていた。

「サクル……って、アスファル人で、しかも敵の結構偉えらい奴やつだったんじゃねえ？」

　カロルはあからさまに顔をしかめ、ぱっとサクルの手を離はなす。

　サクルは自分の手首をさすりながら、困ったように笑って首をかしげた。

「帝てい国こくでは色々と称しよう号ごうはいただいてましたけど、結局ただの学者崩くずれですからねえ。降こう伏ふくしたあとはこちらで飼っていただいてたんですが、ちょっとここに長居したくない訳が出来てしまいまして。そこに知り合いが船を持ったってちらしを見たら、駆かけこみたくもなるでしょ？」

「長居したくない理由ねえ。お前、そんな程度の顔で女の子たらしこんだりしたわけ？」

　カロルが鼻で笑って言うと、サクルはひょうひょうと笑い返す。

「世の中、顔より話術ですから」

「え……ちょ、マジで!?　お前程度でどうにかなんの？」

　椅子いすを蹴けって立ち上がったカロルに、ロディアは軽い頭痛を覚えてこめかみに手を当てた。

「そこで本気になるな、カロル。それと、サクル」

「はい？」

　にこにことサクルが振ふり向いた、その半秒前に、ロディアはサーベルを抜ぬいていた。

　ぴたりとサクルの鼻先にサーベルを突つきつけ、瞳ひとみに力をこめて彼を見つめる。

　サクルはしばらく事態が吞のみこめなかった様子で、数秒後にやっと、すうっと青くなった。

　この期ごに及およんでも相手の身体からだにまったく力が入っていないのを見て取り、ロディアはゆるやかにサーベルを下ろす。

（この男、本当に武芸の心得はない。誰だれかの送りこんだ刺し客かくであるとか、少なくともそういう可能性はなさそうだ）

　恐きよう怖ふの感情も薄うすそうなのは気になるところだが、今のところ、明確に彼の乗船を拒きよ否ひできる理由もない。

　ロディアは腹を決めると、サーベルを鞘さやに収めながら言う。

「元学者だろうがなんだろうが、水兵になったらこきつかうぞ。馬にも乗れない体力にその鈍にぶさで海に出たなら、正直長くは保もたないだろう。のたれ死ぬ覚かく悟ごはあるか？」

　彼女の言いように、サクルは軽く目を見開いた。

　そして、今度はさっきよりもだいぶ親しみやすい苦笑を浮うかべて答える。

「あなたは本当に正直な方だなあ。はい。俺には、もう、家族もいませんのでね。命なんか少しも惜おしくはありませんよ」

「ならば署名をしろ。それだけ立派なマディス語が喋しやべれるんだ、マディス語で書くように」

「了りよう解かいです、艦長」

　あまり格好の良くない敬礼をして、サクルは船員名簿に羽根ペンを走らせた。

　カロルは戸と惑まどい気味にそれを見下ろし、ロディアのほうへ視線を向ける。

「いいのか、ロディア。元は敵だぜ。捕ほ虜りよ以外のアスファル人をマディスの軍ぐん艦かんに乗せるなんて、聞いたことねーよ」

「今までは戦争状態だったんだから当たり前だ。大体、少し前までは女がマディスの軍艦に乗るだなんてことも、聞いたことはなかっただろう？」

　ロディアの言葉に、カロルは途方に暮れた様子で自分の短い金きん髪ぱつを引っかき回した。

「そりゃそうだけどさ！　あー、お前が艦長になったら、もうちょっと常識的な艦になるかと思ってたけど。むしろ常識外れになりそーな気がしてきた！」

「常識外れ、か」

　なんとはなしに繰くり返してみて、ロディアはふと真顔になる。

「いや、常識外れ、では駄だ目めだ。私はとっぴな発想には恵まれない。だが……男性が因習に縛しばられて手を出せないところには、手を出せる」

　ロディアがひとりごちていると、ルーナ・ノアがそっと傍かたわらに寄ってきて見上げてくる。

　彼女の顔がどことなく不安そうなのを知って、ロディアは優やさしくその頭をなでてやった。

「大だい丈じよう夫ぶだ、ルナ。いい考えが浮かんだから」

「いい考えって、水兵徴ちよう募ぼに関してですの？　心を込めて『ごめんなさい』を言えるなら、今からでもわたくしに頼ってくださってかまわないんですのよ？」

　自分の髪かみを指にからめながら言うアルデアに、ロディアは静かに告げる。

「アルデア、むしろ君にはまた少し我が慢まんしてもらうことになるかもしれない。──水兵に、有鱗人種フイズイを受け入れよう」
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　フィズィ。

　それはかつて、この世界の海の支配者であったとされる水竜の血を受け継つぐ種族の名だ。

　翼つばさある種族のネライダと同様、フィズィの祖先である水竜も魔ま法ほうを使ったという。

　長い年月の中で何ゆえか水竜たちは数を減らしていったが、魔法で人間の姿をとって陸にあがった水竜たちは人間と血を混ぜながら生き残り、フィズィと呼ばれるようになったのだ。

「艦長！　アルバラード艦長！　聞いてねえですぜ、こんなこと！」

　抜けるような晴天のもと、古参水兵の叫さけびがレーン号上層甲かん板ぱんに響き渡わたる。

　艦かん尾び甲板でカロルやキニスと共に進路を確かく認にんしていたロディアは、真新しい軍服の金モールに陽光をまとわりつかせて振り返った。

「どうした、資材でも足りなかったか？　なんなら今からでも海軍省にねじこんでくるが」

「そんな話じゃねーんです！　フィズィ、フィズィですよ！　どうしてあんな奴らが山ほど乗ってんですか!!」

　真っ青になって主張する古参水兵の後ろには、ふたりの屈くつ強きような水兵がくっついてきている。

　他の水兵たちは甲板上で忙いそがしく出航準備をしているが、それぞれに聞き耳を立てている気配があった。

　そして、そんな中であからさまに周りに避さけられ、甲板上にひとかたまりになって突っ立っているひとびとの姿がある。一見するとまったく人間と変わらないが、よく見ると首筋や手の甲こうに銀色の美しい鱗うろこが光っているのがわかるだろう。

　彼らこそ、王都地下の裏町まで行って交こう渉しようし、ロディアたちがこっそりと連れてきたフィズィだ。

（ぎりぎりまでフィズィのことは隠かくしておいて正解だったな。思ったとおりの派手な反応だ）

　ロディアはカロルに目配せしてから、平然とした様子で古参水兵に返した。

「彼らがレーン号に乗っているのは、私が雇やとったからだよ」

「雇った……フィズィを？　あの、こそ泥どろどもをですかい？」

　古参水兵は驚きよう愕がくに目を剥むいて、ロディアとフィズィをじゅんぐりに見比べている。

　ロディアはことさらこともなげに言ってみせた。

「すべてのフィズィがこそ泥なわけじゃない。彼らはマディスではなぜかネライダより粗そ野やだとされて定職に就つきにくいから、裏町に就職することが多いだけさ。今回乗ってもらっているのは、みんな真ま面じ目めな者たちだ。私が彼らの首長に直じか談だん判ぱんして、検査もしたから間ま違ちがいない」

「アスファルでは、普ふ通つうに漁民やってますしねえ、彼ら。なんで高名なマディス海軍が彼らを使わないのかちょっと不思議には思ってましたが、迷めい信しんのせいだったんだなあ」

　横から口を出したのは、実に似合わない下士官の軍服をまとったサクルだ。

　普通にマディス人の水兵たちに混ぜておいたら喧けん嘩かか何かで殺されてしまうのではないか、という配はい慮りよから、ロディアは彼を自分の身の回りの世話をする当番兵に指名した。

　もっともそれはそれで反感を買っているらしく、古参水兵は噛かみつきそうな勢いでサクルを威い嚇かくする。

「アスファルのことなんざ知るかい！　いいですか、艦長。マディスの船にフィズィはいけねえ。奴ら水竜の子孫だ。海の上に出たら嵐あらしを呼びます。それに、怪あやしい儀ぎ式しきをするんでさ。真夜中に怪しい壺つぼを用意して、それを海に沈しずめて人間を呪のろうんで！」

「怪しい儀式？　私は聞いたことがないが、壺でひとが呪えるものなのか」

　初耳の噂うわさに耳を傾かたむけながら、ロディアはすぐに考えを巡めぐらせた。

　水竜の子孫だから海が彼らを取り返しに来る──すなわち嵐を呼ぶ、というのはいかにもありそうな伝説だが、儀式となるとただ事ではない。

　これは調べるべきだと判断し、ロディアは重々しくうなずいた。

「私はせっかく海軍に入ったのに、海の怪かい物ぶつの類たぐいをまだ一度も見たことがない。フィズィの呪いとか魔法にも少しときめく。……ちょっと本人たちに訊きいてこよう」

「艦長！　呪われますぜ！」

　ロディアが艦尾甲板から駆け下りると、古参水兵の心配そうな声が響ひびき、続いてカロルが大急ぎで追ってくる。

　彼は早足でロディアの後ろに追いつき、その耳元に囁ささやきかけた。

「だから面めん倒どうなことになるっつったろ！　水兵の迷信ってのは怖こわいもんなんだって！」

「とはいえ、そうやってみんながフィズィを避けるからこそ、我々はこうして彼らの中から不足の人員を確保できたわけだろう？　フィズィたちの呪いが本物でも偽にせ物ものでも、『たいしたことはない』ということにして水兵たちを安心させるから、君は調子を合わせろ」

「あー……やっぱ、そういうこと。なるほどねえ。了解」

　カロルは感心したような、少しつまらなさそうな顔で黙だまりこむ。

　ロディアも本心では彼と一いつ緒しよに『本当にいるなら、生きた水竜を見てみたいな』『あ、俺もそれは見たい！』と盛り上がりたいのだが、今は我慢するしかない。

　それもこれも、ロディアがきちんと艦長として認められ、無事任務達成するまでの辛しん抱ぼうだ。

「──君たち、ちょっといいか？」

　ロディアがフィズィたちの集まる上層甲板のマスト近くへたどりつくと、フィズィの男たちはみんな力ちから一いつ杯ぱい背を正した。

「はい！　大変申し訳ございません！」

　がちがちになって言う若い男に、ロディアは思わず苦笑した。

「どうしていきなり謝る。特に悪いことはしていないんだろう？　服は全員に支給されたか」

　緊きん張ちようを解くように彼の肩かたを軽く叩たたき、フィズィたち全体の様子を見み渡わたす。

　マディス王国のフィズィは、港での荷運びや炭鉱仕事などのきつい仕事に就きながら、ひと目を逃のがれるように地下や街はずれに住んでいることが多い。どちらかというと華きや奢しやな者が多いネライダに比べて、体格その他はいかにも水兵向きな人員がそろっていた。

「服は大丈夫ですが、その……艦長、本当に、俺たちは他の水兵さんたちと同じ扱あつかいでよろしいんでしょうか……？」

　おどおどして言うフィズィに、ロディアはきょとんとしてしまう。

「なんだ、そんなことを気にしていたのか。私は君たちの首長に約束したはずだ。食事と服、週二度の酒と、敵てき艦かんを拿だ捕ほした場合には賞金の分け前がそれぞれに与あたえられる。私の艦では、働いたぶんだけ評価されると思っていい」

　安心させるように相手の肩を叩いて言っても、青年は人間の水兵たちをうかがっている。

「はあ……それで、本当に大丈夫なんでしょうか。俺たちは、そんな扱いをされたことがないんで……皆みなさんが、納なつ得とくするかどうかが……」

　なるほど、彼らが本当に気にしているのはそちらなのだ。

　今まで虐しいたげられていた者にいきなり厚こう遇ぐうを与えれば、本人たちは喜んでも周囲はやっかむ。

　ロディアは少し考え、ここぞとばかりに提案した。

「納得しようがしまいが私の命令には従ってもらうが──そうだな。では、最低限の衝しよう突とつを防ぐために、私に君たちの壺の呪いとやらのやり方を教えてくれないか？」

「へ？　え？　壺の呪い？」

「そう。壺を海に沈めると、ひとを呪えるらしいじゃないか」

　熱心に言うロディアをじっと見つめ、フィズィの青年は逆に聞き返してきた。

「……そういうものなんですか？」

「……やっぱり、違ちがうのか」

　大体予測していたこととはいえ残念な気がして、ロディアは肩を落とす。

　それを見たフィズィは、申し訳ないような気分になったらしい。あわあわと慌あわてて、背後の仲間たちと真しん剣けんに話し合い始めた。

　彼は最終的にロディアに向き直ると、あいまいな顔で答える。

「……とりあえず、見ていただいたほうが早いと思います。仲間の沈めた壺が近くにあるらしいんで、なんなら中をお見せできますよ。その……ほんとに、見ます？」

「そうなのか。それは是ぜ非ひ見てみたいな。まだ出航までは時間がかかるし、持ってきてくれ。ただし、午後当番の六点鐘しようまでには戻もどれよ」

　ロディアが微笑ほほえんで言うと、フィズィはちょっと顔を赤くして何度かうなずいた。

　彼が大急ぎで甲板を横切っていくのを、カロルは心配そうに見送ってつぶやく。

「絶対戻ってこねーぞ、あいつ」

「戻ってくるさ。私はそう信じる」

　ロディアのしれっとした言いように、カロルは思い切り顔をしかめた。

「それって、人間よりフィズィを信じるってこと？」

「いや。信じるのはあの青年のことであって、フィズィとか人間とかいう問題ではない」

「あー……なるほど、立派ですね。フィズィもアスファル人も、俺たちと分け隔へだてなしで信しん頼らいします、と。──艦長はほんと、ランセとは違う」

　カロルは口調を改めて淡たん々たんと言い、ロディアから顔をそむける。

　ずきり、と胸が痛んで、ロディアはつい言葉を失った。

（……落ち着け。カロルたちともある程度距きよ離りを取っていこうと判断したのは、この私のはずだ。なれ合うのは簡単だが、それで水兵たちが納得するか？）

　ここは幼い頃ころの路地裏や、学校の休み時間の中庭ではない。そんな態度で水兵たちを納得させられるのは、ランセだけだ。そして、自分はランセではない。

（大だい丈じよう夫ぶ。艦かん長ちようとしての手しゆ腕わんさえ見せれば、いずれみんな納得してくれる。自分を信じろ）

　ロディアは自分に言い聞かせ、なるべく威い厳げんあるふりでカロルに告げた。

「艤ぎ装そうの残りを終わらせる。一緒に来てくれ」

「了りよう解かい」

　相変わらず素っ気ないカロルを連れて、ロディアはレーン号をくまなく歩き回る。そうして完かん璧ぺきに艤装も終わり、ロディアたちが最下層甲かん板ぱんで最後の積み荷の均きん衡こうに悩なやんでいたころ。

　例のフィズィの青年が、仲間を連れてするするとはしごを伝って下りてきた。

「艦長、ご所しよ望もうの壺です！」

「おっ、よく帰ってきたな……って、うわ、本気で呪いの壺持って来やがったのか！」

　カロルはあからさまに一歩後ろへさがるが、ロディアは心底ほっとして笑う。

　これで相手が帰ってこなかったら、自分の面めん目ぼくがつぶれてしまうところだった。

「ちゃんと時間に間に合ったな。よくやってくれた」

　頭の中から重さの計算式をいったん押しのけて言い、彼女はフィズィの青年が差し出してきた壺を受け取った。ロディアの頭ほどもある素す焼やきの壺には、フジツボやら小さな貝やらがいっぱいくっついており、持つとずっしりとした重みがある。

　その奇き妙みような存在感に、綱つなや帆はん布ぷ、砲ほう弾だんなどを運んでいた水兵たちも、こっそりと視線を投げてきた。

「ロディア！　わたくしの新型手術用ランプの話なんですけれど、って、ここにもフィズィがいますの？　この船は本当に化け物艦ですわね！　それと何ですの、その汚きたない壺」

　ちょうどアルデアもはしごを下りてきたので、ロディアはわざと声を大きくする。

「今朝話題になっていた、フィズィの呪いの壺だ。確かに名前が刻んである。……リース？」

「あ、それ、こいつの名です。壺の持ち主の名前をあらかじめ刻んでるんで」

「……まあ、そんなところだと思ったよ。これでは書き換かえも無理だな。で、中身は……」

　あっさり言われて苦く笑しようし、ロディアは手の中の壺をひっくり返す。

　すると、中から何かがべしゃっ！　と最下層甲板の床ゆかに落ちた。

　柔やわらかで水っぽい、黒い物体。

　いち早くその正体を言い当てたのは、レーン号の隅すみ々ずみまでに響くアルデアの叫さけびであった。

「うわあああああ！　タコ！　タコだ！」

「うおっ、アルデア、お前、悲鳴は男か！　って、抱だきつくんじゃねえ!!　嘘うそ胸が気色悪い！」

「だってタコなんですもの、タコだけは駄だ目めなんですの！　うねうねで吸きゆう盤ばんが山ほどあるとか、どういう嫌いやがらせ!?」

　アルデアはカロルに抱きついて半分泣き顔になり、周囲の水兵たちは少し拍ひよう子し抜ぬけした顔で床に落ちたタコを見下ろしている。

　いきなり居い心地ごこちの良い壺から追い出されたタコは、戸と惑まどっているらしく、どこか隅すみっこを目指してうねうねとさまよい始めていた。

『呪い』のあっけない正体に安あん堵どしつつ、ロディアは表向きはあくまで冷たく言い放つ。

「これが呪いか。海辺の街では、人間でもタコを食べる地域はある。彼らは化け物か？」

「そりゃ違いますが、その、嵐あらしが──」

　なおももごもごと言っている水兵たちをあえて無視して、ロディアははしごに取りついた。

「いったん上へ出よう。仕事を終えたら、みんなもだ」

「総員、上層甲板に集合！」

　すかさずカロルが副長の役目を思い出して怒ど鳴なり、アルデアを放り出して首からかけていた笛を吹ふき鳴らす。

　水兵たちははじかれたように動き出し、途と中ちゆうの仕事を放り出してはしごを駆かけ上った。

　騒そう然ぜんとなったレーン号の雰ふん囲い気きを懐なつかしく思いながら、ロディアは上層甲板よりもさらに一段高い艦尾甲板へと上る。

　空は相変わらず、抜ぬけるような青だ。もちろん、嵐の兆候なんかない。

　そのまま手すりに両手をかけ、改めて海のにおいを吸いこむ。

　様々な生き物と潮のにおい。

　半年間ずっと焦こがれていた空気に全身が満たされていき、抑おさえようもなく胸が騒さわいだ。

　彼女は美しいマストと無数の索を見上げて目を細め、舵だ輪りんについたキニスに声をかける。

「実にいい天気だな、キニス。風の具合はどうだ」

「上々、だって。もうすぐ少し湾わん内ないの風が弱まるから、今が一番いい」

　キニスの脇わきに立ったルーナ・ノアの報告を聞いて、ロディアはしっかりとうなずく。

「ならばフィズィが嵐を呼んだ、ということもないわけだ」

　淡々と、しかし辺りに響ひびく声で言い、ロディアは改めて上層甲板を見渡した。

　ロディアの指示で磨みがき抜かれた甲板には、ずらりと水兵たちがそろっている。

　人種も年ねん齢れいもばらばらの彼らの顔には、様々な感情がみてとれた。

　出航前の期待と不安。まだ馴な染じまない船や、見知らぬ仲間に対する違い和わ感かん。

　女の艦長という物もの珍めずらしさと、つきまとう疑念。

　数百人の感情をすべて受け止めねばならないのだと思うと、今さらながらにぞっとした。

　──正直、怖こわい。

　でも、なんだろう？

　ほんの少し、わくわくもするのだ。

　これは多分、この両手にわずかな力があると思えている証しよう拠こだ。

（この美しい船を生かすも、殺すも、私次し第だいだ。そして……ランセの運命も）

　ロディアは一度強く目を閉じ、すぐに開ける。

　挑いどむようでありながら静かな目で皆を見つめて、彼女は告げた。

「今日のこの晴天を、君たちは覚えておいてくれ。この船が嵐で沈しずむ日が来たら、それはフィズィのせいではない。艦長たる私の力不足のせいだ。だから君たちは、隣となりで帆ほを広げ、酒を飲み、剣けんをふるう者たちをけして敵にするな。──間ま違ちがうな。君たちの敵は、海かい賊ぞくだ」

　重みをこめて言い切ると、辺りの雰囲気がほんの少しだけ温度を上げたような気がする。

　自分はランセのような派手な演説はできない。

　だからなるべく、穏おだやかに、しっかりとした発音で言った。




「私は、マディス海軍初めての女性艦長だ。おそらく、誰だれもが甘く見るだろう。お遊びだと言う者もいるだろう。幸い、私はそういった扱あつかいには慣れている。そういう者を黙だまらせるには、行動で示すしかないと知っている。──私はこの海と君たち全員に誓ちかう。我々がこの船で戦い抜き、勝利の声をあげ、その声が我々を笑った者の声をかき消すときまで、私はけして怠たい惰だをむさぼることをしない。君たちと共に海に生き、共に戦う。そして、必ず勝つ。……だから、頼たのむ。この広い海の上で、どうか私と共に生きてくれ」




　なんだか我ながら、一対一の誓いの言葉みたいだ。

　こんなに真しん剣けんで落ち着いた演説は、水兵たちにとっても初めてだったのだろう。どう反応していいのかわからないらしく、甲板はしんと静まりかえったままである。

（それはそうだろうな。……困らせてしまった）

　ロディアはごまかすような咳せき払ばらいをして、脇のカロルを見やって訊たずねる。

「物資の積みこみと艤装は終わったな？」

「確かく認にん済みだ」

[image: ]

「よし。それでは、出航用意だ！」

　ロディアが叫んだ途端、レーン号は「おう！」「行くぜ！」「艦長万歳！」という野太い声と熱気に包まれた。

　ロディアは少しびっくりして周囲を見み渡わたし、胸に熱いものがせり上がってくるのを感じる。

　彼女が自然と華はなやかに笑って手を振ふると、辺りの雰囲気はなおさら熱くなり、浮うかれた口笛の音が青い空にどこまでも響いていった。








４









　マディス王国から出港して七日目。

　ロディアたちの航海は、新兵たちの訓練を行いながら比ひ較かく的てき順調に進んでいた。

　順調でないのは、ただひとつ。

「ランセが発たった、大体の方角はわかっている。それに、相手はあれだけ目立つ、ばかみたいな海賊船だ。目もく撃げき情報は集まるだろうとは踏ふんでいたが──」

　ぎ、ぎぎぎ……と、常にかすかな音を立てて軋きしむ艦かん内ないの最後部、艦かん長ちよう執しつ務む室で、ロディアは机き上じようの海図をにらんでいた。

「んー。ちょっと意外ではあったよなあ」

　机を挟はさんで立つカロルも、海図とその上に散らばる紙片を見つめて難しい顔だ。

　レーン号は、北方大陸の半島の国、デリシア王国領のとある島の湾内に投とう錨びようしている。

　窓からは燦さん々さんと明るい陽光が入りこんできているというのに、ロディアは暗い表情で眉み間けんに指先をあてた。

「ああ。……まさか、こうも情報が多すぎるとは……」

　情報は多いのに、肝かん心じんのランセの行き先がさっぱりわからないのである。

　──黒い帆の船？　見た見た！　何日か前、ここで野菜を買ってったよ。

　──知ってるよ、あっちの島で鯨げい油ゆを売りさばいてたって話だ。

　──こないだすれ違ちがったぜ。びっくりしちまって迂う回かいしたけど、真しん珠じゆ諸島のほうに向かってたんじゃねえかなあ。

　などなど、このデリシア王国の島々は『黒い帆の船』の噂うわさでもちきりだった。

　ロディアは今まで収集した情報を書き写した海図を指で叩たたき、苦く言う。

「普ふ通つうなら情報は多ければ多いほどいいんだ。そのほうが精度が上がるから。しかし、君はこの、今までの情報から割り出されたランセの航こう跡せきを見てどう思う？」

「控ひかえめに言ってもむっちゃくちゃだな。常識的な航路は完全無視。まるであっちこっちに船ごと飛んでいったとしか思いようがねーわ。っつーかむしろ、ほんとに飛んだんじゃね？」

　ばかを言え、と怒鳴ろうとして顔を上げると、そこには大まじめなカロルの顔がある。

　ロディアはカロルを見つめ、しばし黙だまりこんだ。

「……飛べるのか？　ランセ」

　慎しん重ちようにロディアが訊きくと、カロルは真顔で返す。

「いや、さすがに見たことねーけど。なんせミラの力は曖あい昧まいだからなー。そもそも旧神能力っていうのは、俺たちの……えーっと……『認識』？　とかなんとかいうやつに相当関かかわってるぶん、曖昧だって話なんだけど。中でもミラは『運命の反転』ってのがすでによくわかんねえし。ランセはランセでどういう『認識』持ってんだか謎なぞなひとだし」

「……確かにな……。いざとなったら、飛ぶくらいやられてもしかたがない気がするから、ますます航路の予測が立たない。これでは後手後手に回るばかりだ」

　ロディアは言い、強く唇くちびるを噛かんだ。

　目の前に手がかりがあるのに、今後の方針すら立てられない自分がもどかしい。

（私の得意なことと言えば、正せい攻こう法ほうで物事を考えて解決する、それだけなのに）

　こんな調子では、艦長として優ゆう柔じゆう不ふ断だんな人間に見られてしまうのではないだろうか。

　ロディアが胃の辺りに重いものを感じていると、カロルが頭の後ろで手を組み、のんきな声を出した。

「まー、この島でも今までと同じよーに、色々聞きこみするしかねーよ。焦あせってもしょうがねえ。そもそもこんなでかい海で、船一隻せき見つけようってのが結構無む茶ちやな任務なんだから」

（しまった。気を遣つかわせたか）

　なんだかんだ言っても、カロルは副長として意外なほど優ゆう秀しゆうだ。

　申し訳なさをごまかすように視線をそらし、ロディアは言う。

「そうだな。君の働きにはいつも感謝している」

「は？　あー……いや、俺は別にやることやってるだけだし」

　カロルが落ち着かなそうに言葉を濁にごし、辺りに微び妙みような空気が流れはじめたとき、誰かが扉とびらを叩いた。

「すみませんー、珈コー琲ヒーと朝食、お持ちしました」

「サクルか。入りたまえ」

　ロディアが許可すると、サクルが蓋ふたを伏ふせたやたらと大きな銀色の盆ぼんを片手に、もう片手には金属製の珈琲ポットとカップ一式を載のせた盆を持って、よろよろと入室してくる。サクルの顔がまったく見えないほどの大荷物だ。

「うわ、危ねーな！　早くこっち寄こせ！　つか、朝から何、山ほど作ってんだお前は」

　慌てたカロルが歩み寄り、蓋ふた付つきの盆を受け取って食しよく卓たくの円えん卓たくへ置く。

　広さの限られた艦内では、ひとつの場所が複数の役割を持っていることが多い。この執しつ務む室も同様で、艦長の居間であると同時に食堂であり、ときには士官食堂にもなる場所だ。

　いつも置いてあるのは重い執務机と椅子いすだけで、食卓は長机になったり、ひとりからふたり用の円卓になったりする。

　今日はふたり用の卓に珈琲の盆を置き、サクルは茫ぼう洋ようとした笑え顔がおで料理の盆の蓋を取った。

「何って、ご注文どおり、朝食です」

　言葉と同時に漂ただよった、チーズと、肉にく汁じゆうと、新しん鮮せんな果実油の香かおりに、ロディアとカロルは思わずその場で喋しやべっていたことを全部忘れ果てた。

「──サクル。これは、一体なんの料理だか聞いていいか？」

　盆の上にくぎ付けになっているロディアの問いに、サクルはこともなげに笑う。

「いえ、大したものはないんですけどね？　今日は副長も一いつ緒しよってことなので、ちょっとがんばりました。これがですね、表面のみ軽く焼いた牛肉を薄うすく切って、彩いろどりのいい野菜を添そえて、酢すと果実油をかけたもの。あと、チーズを少し。米のチーズ煮にには帆ほ立たて貝がいと白茄子なすを載せてます。柔やわらかいアスファル風薄うす焼やきパンも作りましたから、お口にあいましたらどうぞ」

　一息になされた料理説明に、ロディアとカロルはますますぽかんとしてしまう。

　盆から下ろされた白い皿に載っているのは、マディスでは見たこともないような繊せん細さいさと彩りを持つ料理である。

　ロディアたちはふらふらと本能のままに席につき、サクルが珈琲を注ぐのを待った。

「……ロディアってさ、朝は肉食えないんじゃなかったっけ？」

「マディス風の、脂あぶら身みたっぷりの肉を分厚く切って焼いたものとか、ベーコンは無理なんだが、これは……本当に海軍支給の牛肉だろうか……？」

「さあ……。わかんねーけど、とにかく俺の心境は、食の新大陸にただいま上陸中、むしろ征せい服ふくして旗立てました！　っつー感じ」

「カロル、大だい丈じよう夫ぶか？　表現力がキニス並みだぞ」

　ついつい昔の調子に戻もどりながら、ふたりの前の皿はあっという間に空になる。

「あー……今なら俺にも詩が書けそう」

　あまりの美味うまさにカロルは陶とう然ぜんと言い、ロディアは口元を軽く布で押さえつつ、サクルに複雑な視線を向けた。

「食べてから訊くのもなんだが、貝だの野菜だのは一体どこから手に入れた？　果実油も相当いいものを使っていないか？　私はそんなもの、船に持ちこんだ覚えはないぞ」

　長い航海で食事が大切なものになるのはもちろんだが、海軍省から支給されるのは、塩しお漬づけの肉と酢す漬づけの野菜類、豆、それに真水と酒と、固く焼いたパンだけだ。

　もちろん、これだけではいくら味あじ音おん痴ちで有名なマディス人でもすぐに飽あきが来る。

　士官ともなったら自分で食材やら調味料を持ちこむのだが、ロディアが自分用に持ちこんだのは、生きた鶏にわとりと糖とう蜜みつと、せいぜい少しの香こう辛しん料りようくらいのものである。

　疑い含ぶくみの視線を向けられて、サクルは曖昧に笑顔を引きつらせた。

「え？　だってあっちこっち寄港してるじゃないですか。物売りが来るんですよ。こう、小こ舟ぶねに乗ってね」

「だから。彼らからものを買う金はどこから出ているんだ、と訊いている」

「そんなもの、ありません」

　意外なほどきっぱりした答えに、今度はカロルがぎょっとして声をあげた。

「ありませんって、払はらってねーの!?　まずくねえか、それ！」

「それが大丈夫なんですねえ。下士官がこっそり買い占しめたりしてるのを色々と説得してわけてもらってるだけなんで。アスファルは元々商人の国でして、これくらいは学者あがりでも普通にできるんですよ。そもそも俺は無む駄だ口ぐちが多いですからねえ、こうやってぺらぺら喋っている間に相手が面めん倒どうになって折れてくれることも結構あります、むしろそれがほとんどで」

　恐ろしいまでの肺活量で言い切って、サクルは空になった皿を片づけ始める。

　ロディアはそんな彼を見つめ、つかの間考えこんだ。

（他ほかに何もできそうにないから私の当番兵にしてみたものの、料理の腕うでもすごいし、何より交こう渉しよう力がとんでもないな。うまく利用できれば──いや、やはり危険か？）

　自分より頭のいい人間はもちろん役に立つが、使うとなると難しい。

　おそらく頭脳以外のところ、暴力とか、絶対的な権力とか、忠誠心とかで縛しばらなくてはうまくいかないだろう。

　──果たして今の自分に、サクルを利用できるほどの何かはあるだろうか？

　ロディアが結論を出せないうちに、カロルは疲つかれ顔でサクルに言う。

「あー、うるささのあまり相手が折れるっつー気持ちはわかるわ、申し訳ねーけど」

「別にいいんですよ、小さいころからうるさいうるさいと言われて育ちましたし、今さらです。俺のことをうるさいって言わなかったのは、家族の中でもひとりだけで。あ、これ、このへんの海図ですか？　さすが、マディスの海図は正確だなあ」

　サクルが執務机のほうへ視線をやったので、ロディアははっとして鋭するどい声を投げた。

「サクル。艦長命令だ。言いつけた任務が終わったら、何も言わずに外へ出ろ。いいな？」

　彼女のきつい語調に、サクルはぱっと机から離はなれ、曖昧に笑って敬礼する。

「了りよう解かいです、艦長。俺は首から下は役立たずの人間ですけど、首だけになったら生きていけませんからねえ。それでは、失礼します！」

　サクルが出て行くのを見守ってから、カロルはロディアに視線を戻して笑った。

「美味いもん食ったら、なんか色々どうにかなりそーな気がしてきたな。とりあえず、今日も情報収集しようぜ。あのランセ艦長だ、きっとなんかすっげー変な痕こん跡せきとか残してるって」

　相変わらずランセを『艦長』と呼ぶ彼に苦く笑しようし、ロディアはうなずく。

「そうだな。今日は私が上陸しよう。その間、君はこの船を頼たのむ」
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「ああ、黒い帆ほの船！　来た来た。普ふ通つうに買い物してったよ。海かい賊ぞく船かと思ってびっくりしたけど、商売の許可証持ってたし、ちゃんとお金も払ってたし。船せん籍せきはマデイラだったかな。買ってったものも普通さ。日用品ばっかり。最近目立った買い物っていうと、ちょっと珍めずらしい色のペンキを山ほど買った船があったけど……あれはただの商船だったなあ」

　港のすぐ際にずらりと並ぶ商会の玄げん関かん口で、書類片手の商人は愛あい想そよく言う。

　ぎこちないマディス語で語られる内容に、ロディアはぐったりと肩かたを落とした。

「そうだと思った」

「ん？　何がだね？　海軍さんは、わざわざマディスからあの船を追ってきてるの？」

「ああ、そういうことになるな」

　どうにか表情と威い厳げんを取り繕つくろって、ロディアは横に立つキニスの手元をのぞきこんだ。

　副長であるカロルを船に置いてきたため、今日の情報収集のお供はキニスとルーナ・ノアである。キニスの手帳には、すでに数件の『黒い帆の海賊船』の目もく撃げき情報が記入されていた。

（どれもこれも今までと同じ。ばらばらで当たり障さわりのない内容ばかりだ。そして、船籍まで変えまくっている。実に鮮あざやかなかく乱だな）

「けど、別にあの船は被ひ害がい出してないからなあ。見た目が怖いだけだよ。それよりさ、軍人さんは最近このへんの海域に水竜が出るっての、知ってる？」

　不意に耳に飛びこんできた単語に、ロディアはふと顔を上げる。

　水竜、と、確かに聞こえた。

「いや、まったく聞いたことがない。見た者がいるのか？」

　船に乗せているフィズィのこともある。ただのほら話や迷めい信しんだとしても無視することはできず、ロディアはなるべく興味深そうに訊きいてみる。

　すると、商人は目をきらめかせて身を乗り出してきた。

「いるいる、ここ数日なんだけど、いっぱいいるんだよ。ほら、今、季節嵐あらしの時期だろ？　あれに突つっこんだ奴やつらがさ、でかい波の向こうに銀色の水竜の鱗うろこが光ってたって言うんだ！　それで船を沈しずめられちまったら笑えないけど、無事だったらしいからさ。もし安全に見られるんなら、あたしも死ぬまでにいっぺん見てみたいと思って。それに、嵐の中ってのが本物っぽいじゃないか。フィズィは嵐を呼ぶって話だから、きっと水竜も嵐を呼ぶんだろ？」

（波間に銀色の鱗、という程度では、何かの見み間ま違ちがいである可能性も高いが……単なるほら話なら、もっと大げさな話にしそうな気もするな）

　引っかかるものを感じながら、ロディアは商人の手にいくらかの硬こう貨かを落とした。

「海の怪かい物ぶつか。嵐が来たら気をつけてみよう。ありがとう、役に立った」

「おう。あんたに、いい風が吹ふくようにな！」

　商人は上じよう機き嫌げんで宙にまじないの模様を描かき、商会の建物の中へと帰って行った。ロディアは真っ白な太陽が輝かがやく空を見上げ、次に美しい島全体を見み渡わたす。

　この島はそれなりの大きさがあり、デリシアの首都からもそう遠くない。

　全体が商売で潤うるおい、貴族の別べつ邸ていなどもあるのだろう、緑の丘おかに張りつくようにして密集している白い家々は、かなり豪ごう華かな彫ちよう像ぞうで飾かざられたものも多かった。

　彼ら、島の住人や船乗りを相手にするために、湾わんの近くのわずかな平地にはちょっとした商店や民家が密集し、入り組んだ町並みを見せている。

「旅行に来るなら実にいい島だし、繁はん華か街がいもあるからもう少し落ち着いていたら兵を上陸させてもいいんだが──また、ろくでもない情報しか集まらなかったな。あげくに水竜か」

　街のほうを見るともなしに見て言うロディアを、キニスはいつもの眠ねむそうな瞳ひとみで見つめた。

　ルーナ・ノアはキニスとロディアの間に立ち、ふたりを順番に眺ながめて言う。

「私たち、キニスの天気予測の力で嵐を避さけてきたから、水竜を見られなかったんだろう、って。ロディア、水竜、見たかった？」

　妙みように真しん剣けんに言われてしまい、ロディアはくすりと笑ってルーナ・ノアの頭を撫なでた。

「いいや、水竜には会えなくていいんだ、ルナ。──水竜の噂うわさのことは、水兵たちには内ない緒しよにしておこう。フィズィたちもそれなりにレーン号に馴なれたように見えるが、まだ他の水兵の間に不満が残っているかもしれない。火種は少ないほうがいい」

　ルーナ・ノアはおとなしく撫でられながらロディアの言葉を聞いていたが、やがて小さく首をかしげる。そして、少し唐とう突とつに問いを投げてきた。

「フィズィと、ネライダと、人間。そんなに、違ちがうもの？」

　これはまた、難しい問いだ。

　マディスではかなり差別されるフィズィとネライダだが、アスファルでは人間社会の中でそれなりの地位を持っていた。

　ロディアは少し考えこんでから、理り屈くつではなく、常識でもなく、自分の気持ちに添そった答えを選んで口にする。

「違うところはあるだろうな。でも、同じところもあると思う。心とかね」

　そう。ネライダのランセだって、今レーン号に乗っているフィズィたちだって、一いつ緒しよに暮らしていて感じる心の部分は人間と同じだ。

　共感できるところもあれば、全然わからないところもある。

　ルーナ・ノアはロディアを見上げ、さらに無造作に訊たずねた。

「ルーナ・ノアと人間は、同じ？　違う？」

　一いつ瞬しゆん何を訊かれたのかわからなくて、ロディアは瞬またたく。

「ルナは人間だ。そうだろう？」

「そうなの？　よくわからない」

（これは……どういう意味なんだろう？）

　ロディアは戸と惑まどい、傍かたわらのキニスに問う視線を向ける。

　彼は緩かん慢まんにロディアのほうを見つめ、静かな美声で囁ささやいた。

「彼女は、研究所育ちですから。両親の顔も、見たことがない」

（ああ、それで、か）

　短いキニスの言葉で、すとん、と何かが納なつ得とくできた。

　物心ついたときから家族の愛も知らず、あんな研究所でひとというより研究対象として育てられ、友達のひとりもいなかったのだとしたら。外へ出て他の人間たちを見ても、自分と同じだとは思えないかもしれない。

　しかもルーナ・ノアには、旧神の力があるのだ。

　使いようによってはとんでもなく恐おそろしい、『距きよ離りの反転』という能力。

　それは明らかに、他の人間と彼女を隔へだてるものだ。

　ルーナ・ノアの質問の意味がわかったのはいいが、彼女がもてあましているであろう違い和わ感かんを思うと、今度はロディアがたまらない気分になってしまった。

（少しくらいは、いいよな）

　規律と任務についてうるさくわめく自分の理性をそっとなだめて、ロディアはルーナ・ノアの手を取る。

「ルナ、おいで」

「ロディア？」

　自分の手を取ってまっすぐ街のほうへ歩き出したロディアに、ルーナ・ノアは戸惑ったような声を出した。

　小走りでついてくる彼女を見下ろして笑い、ロディアは久しぶりに明るい声を出す。

「キニスもだ。情報収集ついでに、古着屋に行こう」

「古着屋……？」

「ああ。新しく服を仕立てている時間とお金は、さすがにないからな」

　そうとだけ言い、ロディアは街の大通りへ入っていく。大通りと言っても、馬車が二台ぎりぎりすれ違えるくらいの幅はばで、舗ほ装そうもされてはいない。港からの荷を運ぶ馬車が埃ほこりを巻き上げて走り抜ぬけ、船乗りや女たちが足早にその脇わきを歩いている。

「普通のひとがたくさん」

　ルーナ・ノアは少し不安げだったが、すぐに周囲の様子に気を取られてきょろつき始めた。

　実際にはマディス王都とは比べるべくもない小さな街だ。大通りもしばらく歩いたら終わってしまうのに、彼女にとっては『買い物のために街を歩く』こと自体が物もの珍めずらしいのだろう。

「色々変わった店がある島だな。珈コー琲ヒー豆の専門店に──檸檬レモン酒が名産か。こっちは……ああ、絵の具のにおいがすると思ったら、画家の工こう房ぼうだ。向こうでは観賞用の鳥なんかも売ってる」

　ロディアが率そつ先せんして道に面した店をのぞいていくと、ルーナ・ノアは、ぎゅう、と彼女の腕うでに両手でしがみつき、熱心に店の硝子ガラスケースや、商品棚だなを見つめるようになる。

　そして、いち早く数軒けん先の店を指さして告げた。

「あれ、古着屋さんだと思う」

「──本当だ。さすがにめざといな、ルナは」

　言われてみれば、ルーナ・ノアの示した店の濁にごった硝子の展示窓には、一昔前の美しいドレスが飾られている。

　ロディアは彼女の短い銀ぎん髪ぱつをくしゃくしゃと撫でながら、古着屋の扉とびらを開けた。

　埃と古い布のにおいが漂ただよい、所ところ狭せましとつり下げられ、畳たたんで縛しばって床ゆかに置かれた古着の向こう、勘かん定じよう台で店の主人が顔を上げたのが見える。

「いらっしゃい。──おや、海軍さんか。さすがにマディスの軍服はそろえてないよ」

　少し探さぐるような目でこちらを見た主人に、ロディアはぎこちないデリシア語で答えた。

「今日は軍服は必要ない。この子が着られそうなドレスを出してやってくれ」

「ドレス？」

　主人はきょとんとして繰くり返し、少年にしか見えないルーナ・ノアを凝ぎよう視しする。

　そうして複雑な目つきでロディアとキニスを見つめた後、背後の棚たなから何枚かのドレスを引っ張り出し始めた。

（……ん？　ひょっとすると、今の私たちは、『少年兵になぜかドレスを買おうとする青年士官ふたり』と思われているのか？）

　もしそうだとしたら相当変な想像をされたような気がするが、誤解を解くだけの語学力はロディアにもない。むずがゆいのを我が慢まんして黙だまっているほかなかった。

　当のルーナ・ノアはというと、目の前に積まれ始めたドレスを見て、不思議そうに小首をかしげている。

「ほい。こんなもんでどうだね？」

　店主が出してきたものをぐるりと見渡し、ロディアは気を取り直して想像力を働かせた。

（眼帯はとってはいけないのだろうし、髪かみも短いから、これは服を選ぶ腕の見せ所だな）

　腕を組んで衣い装しようを見つめ、ロディアはキニスに声をかける。

「君はどれがいいと思う？　いっそ、一、二、三、でお互たがい自分の見立てたものを指さすか。いいか？──では、一、二、三！」

　数え終わった瞬しゆん間かん、ロディアとキニスは同じドレスを指さしていた。

　ふたりは顔を見合わせ、地味な感動と共に軽く握あく手しゆを交かわす。

「というわけで、ルナ。これを着てみてごらん」

　そう言ってロディアが取り上げたのは、黒い布とレースを使った袖そでのたっぷりとしたブラウスと、黒いパニエのフリルを見せて着る、品の良い灰色のドレスだ。

　ドレスのみごろは無地で、スカート部分に黒で一面に植物を元にした華はなやかな文様が織りこまれている。色味は地味だが、元はそれなりのお嬢様のために作られたのではないだろうか。

　ルーナ・ノアはドレスとロディアを交こう互ごに見つめ、ためらいがちに口を開く。

「ロディア。それ、任務？」

「違う。好意だ」

「……そう」

　さらなる戸惑いのせいか、ルーナ・ノアは普ふ段だんよりぎこちない無表情だ。

　それでもどうにかドレスを受け取ると、彼女は店主に案内されて、店の奥に布を張った試着のための一角へ入っていった。

　彼女の着き替がえを待つ間、ロディアは一応『捜そう査さ』の形式をとるため、店主に声をかける。

「ところで、店主。この街に最近、私たちの他ほかにマディスの水兵は来なかったか？　もしくは、なんだかやたらと海かい賊ぞくっぽい格好の男は」

「やたらと海賊っぽい格好の男なんか入ってきたら、その場で居留守使っちまいますよ。でも、マディスの水兵さんっぽいひとたちなら来ましたねえ。服を売りに」

「──本当か？　どんな服を売った？」

　意外な情報が出てきたことに驚おどろき、ロディアはつい勢いこんだ。

　店の主人は頬ほおを指でひっかきながら勘定台の向こうへ回り、紙束を引きずり出して一枚一枚めくり始める。

「どんなっていうと、男ものの衣装ですなあ。ド派手な、赤と金の……そう、それこそ芝しば居いの海賊が着てそうなやつです。あんなもん滅めつ多たに見ないからおもしろがって展示窓に飾かざってたら、物好きがあっという間に買ってっちまった」

　赤と金の、いかにもな海賊衣装。

　思いもかけない衝しよう撃げきに、ロディアはかすかに震ふるえた。

（間ま違ちがいない。ランセだ。ランセが着ていた服だ！）

　ランセはここに寄港したのだ。そして、服を売った。

　やはり、ロディアたち追っ手をまこうとしてるのだろうか？　おそらくはそうだろう。

　一気に思考が回り出すのを感じながら、ロディアはどうにか興奮を抑おさえて訊きく。

「その水兵たち、マディス人らしいということ以外に何か特とく徴ちようはなかったか？　これからどこへ行くというようなことは言っていなかった？」

「いや、こっちもマディス語はかたことしかわかりませんからねえ。港で訊いたほうが早いんじゃありませんか」

　その、港で訊いても混乱するだけだからこそ、勢いこんでいるのだ。

　ロディアは古着屋の襟えり元もとをつかんで色々詰きつ問もんしたい気持ちをぐっと抑え、唇くちびるを引き結んだ。

　間を置かず、試着用の布の向こうからか細い声が聞こえてくる。

「ロディア……行方ゆくえ不明」

「ルナ？　行方不明って、一体何がだ」

「……頭」

（……なんだ、それは）

　ロディアはまだ半分ランセの衣装のことを考えながら、慎しん重ちように布の間から顔を突つっこんでみた。すると、そこにはドレスに頭と片かた腕うでを突っこんだまま、どこから顔を出していいのかわからなくなって固まっている少女の姿がある。

「なるほど、頭が行方不明だ。ちょっと待って──そう、ここからまず手を引っこめて。一度両手を上げて──そうだ」

　ロディアは自分も少々苦戦しながらドレスのくるみボタンを外し、改めてルーナ・ノアに着せてやった。

　やっと外に顔を出せた彼女は、ほっと息をついて頭を何度か振ふる。

（これは──思った以上に綺き麗れいだな）

　乱れた銀髪をロディアが指で整えてやると、そこには実に不思議な雰囲気の美少女が現れた。

　貴族的ではない。庶しよ民みん的でもない。ぎこちなく瘦やせた手足は女の色いろ香かをまといはしないが、その代わりに中性的な魅み力りよくがある。

　彼女の欠けたところの象しよう徴ちようみたいだった眼帯も、こうしてみると何かの装そう飾しよくのようだ。

　それは少し変わった人形のような、硬こう質しつな美しさだった。

「今の君は、まるで銀で作った薔ば薇らみたいだな。……綺麗だ」

　ロディアが感じ入って言うと、ルーナ・ノアは何度か首をかしげて、くるくる回る。

　多分最初は自分で自分の格好を見ようとしたのだろうが、途と中ちゆうからスカートが翻ひるがえるのが面おも白しろくなったのだろう。その様子が自分の尻尾しつぽを追いかける猫ねこみたいにも見えて、ロディアは小さく笑って彼女を店の中央へと連れ出す。

「ほー。これは、何やら意外なほど似合ってますな」

　勘定台から身を乗り出して感かん嘆たんの声を上げた主人に、ロディアは優ゆう越えつ感に近いものを覚えて告げる。

「意外、は余計だ。私と彼の見立てだぞ。これはもらっていく。それでいいな、キニス？」

　一応彼にも確かめると、キニスはぼんやりとルーナ・ノアを見つめていた。

　そして、静かに告げる。

「綺麗です」

　いきなりの美声に、ルーナ・ノアはロディアの袖をつかんだまま、ぴたりと止まる。

　彼女はじっと自分のつま先を見つめていたかと思うと、今度はぐいぐいロディアの袖を引っ張り始めた。

「……帰ろう」

「ああ、そうだな。この辺りの店にもう少し聞きこみをしたら、帰らないといけない時間だ」

　ロディアはうなずき、ルーナ・ノアは彼女を妙みように真しん剣けんな顔で見上げて言う。

「──これ、脱ぬいで帰る」

「そうなのか？　可愛かわいいのに。もったいないと思わないか、キニス」

　問われたキニスはロディアを見つめて緩ゆるやかに一度瞬またたいたが、その途中でルーナ・ノアが澄すんだ声をあげた。

「ロディアのばか！」

「……え」

　何を言われたのかよく理解できずにロディアが突っ立っている間に、ルーナ・ノアは布の向こうに駆かけこんでしまう。

「…………？　キニス。今のは、何がいけなかったんだと思う？」

　密ひそかに傷ついてキニスに訊くと、彼はかすかに首をかしげてロディアの頭を撫なでた。

「──!?　なんのつもりだ、君は！」

　ロディアは慌あわててその手首をつかみ、キニスは手をつかまれたまま、緩やかに二回瞬く。

　──わたしにもわかりませんが。あなたもあなたで、女心のわからないひとですね。

　なぜか、そんな声が聞こえたような気がした。
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　ルーナ・ノアの衣装を包んでもらった後も聞きこみを続けたロディアたち一行だが、得られた情報は、やはり断だん片ぺん的なものだった。

（ランセたちがここにいたのはほぼ確実になってきたが、正確にいつ、どちらに向かって出航したのかわからないのが問題だ。それにしてもわざわざ服を売って証しよう拠こを残すなんて、一体何をやってるんだ、あのひとは。私がそんなことにも気づかないと思っているのか？）

　実際すぐには気づけなかった自分がいるせいで、ロディアの苛いら立だちはなおも募つのる。

「──ロディア、レーン号の上、何か、変」

　物思いにふけっていたところへルーナ・ノアの声が響ひびき、ロディアは急速に現実に引き戻もどされた。ロディアたち三人は、港で待機している小こ舟ぶねに小こ銭ぜにをやって乗りこみ、少し離はなれて停てい泊はくしているレーン号に向かう途中だ。

「変？　どんなふうにだ」

　ロディアが夕暮れの中で徐じよ々じよに近づいてくるレーン号を見つめて訊いたとき、乾かわいた破は裂れつ音が辺りに響いた。

　小舟を漕こいでいた男が、びくりと震えてレーン号を見やる。

「ちょっとちょっと……今の、銃じゆう声せいじゃないですか？」

「確かに、そのようだな。急いでくれ！」

　ロディアは険しい声を出した。焦あせりと恐きよう怖ふがどっと零こぼれそうになるのをどうにか抑え、小舟の底から予備の櫂かいを取り出そうとする。

　横からひょい、とキニスの手が出てきて、ロディアの代わりに手て際ぎわよく予備の櫂を小舟につけた。無言のままキニスが漕ぎ手に加わると、小舟はさっきまでよりも順調に海上を滑すべり出す。

　ロディアは視線で彼に謝意を表し、あとはひたすらにレーン号を見つめた。

　海の中に落ちつつある夕日がロディアの肩けん章しようを光らせる。

　港のほうに注意していれば、ロディアの姿は目に入るはずだ。それなのに、レーン号から艦かん長ちようを迎むかえる笛の音は響かない。

（これは、艦かん上じようがよほど混乱していると思って間違いない）

　ロディアはじりじりとしながら小舟がレーン号に着くのを待ち、いち早く立ち上がって舷げん側そくをよじ登った。とにかく急いで彼女が上層甲かん板ぱんに姿を現すと、水兵の間にざわめきが走る。

　そして、空に向かって銃じゆうを構えていたカロルが、鋭するどい視線をロディアに向けた。

「ロディア！　遅おせえよ！」

「ロディア、ではない。艦長、だ。……一体何があったのか、説明してもらおうか」

　緊きん張ちようのあまり冷え切った声で言いながらも、ロディアは甲板上の状じよう況きように視線を走らせている。

　甲板には、異常な数の水兵がいた。

　下層甲板にいるべき人間も集まってきているのだ。

　水兵たちはすっぱりと二手に分かれている。片方はフィズィ。片方は人間。

　その真ん中に、カロルと古参水兵、サクルがたたずむ構図だ。

（ひょっとしなくても、恐おそれていた事態が起こったか）

　人間とフィズィたちの対立。乱らん闘とうになりかけたところを、カロルが銃声で収めたのだろう。

　あと一分、一秒でもロディアが帰ってくるのが遅おそかったら、とんでもないことになっていたかもしれない。

　内心の動どう揺ようが顔に出ないよう、全力で自制しながらロディアはカロルの前に立つ。

　カロルはまだ警けい戒かいしつつも、銃を下ろして敬礼した。

「報告します！　艦長がお留守の間に、水兵のバートンが上官に当たる准じゆん士官のラリックをぶん殴なぐりまして。上官を殴ったバートンは死し刑けいだって宣告したら、バートンと彼の仲間が抵てい抗こうしたんです」

　実に明快な、よくある話だ。しかし、よくあるからといって楽しい話なわけもない。

「……バートンを前に出せ。事情を聞く」

　ロディアの命令に、水兵たちは無言で互たがいに視線を交かわし、ひとりの青年を甲板の中央へ押し出した。

　バートンと呼ばれた青年は案の定と言おうかなんと言おうか、首筋に美しい銀の鱗うろこを持ったフィズィだった。もうすでに死んだような青い顔をしている。

　ロディアは冷れい徹てつに見えるよう装よそおって彼を一いち瞥べつし、次に人間の水兵たちに視線をやった。ラリックという男のほうは知っている。帆ほの整備を担当する主任的な役割の准士官だ。

「ラリック、君も来い。喧けん嘩かの原因はなんだ？　嘘うそは身のためにならないぞ」

　ロディアが呼ぶと、ラリックは役割に似合わない、ごつい長身で妙に堂々と前に出てきた。

　彼は侮ぶ蔑べつ的な視線をバートンにやってから、背を正して言う。

「この辺りの海で、水竜が出たって噂うわさを聞いたんでさ、艦長。それで俺はバートンに、お前らが水竜を呼んだんだろう、俺たちの船を沈しずめるな、って言いました」

（……！　水竜の話、知られていたのか）

　今朝方、商会の人間から聞いた水竜の話が蘇よみがえり、ロディアは軽く拳こぶしを握にぎった。

　確かに、あの調子で言いふらされていたら、ロディアたちが黙だまっていても誰だれかの耳には入って当然だ。それにしても、まさかこんなに早く最悪の事態を招いてくれるとは。

　頭を抱かかえたい気分だったが、そんなことができるわけもない。

　冷徹な視線でラリックをねめつけ、ロディアは言う。

「私は航海が始まる前に言ったはずだな？　この船に嵐あらしで被ひ害がいが出ても、それはフィズィのせいではない、と。その水竜とやらのせいで、我々は何か害を被こうむったか？」

　ラリックは答えなかった。代わりに、人間の水兵たちの中から声が飛んでくる。

「水竜は船をひっくり返す。奴やつらは嵐を呼びます」

「誰だ、今勝手に喋しやべった奴！」

　カロルが血相を変えて叫さけぶが、ロディアは手を上げてそれを押しとどめる。

　周囲の空気が悪いせいで、肌はだがぴりぴりするような気がする。

　誰もが不ふ審しんの目でこちらを見ているように思え、目の前が絶望で薄うす暗ぐらくなりそうだった。

　ロディアは皆みなに気づかれないように深呼吸して、静かな、強い声こわ音ねを絞しぼり出した。

「季節嵐のことなら、我々はすでにそれを迂う回かいしている。私とキニスがいれば、雲を読むくらいは簡単だ。そこは信じてほしい」

　これは本当のことだ。キニスに憑いている旧神、【ケロス】は天候神である。

　命を代だい償しようにすれば天候をひっくり返すことができるし、普ふ段だんから周囲の天候をある程度先まで読むことができる。彼の能力と海の知識を使えば、レーン号は相当な精度で嵐を避さけることが可能だった。

　しかし、水兵たちの顔は今ひとつ納なつ得とくできない、といったものばかりである。

　ロディアはキニスの能力をあえて公おおやけにしているわけではないから、水兵たちからすれば、やたら無口な航海長と経験の浅い艦長にそんなことを言われても納得がいきかねるのだろう。

（──どうしたらいい。この事態、私なんかにうまく収められるのか？）

　考えろ。せめて何か打開策を考えろ。

　そうやって自分を鼓こ舞ぶしてみるものの、緊張のせいで、ともすれば頭は真っ白になってしまう。

　そこへ、フィズィのバートンが小さな声で訴うつたえた。

「……艦長。彼は、今言っただけじゃありません。フィズィに対する、汚きたないののしりを延々と繰くり返しました。それで、俺はたまんなくなって……」

　やはりだ。やはり、この喧嘩の背後には人間とフィズィの対立がある。

　バートンを罰ばつすればフィズィに反感を買い、彼を減げん刑けいすれば人間の反感を買う。

（どちらかを選ばねばならない。しかも素す早ばやくだ）

　ふたつにひとつ、どちらかを選ばなければならないなら──いかに感情がひどく泣きわめこうと、ロディアの理性はあっさりと答えを出してしまう。

　こんなとき模も範はん的な艦長として言うべきこと、やるべきことは、たったひとつだけなのだ。

「君はたまらなくなって、上官を殴ったんだな？」

「──はい」

　震ふるえるバートンをせめて必死に見つめて、ロディアは告げた。

「ならば、仕方がない。バートンは死刑になる」

　言った後で、言葉の重さがずしんと胸にのしかかってくる。

　船の上では、艦長が法そのものだ。

　自分のひとことで、目の前の青年は死ぬ。その証拠に、青年の目はあっという間に絶望に染まり、今までの気弱な態度をかなぐり捨てて必死に叫び始める。

「でも、艦長！　艦長は約束したじゃないですか、俺たちも人間と同じ扱あつかいを受ける、って」

「同じ扱いだから死刑なんだ。そうだろう？　どんな罵ば倒とうをされようと、上官を傷つければ死刑になると、私は最初に船に乗る全員に宣言したな？」

　ここで揺ゆらいだら、艦長としての威い厳げんそのものが揺らぐ。

　だからロディアは、相手を冷たく突つき放した。そうできた自分にほんのかすかに安あん堵どしつつ、そんなものとは比べものにならない巨きよ大だいな恐怖で押しつぶされそうになっていた。

「……ロディア」

　カロルがどことなく心配そうな声をあげる。でも、それを周りが見ている。

　彼に頼たよってはいけない。ロディアは全身に残った力をかき集めて背を正し、赤い軍服の海兵隊に命令を飛ばした。

「処しよ刑けいは翌朝行う。バートンを最下層甲板の営倉へ！　私は、今日はもう休む」

　海兵隊がバートンの両りよう脇わきから彼を押さえつけるのをどうにか確かく認にんしてから、ロディアは艦長室へとまっすぐに歩いて行く。

　もう彼女を呼び止める声はない。カロルが背後で水兵たちに元の持ち場へ戻もどるよう、命令を飛ばしているのが聞こえる。

　彼に任せておけば、この場だけはどうにかなるだろう。

　それが、今の彼女にとってはせめてもの慰なぐさめだった。
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　甲板から戻って艦長執務室の扉とびらを閉めた途と端たん、膝ひざが抜ぬけそうになって、ロディアは慌あわてて扉にすがった。

「なんだ……？　疲つかれてる、のか」

　声に出してみると、ますます身体からだから力が抜けそうになる。

　心臓が妙みように速く打ち、足あし下もとは雲を踏ふむようにおぼつかなかった。

（そういえば、ここのところろくに休んでいなかったか。まとめて眠ねむれてもいないし）

　出航準備からランセとの追いかけっこまで、初めての艦長としての務めに必死で、自分の身体のことなどかまっている暇ひまがなかったのは本当だ。

　とはいえ、こんなところで倒たおれてしまったら──そう思うとぞっとする。

　やはり女は女だ、いざというときに頼りにならない。あっという間にそんな噂が走って、自分はお飾かざりの艦長にされてしまうだろう。

　昔からの貴族の艦長みたいに、美しい役立たず扱いされるのだ。

（駄だ目めだ。とっとと休んで、せめて平気な顔ができるくらいに回復しておかないと）

　何しろ、明日には処刑も待っているのだから。些さ細さいな船の傾かたむきで座りこみそうになりながら、ロディアはどうにか部屋の真ん中の長机を伝って寝しん室しつのほうへ行こうとする。

　やけに長く感じた道のりの果て、小さな艦長寝室の扉の取っ手をつかんだとき。

　ふと、艦長執務室の机が目に入った。

　木製の執務机に、一いつ瞬しゆんランセの幻げん影えいが見える。

　真しん剣けんな顔で椅子いすに座り、机き上じようの海図にコンパスを置いて考えこんでいる姿。

　──今はそこにない姿。

　唐とう突とつに心臓が締しめ付けられるような痛みを覚え、ロディアは小さくあえぐ。

　苦しい。うまく呼吸が出来ない。

　どうしたらこの気持ちが収まるのかわからなくて、いつの間にか手を伸のべ、執務机の端はしをつかんでいた。そのまま、くずおれるように椅子に身体を押しこみ、机上に頬ほおを載のせる。

（ランセ。あなたはいつも、ここで何を考えていたんだ）

　船体のきしみが、机を通して聞こえてきた。後ろの壁かべについた灯あかりが揺れて、飴あめ色いろの机上に光が落ちる。そこに長年刻まれた無数の傷。

　そのうちのいくつかは、ランセがつけたものなのだろう。

　ロディアは机上に這はわせた指を伸べ、すがるように傷に触ふれた。

　まるで、ランセ自身の傷に触れているような気分だった。

　あなたはどうやって、どんな気持ちで、仲間たちに手を伸べて、抱だきしめて、その命を捨ててくれるように命令していたんだろう。

　あなたの心は痛まなかったのだろうか。

　あなたの心は、どうやってこの孤こ独どくに耐たえていたのだろうか。

　再び胸の痛みが耐え難がたく強くなって、ロディアは顔をしかめ、机に爪つめを立てた。

　そこへ、波の音に混じって扉を叩たたく音が響ひびいてくる。

「艦長。珈コー琲ヒーをお持ちしました」

「ああ、サクルか。……入ってくれ」

　断るのも面めん倒どうで、ロディアはどうにか身体を起こすと、軽く髪かみを整えた。

　サクルはいつもののんびりとした顔でやってきて、ロディアの座る執務机に銀色の盆ぼんを置く。ところが、一向に珈琲の香こうばしい匂においはしてこない。

　不審に思って見上げると、サクルはやけに穏おだやかな顔をして言った。

「俺の意見を言ってみてもいいですか、艦長？」

（意見、ときたか）

　少し警けい戒かいしながらも、ロディアは浅くうなずく。

「意見ならば、好きに言うといい。許可する」

「ありがとうございます。人望を取り戻そうとするなら、士官たちの能力を使うことですよ」

「──何？」

　いきなりの予想外の台詞せりふに、ロディアは目を瞠みはって背もたれから背を浮うかせた。

　サクルはにっこり笑い、肩かたをすくめて続ける。

「正直に感情を顔に出さない、出さない。いやあ、俺はアスファル帝てい国こくにいたころ、あなたがたの旧神能力についてもずいぶん調べてましてねえ。すごいものだったみたいじゃないですか、船をばらばらにしたり、燃やしたり。ああいうのをうまーく使ったら、あっという間にみんなあなたを尊敬しますよ。今こそ、それをやるべきときなんじゃないんですか？」

「……なるほど、君があまりに料理がうまいので、アスファルでどんな存在だったか忘れかけていたよ。それで？　私がそうしたとして、君になんの得がある。君の望みは一体なんだ」

　ひりつくほどに警けい戒かい心しんを漂ただよわせるロディアに、サクルは困り顔になって頭を掻かいた。

「そんなにつんつんしなくったっていいでしょう。美人が台無しだ。俺はあなたを気に入ってるんですよ。アスファルにいるときからそうだったでしょ？　今はこうして当番兵にして守ってもらってるし、俺は俺なりにあなたの役に立ちたいんです、ただそれだけですよ」

「忠誠心は嬉しいが、不完全な情報をもとに重大事に口を出すのは感心しない。私は我が艦の士官たちに君の言うような能力があったとしても、そうそう気軽に使いたいとは思わないね」

「そうなんですか？　もったいない。ひょっとして、とんでもない代だい償しようでも支し払はらうのかな」

　さらりと返され、ロディアの緊きん張ちようはますます高まる。

（こいつは、代償についても知っているのか？　それとも、単なる引っかけか）

　ロディアは痛み始めたこめかみに指をあて、少し皮肉に微笑ほほえんだ。

「サクル。君は、やはり自分の立場がよくわかっていないようだ」

「あはは、怖こわい顔だ。自分の立場くらい、わかってますとも。俺はずるがしこいですからねえ。知識があるうえ、あなたよりも、この船の士官の誰だれよりもひとが悪い。だからね、他ほかのひとたちにはできない役を買って出ようとしてるだけです。ね、俺のこと、利用してみませんか？」

「利用、か」

　聞き慣れない単語のように響くそれを、ロディアは繰り返してみる。

　サクルは青みがかった黒の瞳ひとみを静かに光らせて告げた。

「そうです。この船が追ってるランセ艦長。とぼけてるけど優ゆう秀しゆうな男だったと聞きました。あなた、任務うんぬんとは別に、ランセ艦長に何かで勝ったことはありますか？　信しん頼らいにおいてとか、戦いにおいてとか、知略においてとか。──多分、俺とあなたが組んだら、勝てるんじゃないかな。俺たちには彼にないものがあるし、俺はそういう、劣れつ勢せいのほうに与くみして味方側を勝たせるってのが結構好きです。盤ばん上じよう遊ゆう戯ぎみたいで、ときめきますよねえ」

　ランセに勝つ。その言葉自体は思ったより魅み力りよく的だった。

　自分は彼に追いつこうとしてずっと頑がん張ばってきたのだ。最終的には、彼に勝つか負けるかの話になるかもしれない。

　……ただ、そのときはそのときで、ロディアは正々堂々と戦いたかった。

「サクル。私は命の取り合いを遊戯と見る人間は、好きになれない」

　ロディアがいっそ穏やかなほど淡たん々たんと言うと、サクルはすっと目を細めた。

「いちいち好きになっていただかなくたっていいんですよ。『利用』に好き嫌きらいは関係ない。──真ま面じ目めなひとだな、あなた」

　声が低くなり、一瞬だけ何か生々しい感情を含ふくんだような気がする。

　なんだろう、とロディアが顔を上げたとき、なんの前まえ触ぶれもなく艦長室の扉が開いた。

　ぴくりとサクルがそちらへ視線をやり、元の雰ふん囲い気きを取り戻す。

「あら？　なんだか怪あやしい雰囲気ですのねえ。お取り込み中でした？」

　辺りに響いた、少し不自然なほど大きい声はアルデアのものだ。彼は今日も真っ赤な巻き毛を肩に零こぼし、手には葡ぶ萄どう酒の瓶びんを持って微笑んでいる。

　ロディアは正直救われた気分で、自然に表情を緩ゆるめた。

「アルデアか。ちょうどよかった、入ってくれ」

「言われなくても入りたければ入りますけれど。さっきは大変だったみたいですわね、ロディア。わたくし、とっておきの葡萄酒一本分くらいはつきあってあげてもいいような気分なのですけれど、いかが？」

　色っぽく誘さそう口調で言いつつも、アルデアの灰色の瞳は鋭するどく光ってサクルを見ている。

　サクルはアルデアの瞳から何を読み取ったのか、素す早ばやく盆を回収してのんびりと微笑んだ。

「──それでは、俺はこれで失礼いたします。どうぞごゆっくり」

「ああ、ありがとう。今日はもう休んでいい」

　ロディアに言われて彼が出て行ったのを確かく認にんすると、アルデアは食事用の長机から椅子をひとつとって、執務机の前へ置いた。

　次に、とん、と葡萄酒の瓶を机に載せて、妖よう艶えんに笑う。

「ちょうどよかった、ってどういう意味？　わたくしたち、約束でもしてたのかしら？」

「サクルとの問答にちょうど疲れていたところだったんだよ。会話を切るきっかけがほしかった。利用してすまないな。少し疲れ気味だったから、君に相談したかったのは本当だしね」

　ロディアは喋しやべりながら重い身体を起こして立ち上がり、艦長室の隅すみにしっかりと固定された棚たなを開けて、布の内張のある箱からクリスタルグラスをふたつ取り出した。

「疲れがとれる薬なら色々ご用意できましてよ。その身体を長く使うつもりなら、お勧すすめできないものも多いですけれど。魂たましいを治ち療りようするにはお酒が一番。──さ、乾かん杯ぱいしましょ」

　アルデアは甘ったるく笑って言い、グラスに真しん紅くの葡萄酒を注いでいく。

　ロディアは彼の繊せん細さいな指からグラスを受け取り、心からの感謝を込めて言った。

「国王陛下に。……そして、君の優やさしさに」

「わたくしとあなたの、奇き妙みようでくだらない運命に」

　アルデアの言いようは妙みように真しん剣けんで、ロディアは小さく笑ってしまう。

　グラスに口をつけると、薫かおり高い葡萄酒がするりと喉のどをすべっていった。なんだかやけになめらかな酒だ。手て触ざわりのいい毛皮でも撫なでているかのような感覚が心地ここちよくて、思わずグラス半分ほどを干してから机上に戻もどす。

「……なんだかすごい酒だな。もったいない飲み方をしてしまった」

　ロディアが言うと、アルデアは静かに返した。

「いいんですのよ。あなたのための薬ですもの」

「私のため──？」

　聞き返しながら、ロディアは椅子いすの背もたれに体重を預けた。

　ところが、いつまでも背もたれに触れた、という感かん触しよくがない。

（なんだ？　椅子が壊こわれた、というわけじゃあるまいし）

　何があったのかわからず、ロディアは身体からだを起こそうとした。

　しかし、それもできない。身体がおそろしく重い。

　いや、重いのを通り越こして、もう自分の身体がどこにあるのかよくわからない。

　必死に指を動かそうとしたが、肘ひじ掛かけに載った指はまるで他人のもののようで、動くどころか感覚が戻る気配すらなかった。

（これは、まさか）

　真っ黒な不安がにじみ始めるのを感じ、ロディアは重い眼球をどうにかアルデアのほうへ向けた。グラスを手にしたまま、じっと自分のほうを見つめているアルデアの灰色の瞳と視線があう。彼の顔からはいつの間にか甘さが抜ぬけていた。

　作り物じみた美び貌ぼうの中で、彼の瞳だけが静かな熱をもって燃えている。

　その瞬しゆん間かん、ロディアは直感した。

（毒だ）

　アルデアに、毒を盛られたのだ。

　信じがたいことだが、信じるしかない。

　その証しよう拠こに、彼は乾杯しただけで葡萄酒に一度も口をつけていない。

　状じよう況きようを理解したと同時に、音を立てて全身から血が引いたような気がする。

「アルデア……何、を」

　ロディアがやっとうめくような声を絞しぼり出しても、彼は一向に答えない。

　無表情のままそっとグラスを机き上じように置いて立ち上がると、アルデアはロディアの座っている椅子の肘掛けに手をついた。

　そのまま腰こしを深く折って、アルデアがロディアの顔をのぞきこんでくる。

　笑えみをなくしたアルデアのまがまがしいまでの美しさが、そして何より自分の身体がろくに動かないことが、耐たえ難がたい恐きよう怖ふとなってじわじわとロディアの心臓に浸しみてくる。

　アルデア。その名を懸けん命めいに呼ぼうとしたとき、彼の唇くちびるにふっと暗い笑みが浮うかんだ。

　美しく整えられた爪つめがロディアの頬ほおに触ふれて、顎あごまで輪りん郭かくをなぞっていく。

　ロディアには少しも感じ取れないその感触を楽しむようにして、アルデアは囁ささやいた。

「あなたってほんと、無む邪じや気きにひとを信じるんだから。そこはランセよりたちが悪いよ。ランセはなんだかんだ言っても、国王陛下以外の誰にも心を許してなかった。あなたは違ちがうね。こんな罠わなにだって簡単に引っかかる。『弟さんをください』には、さすがに笑ったな」

　彼の声は甘いが、鋭い。

　触れれば切れてしまう、極限まで薄うすくした刃やいばのよう。

　アルデアは彼女の頬をそっと片手で覆おおい、とろけるような優しい声をかける。

「すごく疲つかれた顔してる。でも、なんでだろうな。あなたはどんなときでも、綺き麗れいに見える。美しく装よそおっていなくても。無様なときでも。……悔くやしいな。悔しいから、少し、酷ひどいことでもしようか？」

　囁きと共に、アルデアの指がロディアのきちんと留められた軍服の襟えりにかかった。

　片手で器用に留め金を外し、さらけだされたロディアの白い喉を見て、彼は笑う。

　あざけるようなほほえみだった。

　それを見た途と端たん、恐怖と衝しよう撃げきが胸の奥でふらりと悲しみに変わる。

　ロディアは一度強く歯を食いしばり、どうにか囁いた。

「私の、せいか？」

「何が？」

　アルデアの声はまだ笑っている。でも、どこか泣いているようにも響ひびいた。

　ロディアは彼を必死ににらみつけて続ける。

「君が、そんなに苦しそうな顔でこんなことをするのは私のせいなのか、と訊きいている。私がランセと違うから？　君の毒を疑うことなく吞のみこんでしまうから？　それが君を苦しめているなら──その苦しみがこんなことでまぎれるなら、好きにしたらいいだろう。君の繊細な指で手た折おれると思うなら、やってみろ」
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　どうにかそれだけ言うと、彼女は思いきって目を閉じてしまった。

　ほとんど感覚のなくなった身体の中で、心臓だけが強く鼓こ動どうを響かせている。

　……正直、少しは怖こわかった。悔しかった。誠心誠意でつきあってきたはずの彼が、こんな手段に出た、その事実でめまいがしそうだった。

（でも、このくらいで絶望などしてやるものか）

　これがアルデアを信じた代だい償しようだというのなら、支し払はらってやる。それしかない。

　覚かく悟ごを決めた後は、やけにゆっくり時間が経たった。

　やがて、不意にロディアのまぶたに温かいものが載のる。

　なんだろう、とうっすら目を開けてみると、眼球に水が入って視界がぼやける。

（水──？　雨でもないだろうに）

　怪け訝げんに思ってどうにか目をこらした。

　すると、アルデアはさっきとは打って変わった様子で突つっ立っていた。せっかくの綺麗な顔から、ぽたぽたと涙なみだのしずくが零こぼれている。

「……ほんと、あなたは、嫌いやだ」

　子供みたいに嗚お咽えつをかみ殺し、アルデアは頬を這はう涙を手の甲こうで拭ふき取った。

　それでもぬぐいとれないぶんが、ロディアの頬に落ちてくる。

　──アルデア。大だい丈じよう夫ぶか？

　問いたかったが、もう声が出ない。それに、見るからに大丈夫なわけがないのはよくわかった。彼の涙が落ちてくるたびに、ロディアの悲しみは深くなってしまう。

　動かない身体がもどかしくて、いてもたってもいられない。

　今すぐ立ち上がりたい。あなたを抱だきしめたい。

　今こそ、そうすべきときなのに。

　その証拠に、彼は本当に苦しそうに喋っている。

「本当は、あなたが苦しそうなのを見るの、嫌なんだ。優しくしたいんだよ、ロディア。あなたがするみたいに、優しくしたいんだ。誰だれにでもじゃない。あなたにだけは、ただ、優しいだけでいたいんだ。だけど……優しくしようとしても、苦しくてさ」

　アルデアは小さくあえぎ、ドレスの胸むな元もとをつかんでぎゅっと目を閉じる。

　彼の美しい唇は震ふるえ、か細い悲鳴みたいな言葉を吐はき出す。

「僕はあなたが思ってるよりおかしいんだ。だって、あなたの綺麗な血を見たい。悲鳴を聞きたくってたまらない。僕だってわかってる。そんなことしたら、後こう悔かいするんだ。死ぬほど後悔する。あなたは生きてるほうが綺麗だ。絶対に、そうなんだ。わかってるのに、血まみれの夢が消えなくて──怖い。怖くて死にそう。でも、臆おく病びようだから、死ねないんだ」

　恐おそろしい告白に、ロディアの全身はぞくりと冷たくなる。

　アルデアは緩ゆるやかに目を開けると、涙に濡ぬれて不思議に澄すんだ瞳ひとみをして、囁いた。

「誰かを憎にくむのは楽なのに、大切にするのは、死ぬほど怖い。僕はどうして、こんなに狂くるってるんだろう」

「アルデア」

　無理やりに絞り出した声は、本当に声になっていたのだろうか。

　わからないが、多分多少は伝わっていたのだろう。

　アルデアはかすかに笑って、ロディアのまぶたに触れた。

　彼の指が、そっとまぶたを閉じてくれる。

　目の前に闇やみが広がり、アルデアの声がか細く響く。

「……サクルの話、聞こえてたよ。ロディア、僕ならいいから。旧神の力を、使わせて。あなたが命令するなら、僕は聞くから。僕の腐くさった命でよければ、あげるから。あなたを傷つける前に、僕を殺してしまったらいい。あなたのためになるなら、僕は本当に、それでいい」

　アルデア、やめてくれ。どうしてあなたまでそんなことを言うんだ。

　もっとも旧神のために寿じゆ命みようを消費するのを恐れていたあなたにそんなことを言われたら、心が揺ゆれる。

　感情が『嫌だ』と泣きわめく一方で、理性は一番たやすいほうへ走りたくなる。

　──ならば、使ってしまえばいいじゃないですか。

　もうろうとした頭のどこかで、サクルののんびりとした声が響く。

　──望まれているんでしょう？　だったら使えばいい。殺してあげなさい。

　──それが親切ってことだって、ときにはあるんです。

　……これは、本当にサクルの声だろうか？　それとも、自分の声？　自分も、本当はサクルのように考えてるのか？　本当は、自分も彼の同類なのか。

　ランセ。ランセ、教えてくれ。私はどうしたらいい？

　必死に心の中で名を呼ぶと、不意に彼の気楽な声が聞こえたような気がした。

　──そんなん、お前の好きにしろ。

　──お前の好きな道が、お前に合ってる道なの。

　──無理しても、どーせボロが出るだけだぜ。

　──人生ってのは常に戦場で、色々包み隠かくしてる余よ裕ゆうなんかありゃしねえんだから。

　ああ、なんだかいかにも彼らしい答えだな、と。

　そう思った次の瞬しゆん間かん、ロディアの意識は深い闇の中に沈しずんでいった。
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「……生きてる」

　翌日、ロディアはやけにすっきりした気持ちで覚かく醒せいした。

　何度か瞬またたいて身体からだを起こし、周囲を確かく認にんする。

　ここは昨晩、意識を失った艦かん長ちよう執しつ務む室ではない。執務室の一角にある寝しん室しつの、吊つり寝しん台だいの上だ。指で探さぐると上着とシャツのボタンがいくつか外れているのがわかったが、それ以上の服装の乱れはなかった。

（昨晩のあれは、夢か……というわけはないだろう、な。アルデアが来て──毒を）

　思い出すと生々しい感覚が蘇よみがえり、ロディアはぞっとして震えた。慌あわてて寝台から降り、自分の手足を見下ろす。見る限り、こちらにも異状はなさそうだ。

　昨日の麻ま痺ひ状態が嘘うそのように、全身が快調に動く。

　というか、逆にものすごく調子がいい。

「……何か、変だな」

　首をひねりつつ、ロディアはとにかく襟えり元もとを正して執務室へ戻もどった。

　室内には後部の窓から暖かな陽光が降り注ぎ、それだけでなんだか気分まで明るくなる。執務机に置きっぱなしの葡ぶ萄どう酒の瓶びんだけが、昨晩のことを夢ではないと告げていた。

（──アルデア。本当に投げやりになっているんだな。こんなものを置いていったら、証しよう拠こを残したことになるだろうに）

　このままでは、自分はアルデアのことも裁かねばならなくなるのだろうか。

　暗い予測に胸を重くして、ロディアは瓶を取り上げる。すると、そこに手書きの札が貼はってあることに初めて気がついた。

　美しい筆ひつ跡せきで書かれている文句は、『滋じ養よう強きよう壮そう・睡すい眠みん導入に』とある。

「……ただの薬酒か!!」

　うっかり力ちから一いつ杯ぱい叫さけんでしまい、ロディアは急いで自分の口をふさぐ。

（だまされた……というか、私が勝手に色々思いこみすぎだ……！）

　くだらない。ばかばかしい。自分は一体何に過か剰じよう反応していたのだろう。

　そういえばアルデア自身も、最初から『あなたのための薬』と言っていたではないか。

　その場にくずおれそうに脱だつ力りよくし、ロディアはぐったりとうなだれる。

　しかし、段々と腹の底から笑いがこみあげてきた。

「……は、はははは！　ばかじゃないのか、本当に！」

　アルデアが寂さみしがりでわかりづらいのはいつものことだ。多分、ランセとの暗殺ごっこができなくなって、神経質になっていたのだろう。

　どちらにせよ、薬酒を持ってきてくれたのならただの医者としての行動だ。彼を罰ばつする必要はどこにもない。

　それだけでも心がびっくりするほど軽くなる。

　ロディアは葡萄酒の瓶を置き、執務机の椅子いすに座った。

　以前はランセの座っていた椅子。今日はここにいても、それほどひどい緊きん張ちようを感じない。

（つまり、今までは緊張しすぎていた、ということだ）

　他ほかの士官たちにとってと同じく、ひょっとしたらそれ以上に、ロディアにとってのランセの存在は大きかった。

　だからこそ、自分は彼に囚とらわれまいとして囚われていたのかもしれない。自分と彼との違ちがいを気にしすぎて、結局自分らしくなくなっていたのかもしれない。

（私は頭が固い。なのにさらに真ま面じ目めに、真面目にと心がけていたら、ひたすらにがちがちになって視界が狭せまくなるばっかりだ）

　いっそ、開き直ってランセに倣ならうのもいいのかもしれなかった。

　何しろ彼は、ロディアにとって初めての、尊敬できる上官だったのだから。

　ロディアは机の引き出しから、数枚の海図を取り出して机の上に広げた。

　それを見下ろし、ロディアはまた、くすくすと笑い始めてしまう。笑いはすぐには止まらず、彼女は後部の窓に手をついて肩かたを震わせ続ける。

　そのとき、執務室の扉とびらが叩たたかれ、カロルの声が響ひびいた。

「おはよー、ロディア。気ぃ重いけど、今日は朝から処しよ刑けいですよー……って、うわっ、お前、大だい丈じよう夫ぶ？　泣いてんの？」

　扉を薄うすく開け、ロディアの尋じん常じようでない様子に気づいたのだろう。

　カロルは早足で机のほうへ歩みよってくる。ロディアは笑いすぎて涙なみださえにじんだ顔で彼を振ふり返り、微笑ほほえんだ。

「ああ、カロル……」

「なんだ、笑ってんのか。妙みようにすっきりした顔しちまいやがって。覚かく悟ご決まった？」

　拍ひよう子し抜ぬけしたように言い、カロルは苦く笑しようする。まだ心配している気配は感じたが、ロディアはとにかく机に手をついてカロルに海図を示した。

「覚悟は決まったよ。見てくれ、この海図」

「んー？　昨日まで検討してたやつじゃねーか。ランセの航跡を予測してた」

「そうだ。常識外れの航跡。多すぎる情報。寄港地ごとに変わる船せん籍せき。やっと気づいたよ。黒い帆ほの船は複数いるんだ！」

　勢いこむロディアに、カロルは何度か音が立ちそうな瞬きをした。

「え？　ってことは、ランセが船団組んでるってこと？」

「違う、そうじゃない。おそらく、ランセはただの商船だとか捕ほ鯨げい船だとかに、黒い帆をあげさせているんだ。黒い帆をあげること自体は違法でもなんでもないし、そうやっておとりを作ったほうが、何度も船籍を偽いつわったり、偽ぎ造ぞう書類を作るよりよっぽど楽だからな。──そう考えれば、ランセが最初にばかみたいな海かい賊ぞく姿を私に見せたのも納なつ得とくできる。彼はあの印象を私に植え付けた後、おそらくすぐに艤ぎ装そうをやり直し、この島でこっそり海賊衣い装しようも売り払はらった！」

　ロディアの説明に、カロルの顔も段々と明るくなってくる。

　しまいには感かん嘆たんの声をあげ、彼はぽん、と手を打った。

「お前、今日は冴さえてんなー！　じゃ、その調子で全部今までと逆に考えればいいのか。ランセ艦長は俺たちをまくために動いてるわけじゃなくて、ちゃんと目的地に向かってる、と」

「そうだ。彼が目的を持ってこの島に寄港したなら、もっと有用な情報が出てくるはずだ。今度は『黒い帆の船』ではなく、『ランセらしい怪しい行動』を取った者について調べればいい」

「おー、いけるいける！　あのひと、絶対変なことしてんだろーし。あー……。でも、そりゃそれでいいとして、だ。今朝の処刑はしなくちゃなんねーぞ。俺、そもそもそのために指示あおぎに来たんだ」

　処刑のことを出されると少し気持ちがかげったが、ロディアはすぐに自分に言い聞かせる。

　本当の意味で、自分らしく。

　自分の、好きなように道を進め。

　ロディアは何かに挑いどむようにカロルを見つめ、きっぱりと言い切る。

「処刑は出航後まで引き延ばせ。バートンは営倉にいるんだったな？　私はまずはランセの情報を洗い直し、推定航路を割り出す。その後、最後の取り調べとかなんとか言って、私がバートンとふたりきりになろう。私が不注意で目を離はなした隙すきに、彼は海へ逃にげればいい。フィズィは泳ぎが得意らしいから出航後でもどうにかなるだろうし、そうなれば誰だれも後は追えない」

　臆おく面めんもなく告げられた海軍規やぶりの命令に、カロルは目を瞠みはった。

　しかし、すぐに軽かろやかに笑い声をあげる。

「あははは、そりゃいいな！　あいつを逃がしたのがお前の責任なら、なるほど、誰も死なねーですむわ！　誰も艦かん長ちようは吊つるせねーもん」

「だろう？　今日はアルデアのおかげで冴えているんだ。海軍省はどうにかごまかすさ」

　ロディアは言い、自分のこめかみを指で叩いてみせた。

　カロルは嬉うれしそうにそれを見ていたが、少しばかり真顔に戻って付け足す。

「だけど、んなことしたら、やっぱり不満は溜たまるぜ？　しかも、全部お前のほうに向く」

　そこをきちんと言ってくれるところが、彼のいいところだ。

　ロディアは改めて彼に向き直り、自分も真しん剣けんな顔になってうなずいた。

「それは仕方ない。これだけの数の人間が一カ所で過ごしているんだ、全員に好かれるのは、無理だ。私は私なりのやり方で、敵と味方を作っていく。そして、敵と味方の両方にできるかぎりの誠意で接しよう。それで駄だ目めなら、最後の最後は私がこの命で責任を取る。君たちの旧神の力にはなるべく頼たよらない。ひととしての君たちが大事だからだ。──以上。これが、私のやり方だ。そう、決めた」

　声に出して言ってみると、自分が嘘を吐ついていないことがわかる。

　これが自分の好きな、自分に向いたやり方だと、確かな自信が湧わいてくる。

　そんな彼女に、カロルはにっ、といたずらっぽい笑えみを浮うかべた。

「大丈夫そうだな」

　力強い彼の言いように、ふと目の奥が熱くなる。

　カロルの心が、手の届くところへ戻ってきてくれた。そんな気がする。そしてそのことが、今は何より嬉しい。そう告げたくてたまらない。

　けれど、ロディアはあえて薄く笑って言った。

「当たり前だろう。君たちがいるからな。それで、返事は？」

　カロルは笑みを残したまま背を正し、きっちりと敬礼する。

「了りよう解かい、艦長。──ついてくぜ」
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「──以上の方針にそって情報を再度検討した結果、ランセとその部下はこの間の島にしばらく滞たい在ざいし、数通の手紙を出し、酒場で喧けん嘩かをし、画家の工こう房ぼうに入り浸びたって、なぜかペンキを山ほど買いこんだらしい」

　デリシア国の島を出立し、処刑をうやむやにした後。

　穏おだやかな青い海を進むレーン号の艦長執務室には、ロディアを始め、カロル、キニス、ルーナ・ノア、アルデア、それにロディアの計らいでサクルが呼ばれて長卓を囲んでいた。

　サクルを会議に呼ぶのには他の士官たちからの反対もあったが、ロディアは『半はん端ぱにこちらの事情を知られてしまっているからには、殺すか目の届くところに置いておくしかない』と断言し、後者の手段を選んだのである。

「ペンキっつーことは、塗と装そうまでやり直したのか？　全部塗ぬって乾かわくまで待つってーと、結構時間かかるんじゃねえのか？　何やってんだ、あのひと」

　カロルが難しい顔で言う。

　キニスが手元の手帳に視線を落とし、ルーナ・ノアは背せ伸のびをしてそれをのぞきこんだ。

「ペンキの種類はいっぱいあった。防ぼう腐ふ用とかのだけじゃないし、画家のところから絵の具とかニスも買ったみたい」

「何か深い意味でもあるのかしら？　真ま面じ目めに考えるだけ無む駄だのような気もしますけれど」

　アルデアも一見いつもの調子なのを確かく認にんし、ロディアは腕うでを組んで自分のあごに指を添そえる。

「確かにペンキは気になる。しかし、相手はランセだ。我々には想像もつかないとんでもない阿あ呆ほうなこともやるだろうし、裏で真面目なこともやっていると思う。だから私は、重要なのは彼が手紙を出していたことのほうではないかと思っているんだ」

「あー。なるほど。同じところに長居する利点は、陸との連れん絡らくがつきやすくなることですもんねえ。どこかの誰かと交こう渉しようしてるなり、命令を受けてると思ったほうが自然かもしれません」

　サクルの発言に、ロディアはしっかりとうなずいて答える。

「そういうことだ。彼は、私が国王陛下に謁えつ見けんする前、陛下とふたりで何か話していた。そのとき彼が何らかの重要な任務を帯びたのだとも考えられる。もちろんそれは推測にすぎないし、彼が海賊として出て行ったからには我々は彼を追わねばならないが」

「んー、こうなるとやっぱ、ロディアがこの任務引き受けてくれてよかったな。他の奴やつらにとっつかまるランセ艦長じゃねーだろーけど、万が一ってこともあるし」

　頭を掻かきながらカロルが言う。ロディアはあえて答えず、事務的に言った。

「そのランセだが、この近くの無人島で、船せん籍せき不明の船がしばらく停泊していたという噂うわさがある。いくつかの証言を照らし合わせるに、おそらくはこれがランセの船だろう。彼の船が最後に目撃されたのは、我々が島に着く前日。季節嵐あらしの中を南南西に消えたそうだ。時間的にはまだ充じゆう分ぶんに追いつける。そこはみんなの頑がん張ばりに期待しよう。ただし、私が直接許可を出さないかぎり、旧神召しよう喚かんは行わないこと。これは徹てつ底ていしてくれ。それでは、解散！」

　ロディアが宣言すると、士官たちは一いつ斉せいに敬礼をする。

　次々に執しつ務む室から出て行く士官たちを見送りながら、ロディアはしなやかな後ろ姿に声をかけた。

「アルデア」

「──なんですの？」

　アルデアはわずかにためらってから立ち止まり、うっとうしそうに振ふり返る。

　ロディアは海図を元の引き出しに収め、彼に歩み寄ってかすかに笑った。

「この間は、君の勝ちだったな」

「ですから、何が？」

「前はよくやっただろう。冗じよう談だんでの口説きあい」

　ロディアに小声で言われると、アルデアは実に複雑な表情になる。

　何か言い返される前に、ロディアはアルデアの耳元に顔を寄せた。

「薬酒も言葉も、効いたよ。でも、次は私が勝つ」

　囁ささやいて、彼の横をすりぬけようとする。その袖そでを、不意にアルデアがつかんだ。

　振り向くと、アルデアの途と方ほうに暮れたような、それでもどこか熱い瞳ひとみがある。

「ロディア、僕は──」

　ロディアはほんの少し笑って彼の手を押さえ、自分の袖から押し離す。

「ちゃんと長生きしろよ。私のために」

　心をこめて囁き、後は振り返らずに執務室の扉とびらを開けた。

　上層甲板に出ると、生ぬるく湿しめった潮風が彼女の髪かみと軍服の裾すそを揺ゆらす。

（嵐が近いな）

　肌はだで天候を感じ取りながら艦尾甲板に上がり、ロディアは海面に視線を投げているルーナ・ノアの脇わきに立った。

「今回は、ルナの目が頼りだ。頼たのむぞ」

　彼女の肩かたにそっと手を置いて言うと、ルーナ・ノアは無言で小さくうなずく。

　そして海から視線はそらさないまま、唐とう突とつに訊きいてきた。

「ロディア、ランセのこと好き？」

「……いきなりだな。個人的には、もちろん好きだよ。今は敵同士だが、それは好こう悪おとは関係ない」

　不意を突つかれてどきりとしたものの、ロディアはどうにか平静を装よそおって答える。

　それを聞いたルーナ・ノアは、緩ゆるやかに瞬またたいた。

「私、ロディアも、みんなも、ランセも好き。みんなでいると、人間とか、そうじゃないとか、考えないでいられる」

「そうか。それはきっと、我々が君の家族だからだな」

　ロディアが穏やかに答えると、ルーナ・ノアが見上げてくる。

　少し驚おどろいたような顔が、やがてほんのりと紅潮していくのがわかった。彼女は恥はずかしげに自分の足あし下もとへ視線を落としかけ、慌あわてて艦尾甲板の手すりにすがって海に向き直る。

「……また、みんな一いつ緒しよにいられるようになる？」

　ぼそり、と告げたルーナ・ノアの姿が、なんだかとても愛いとしく思えた。

　彼女の繊せん細さいな横顔が、今までに守りたいと願った人々の顔とだぶって見える。

　ロディアは彼女をじっと見つめて、今だけは笑わずに真しん摯しに言う。

「なるさ、きっと。そうしてみせる」

「……ありがとう」

　小さな感謝の言葉が、耳に心地ここちよく響ひびく。

　ロディアはほほえみを取り戻もどして、自分も海を眺ながめた。

　海の色は今は貴石じみた緑色に変わっている。

　湿った風が吹ふいてくるほうを見晴るかすと、晴天が端はしのほうから黒い雲に侵しん食しよくされているのがわかった。雲の下は全体的に灰色に煙けむって見える。

　きっとあそこでは、大雨が降っているのだ。

「季節嵐だ。外からだと、こんなふうに見えるのか」

　ロディアが少し感かん慨がい深げに言った直後、ルーナ・ノアがいきなり声をあげた。

「ロディア、見えた！　嵐の中に、何かいる」

「何が見えた!?　船か？」

「水竜！」

「……何!?」

　あまりに意外な返事に、ロディアはぎょっとして聞き返す。

　確かに商人は、最近この辺りの嵐の中で水竜を見た、と言っていた。

　そのせいでレーン号の人間とフィズィが対立したのは記き憶おくにも新しい。

　ルーナ・ノアの声を聞いた皆みなもそれを思い出したのだろう、立ち働いていた水兵たちも、同じく艦尾甲板で舵だ輪りんをにぎっていたキニスも、そろってロディアたちのほうを振り返った。

（てっきりただの噂だと思っていたが……ルナが見み間ま違ちがうはずもない）

　本当に太古の竜がまだ生き残っているのだとしたら、これは大発見だ。

　ロディアは緊きん張ちようと期待がわき上がってくるのを感じながら、ルーナ・ノアに訊く。

「本当に、波や流木ではないんだな？　大きさはどれくらいだ？」

　彼女の真しん剣けんな様子に、ルーナ・ノアは少し小さくなって訂てい正せいした。

「……ごめん。ほんとは、水竜が描えがいてある、船。レーン号と同じくらいの船の舷げん側そくに、大きな絵が描いてあるみたい」

　絵。

　告げられた内容があまりに意外で、ロディアはしばらくぽかんとしていた。

　なぜだろう。

　今、猛もう烈れつに真面目にものを考えたくないような気分だ。

　多分、真面目に考えると、本当にどうしようもない結論が出てしまうのがわかっているせいだろう。しかし、考えなくても、その変な船は目の前から消えないわけで。

　ロディアはついに覚かく悟ごを決めると、燃えるような瞳で叫さけんだ。

「それがランセだ！　面おも舵かじいっぱい！　マディス国王陛下の名の下に、敵てき艦かんを追え!!」




　　　　[image: くぎり]




　季節嵐の中に入ると、辺りの様子は一変した。

　さっきとは打って変わって大波が絶えず押し寄せ、レーン号はぐうっと持ち上げられたかと思うと、また波の上を滑すべり降りていく。

　大おお粒つぶの雨が打楽器のような音を立てて甲板を叩たたく中、ロディアは艦尾甲板の手すりを握にぎりしめて『それ』をにらみつけていた。

　それ。すなわち、大たい砲ほうの射程範はん囲いの二倍ほどの距きよ離りで、レーン号と同じように波に翻ほん弄ろうされている船のことだ。商船らしく偽ぎ装そうされてはいるが、元は小型の軍艦だろうと見てとれる。

（きっとこの船は、できるかぎり季節嵐と一緒に移動していたんだ。我々はキニスの天候予測の力であえて嵐を迂う回かいしてきた。それで見つけることが出来なかったわけか）

　船乗りなら嵐は避けたくなるのが当然なのを、見事逆手に取られた。

　やはりランセは変なところで頭が切れる。

　同時に、変なところで抜ぬけている。

　目の前にある船の腹には、ルーナ・ノアが言ったとおり、ペンキ画でうねうねとのたくる蛇へびのような水竜の絵が描いてあった。

　一応偽装の一いつ環かんなのかもしれないが、これがまたなんとも言えずにへたくそなのだ。

　子供の落書き並みのそれを見るたびに、ロディアは思いきり脱だつ力りよくしそうになる。

（この脱力すら計算されているのでは……と思いたいが、絶対違ちがうな。絵心のある人間がいないのに、思いつきだけで絵を描き始めてしまった結果だ。これのせいで逆に話題になって正体がばれるかも、とか、そんなこと絶対に考えていない。考えたとしても『面おも白しろいからそれもいいか』ですませたんだ。彼はそういうひとだ、間違いない）

「艦長、防水外がい套とうです」

「ああ、サクルか。ありがとう。ついでにこの天候の中で悪いが、信号旗を揚あげてくれ」

　ロディアは肩にかけられた外套をかき寄せて、サクルを振り返った。

　サクルは自分も防水外套にくるまって小さく震ふるえ、索にしがみついてうなずく。

「はいはい、なんて揚げます？」

「あの船に、ここで何をしているのか、訊いてくれ」

「了りよう解かいです」

　サクルは、常に傾かたむき、たまに大きな波に洗われる甲板を、よろよろと手すりや索伝いに歩いて行った。

「ちゃんと答えるかね、艦長は。あ、艦長って、ランセのことな」

　今度はカロルが、外套から雨あま粒つぶを振り落としながらロディアの横にやってくる。

　ロディアは折りたたみ式の望遠鏡を取り出し、目に当てて答えた。

「答える。なぜだと思う？」

「ランセ艦長が、意外と律りち儀ぎだから？」

「いいや。答えたほうが、面白いから、だ」

　ロディアがそう答えた直後、風の音に負けがちなサクルの叫びがどうにか艦尾甲板に届く。

「艦長！　なんか、暗号表にない旗が揚がってます！　蛇みたいなへたくそな絵が描いてあるんですが、なんでしょうね、あれ！」

「どうせ『水竜』という意味だ！　それで読んでみろ！」

「はい。『我が艦は、水竜です』──と、言っています！」

　ロディアとカロルの間に、なんとも言えない沈ちん黙もくが落ちる。

　しかし、すぐにロディアは怒いかりで気持ちを奮い立たせて叫んだ。

「水竜が返事をするか、と答えてやれ！」

「はい！……あ、そうしたらですね、『我が艦は、特とく殊しゆな水竜です』と返ってきてますが！」

「うわー、艦長だ。絶対ランセ艦長だ。間違いねーわ。これで間違いだったら、俺、髪の毛ぜーんぶ刈かってもいい」

　カロルが半眼になっていい、ロディアは力ちから一いつ杯ぱい怒ど鳴なる。

「嵐あらしだというのに、こんな面めん倒どうくさい手段でばかな会話をやっている場合か！　とっとと嵐の外に出て、こちらの指示に従うように言え！　でなくばすぐさま砲ほう撃げきすると！」

　彼女の剣けん幕まくに恐おそれをなしたのか、サクルは無言でせっせと信号旗を繰くり出した。

　強い風で、様々な模様の信号旗はばたばたとあおられる。

　旗を読み取るだけでも難しい状じよう況きようなのに、ランセの船からの返事は素す早ばやかった。

　ロディアは今度は自分の望遠鏡を、相手艦の信号旗に向ける。

　するとそこには、海軍人にとっては見慣れた旗が翻ひるがえっていた。

　艦かん隊たいを指揮する旗き艦かんが出す、おきまりの旗。

「……これは……」

「なんて言ってきてる？」

　カロルの問いに、ロディアはゆっくりと望遠鏡を下ろした。

　その横顔はカロルが無意識に息を吞のむほど険しく、硬こう質しつな印象になっている。

「『各自奮ふん闘とうせよ』だそうだ」

「え？　それってつまり……宣戦布告ってことか……？　こんな嵐の中で？」

　カロルは唖あ然ぜんとして口を開けるが、それ以外に解かい釈しやくのしようはないだろう。

　ロディアは緊張に胸が高鳴るのを感じながら、強く手すりをつかんだ。

「彼ならやるだろう。そして、こういうときに嘘うそを吐つくような相手でもない。──向こうがその気なら、こちらもためらう理由はないな。総員、戦せん闘とう準備だ」

「待ってください」

　すかさず響いた深みのある声に、動き出そうとした人々が視線を奪うばわれる。

　カロルは厳しい顔になって、舵輪についたキニスを見た。

「どうした、キニス。艦長の命令をさえぎるのは、いくらお前でもまずいぜ」

「いや──今はいい。何かあったのか？」

　カロルを押しとどめて訊きいたロディアに視線を向けてから、キニスは防水外套のフードを押しのけ、雨だというのにそのまま空を仰あおいだ。

　容よう赦しやなく落ちてくる雨粒に目を細め、彼は告げる。

「わたしにも、予測できませんでしたが……嵐が、消えます」

「消える？　嵐を抜けるのではなくてか」

　意外な答えに、ロディアは軽く目を瞠みはった。季節嵐は、初夏の間中この海域をさまようものだ。それが消しよう滅めつするというのがそもそもおかしいし、キニスの天候予測能力は限りなく正確なはずだった。

　戸と惑まどいの空気が広がる中、キニスはつぶやく。

「あと五秒」

　彼の言葉とほとんど同時に、すうっと辺りが薄うす明あかるくなる。

　大粒の雨が少し弱まったかと思うと、あっという間にぱらぱらと小降りになり、嘘のように消えてしまった。

　そして、キニスが告げてからきっかり五秒後。

　強きよう烈れつなまでの初夏の白い日差しが、レーン号ともう一隻せきの船を照らし出す。

「おお……」

「なんだこりゃ……！　見たことねえぞ、こんな晴れかた」

　水兵たちが口々に声をあげ、目の前に敵艦がいる状況も忘れて頭上を仰ぐ。

　士官たちも例外ではなかった。誰だれもが空を見つめて、呆ぼう然ぜんと立ち尽つくす。

「これは──我々の頭上だけが、晴れているのか」

　ロディアが見上げた空は、さっきまでとは打って変わって青かった。

　左右を見れば、雨を降らせる灰色の雲はまだそこらにある。辺り一帯を覆おおっていた雨雲のうち、レーン号とランセの船の頭上だけが、ぽっかりと丸く消え去ったのだ。

「はー……わけわかんねーな。キニスの天候反転でも、こんなふうになったのは見たことねえ。自然の驚きよう異いってやつ？」

　カロルの呆あきれ声にどうにか我に返り、ロディアは空から視線を引きずり下ろした。

　光の躍おどる緑の海に、芝しば居いの書き割りみたいな絵のついた船が浮ういている。

（こうして見るとなおさら間ま抜ぬけだな、ランセの船は。──とはいえ、晴れたのなら砲撃戦も可能だ）

　ロディアは改めて身を翻し、片手を上げて叫ぶ。

「戦闘準備!!　総員配置につけ！」

「戦闘準備だ！」

　副長のカロルがさらに声をあげ、下士官が笛を吹ふく。

　今まで必死に嵐と戦っていた水兵たちが、今度は別方向にどっと走り出す。

　下層甲かん板ぱんの隔かく壁へきが勢いよく外されていき、大切な私物がしまいこまれる。今まで部屋の隅すみで家具の一部みたいな顔をしていた大砲が、布を取り払はらわれて黒々とした姿を現す。

　赤い軍服の海兵隊が甲板に並び、水兵たちは固かた唾ずを吞んで相手艦を見つめた。

　そんな中、甲板にいたフィズィの水兵たちが、いきなり同じ方向を向く。

　ある者は砲ほう門もんの隙すき間まから、ある者は舷げん側そくから顔を突つき出して海面を見下ろし、やや青ざめた顔でつぶやいた。

「──来る」

「来るって、何が」

　人間の水兵が怪け訝げんそうに訊くと、フィズィの水兵はさも意外そうに聞き返す。

「聞こえないのか、この声」

「声？」

　問われて人間たちが耳を澄すますと、耳の良い一部の者には張りつめた弦げん同士をこすりあわせるような、とんでもなく高い音が聞こえた。

　いくつかの楽器を学んだことのあるロディアの耳にも、その音はほんのかすかに届く。

（聞こえるか聞こえないか、ぎりぎりの高音が鳴っている。──下からか）

　未知の高音がえもいわれぬ不安をかき立て、ロディアは水兵たちと同じように艦尾甲板から海面を見下ろした。

　透とう明めい度の高い緑色の海は、まだ嵐の余よ韻いんでうねっている。

　よくよく目をこらすと、その奥に真っ黒な影かげがあった。

　細長い影は海底の谷にも見えるが、この辺りにそんなものがあっただろうか？

　ロディアが今朝見た海図を思い出している間に、海底の黒い部分は急速に大きくなっていく。

　見み間ま違ちがい──ではない。

　それはあっという間にレーン号を吞みこみそうな大きさとなり、奇き妙みような渦うずが船を揺ゆらした。

「まさか…………水竜？」

　ロディアが口の中でつぶやいた直後、海中でちかりと何かが輝かがやく。

　まるで銀の粒つぶがばらまかれたような光。

　その正体を見み極きわめる前に、ロディアの視界は思い切り傾かたむいた。

「──っ……！」

　落ちる、と本能が叫さけび、ロディアは手すりにすがりついた。

　足が浮き、どっと海水が押し寄せる。

　ロディアは降り注ぐ海水に息を詰つめて耐たえ、どうにか目を開けた。一瞬、平へい衡こう感覚が狂くるってくらりとめまいがする。ひどい傾きだった。甲板が水平線に対してとんでもない角度になっている。

「うおっ、なんだ!?」

「なんでもいいからつかまれ、落ちるぞ！」

　水兵たちが怒ど鳴なりあいながら何かにつかまり、固定されていないすべてのものが甲板を滑すべり落ちていく。

　用意されかかっていた大たい砲ほうがあったのだろう、下層甲板からは悲鳴と怒ど声せいが聞こえた。

　誰かが上層甲板から落ちた仲間を追って海へ飛びこんだのが見え、ロディアは必死に叫んだ。

「よせ！　巻きこまれる！」

　しかし、直後に緩ゆるやかな揺り戻もどしが来た。

　帆ほを海面につけそうなところまで傾いたレーン号が、ゆっくりと逆方向へと戻っていく。

「……っ！」

　今度はすべてが反対のほうへと滑っていく中、ロディアは懸けん命めいに顔を上げた。

　レーン号は、なんとかきちんと浮いている。マストもすべて無事だ。

　それなのに、安あん堵どに胸をなで下ろすことはできなかった。

（これは……）

　ロディアは甲板に愕がく然ぜんと立ち尽くし、目の前に出現したものを見下ろしていた。

　レーン号とランセの船の間を隔へだてるように、いつの間にやら島ができている。

　優美によじれた、細長い、珊さん瑚ご礁しようの砂でできたような白銀色の島。幅はばはちょうどレーン号の幅と同じくらいで、長さは──一体どれくらいあるのだろう？

　首から先と尻尾しつぽは水に浸つかったままなので、正確な長さはわからない。

　わかるのは、今見えている部分でもレーン号の一・五倍は長さがあるであろうことと、海面に浮かぶ一いつ対ついの半はん透とう明めいのひれが、レーン号の艦長執務室ほどの面積だということくらいだ。

（──綺き麗れいだ）

　あまりに想像外の事態に恐きよう怖ふ心が麻ま痺ひしてしまったのか、ロディアが最初に感じたのはそんなことだった。

　銀細工のようだな、と思って鱗うろこが陽光を反射するところに見入っていると、不意に海面がぴりぴりと震ふるえ始め、まもなく海中から長い首が引きずり上げられる。

「う……う、わああああ！　出やがった！　本気で出やがった！」

「水竜だ！　竜が出たぞ！」

　やっと現実を受け入れられた水兵たちが、悲ひ愴そうな叫びをあげてうろたえる。

　しかし、水竜はあくまで静かなものだった。

　明らかになった全長はくるりとレーン号を囲んでしまえるほどで、身体からだは蜥蜴とかげに似ているが首は蛇へびに似て長く、大量の水をかきわけて現れた頭は、まるで水すい晶しようか何かの固まりのよう。

　顔は馬に似てすんなりと穏おだやかで、半透明で尖とがった無数の角をたてがみのように生やし、切れ長の真っ赤な瞳ひとみは物もの憂うげに細められていた。

　ロディアは水兵たちの声で我に返り、水竜を見つめたまま叫ぶ。

「慌あわてるな！　こんなものより、嵐あらしのほうがよほど恐おそろしい！」

「そんなこと言ったって、こんな奴やつが暴れたら船が巻きこまれちまう！」

　カロルが興奮と恐怖を隠かくせず、険しい顔で怒鳴った。

　なんと返すべきか、とっさにロディアが迷ったところへ、妙みように冷静な声がかかる。

「いえ、それは大だい丈じよう夫ぶだと思います」

　誰だ、と見やれば、甲板にフィズィの青年があがってくるところだった。

　彼は自分が上層甲板へたどりつくと、舷側から人間の水兵をひとり、引きずり上げる。

「君は──ひょっとして、さっき自分から海に飛びこんだ者か？」

「はい。このひとが落ちたので」

　さも当然のようにフィズィが言うので、周りの人間の水兵たちはぽかんと半分口を開けてしまった。ロディアも軽く目を瞠みはり、フィズィに聞き返す。

「水竜のせいで渦ができていただろうに、命いのち綱づなもつけずに？　彼を助けるためにか」

「ええ。だって、人間ってあんまり泳げないじゃないですか。危ないと思って」

　あっけらかんと言われてしまうと、ロディアには何も言い返すことはできなくなった。

　ちらと見やれば、似たような救出劇はあちこちで起こっていたようだ。

　カロルも半分あきれ顔で、フィズィをまじまじと見つめて言う。

「つーかお前らの泳ぎの能力が異常なんじゃねーの？　フィズィってみんな泳げるわけ？」

「はあ。生まれつき、なんとなく」

　さすがは水竜の血筋、と言うべきなのだろうか。

　マディスの人間は漁師や湖水地方の人間でなければ滅めつ多たに『泳ぐ』という習慣がない。

　海軍人でも泳げない者が半数以上、という状態にみんなが馴なれていたせいで、フィズィたちの行動は余計にとんでもないものに見えた。

「──とにかく助かった。ありがとう。それで、さっきの話だが……君は、この水竜は危険ではないと見るのか？」

　とにかく困こん惑わくは胸の奥に押しこんでロディアが訊たずねると、フィズィたちはそれぞれ顔を見合わせてしゃべり出した。

「俺も初めて見たんで。なんとなーく見当がつくくらいですけど。大丈夫だよな？」

「うん。怒おこってない。寝ねぼけてる感じだ。あー、きょろきょろしてるよ」

「なんで出てきちゃったんだろうなあ。やっぱ、俺たちがまとまって海に出たせい？」

　なんとなく楽しげな彼らの様子は、人間たちが犬やら猫ねこやらを眺ながめているときと大体同じような感じだ。彼らにとって水竜は、ある程度感情を理解できる存在らしい。

　フィズィたちの落ち着いた様子は徐じよ々じよに人間の水兵たちにも伝わり、みんなは次し第だいに物もの珍めずらしげに水竜を眺め始めた。

　ちなみに水竜はというと、長い首を優美にねじまげてレーン号を眺め、ランセの船を眺めて、その後不意に頭の先のほうだけを海面につけてみたりしている。

「顔が乾かわくのが嫌いや、なんだろうか。こう見ると確かにおとなしそうだが……これを挟はさんで大砲を撃うち合うわけにはいかないな。万が一暴れられたら、船が沈しずむ」

　ロディアがつぶやいたとき、向こうの船の艦尾甲板から誰だれかが海に飛び降りた。

「うわっ！　大丈夫かよ！」

「水竜に食われるんじゃねえのか！」

　口々に人間の水兵たちが騒さわぎ立てるが、フィズィたちはやはり落ち着いている。

「いや……人間なんか食べたら腹壊こわすでしょ。小エビとかのが美味うまい。きっと」

「うん、常識的に考えて、人間は食えないところが多すぎる。面めん倒どうだと思う」

「となると、生態は鯨くじらや何かとそう変わらないということなのかしら？　それにしてもあのひれ、欲しいわあ」

　熱心に身を乗り出して言うのは、いつの間にか下層甲かん板ぱんから出てきたアルデアだ。

　そういえば水竜のひれは何かの薬になるのだったな、と思いつつ、ロディアはじっと海面を見つめていた。

「みんな、水竜の生態はともかく、今海に飛びこんだのが誰だかわかっているか？」

「あー……うん、はっきり見えなかったけど、なんとなく予想はつくっつーか？」

　カロルが少し目をそらして言い、キニスは舵だ輪りんのところでひとつ瞬またたき、アルデアは水竜から目を離はなさず素っ気なくいう。

「あのばかでしょう？」

「ああ。わかっているのなら、いいんだ」

　ロディアがため息混じりに言ったとき、その『ばか』は水竜の背によじ登って、堂々と立ち上がった。おお、と双そう方ほうの船の水兵たちがどよめく中、彼はレーン号に大きく手を振った。

「ロディア！　久しぶりだなー！」

　多少の距きよ離りがあっても、ランセの声はよく通る。

　彼の声を聞いた途端、ロディアの胸にはせきを切ったように懐なつかしさと、安堵と、ちょっとした怒いかりが湧わいてきた。

「ランセ、あなたはそんなところで、一体何をやっているんだ！」

　ロディアが負けずに怒ど鳴なり返すと、ランセは軽かろやかに笑って言った。

「海かい賊ぞくに決まってんだろーが！　いいか、こいつは俺がどうにかする。お前はとっとと尻尾しつぽ巻いてマディスに帰れ！　じゃなきゃ容よう赦しやしねえぞ！」

「容赦しない、は、私の台詞せりふだ！」

「そっか。じゃあ、俺たちで勝負つけようぜ！」

　ランセの返事は単純明快だ。

　水竜のせいで砲ほう撃げき戦が無理ならば、斬きり合いで。

　それも、艦長同士の決けつ闘とうが成立するなら、戦せん闘とうは一番犠ぎ牲せいが少なく終わる。

　落ち着いて考えてみれば、意外に理り屈くつではある。

（断る理由もない、か。ランセを追うと決めたときから、刃やいばを交える覚かく悟ごはしてきたしな。それに──多分、今、私の心は浮うき立っている）

　自分の心は裏切れない。

　危険だろうがなんだろうが、自分のどこかは、ランセと戦ってみたいのだ。

　ロディアは防水外がい套とうを脱ぬぎ捨て、自分の軍服を整えた。

　いち早く彼女の意図に気づいたカロルが、警けい戒かいした声を飛ばした。

「ロディア、何してんだ！」

「船は任せたぞ、カロル！」

　止められてしまう前に、ロディアは駆かけ出す。

　舷げん側そくに数段ついた階段を伝って、あとはひと思いに海へと飛びこんだ。

　ロディアは冷えた水に一度頭まで潜もぐった後、落ち着いて海面へ顔を出して泳ぎ出す。

　水竜は双方の船に触ふれそうな位置に狭はさまるように浮いていたため、その身体にしがみつくのはすぐだった。ただ、びっしり生えそろった鱗うろこがやたらとすべるうえ、鱗の端はしが刃のように鋭くて指が切れそうになるのが恐ろしい。

　ロディアは水に浸つかったまま、慎しん重ちように水竜の身体伝いに移動し、まずはひれの上へ身体を押し上げた。わずかばかりの弾だん力りよくをもったひれは、なんとも不思議な踏ふみ心地ごこちだ。

　ひれに膝ひざをついて下を見ると、白く濁にごったひれの奥に海の緑がうっすらと透すけているのが見える。まるで薄うすい氷の張った湖の上にでもいるようだ。

（踏みつけてしまって申し訳ないが、水竜のご機き嫌げんは悪くはないようだな）

　水竜がこちらのことなど気にせずにぼんやりしているのを確かく認にんしてから、ロディアはその背によじ登る。

　彼女が割合平へい坦たんな水竜の背に立つと、今度は双方の艦かんから歓かん声せいに近い声があがった。

　ロディアの立ち位置より十歩ほど水竜の首に近いところで、ランセが得意そうに笑って言う。

「よう。ここまで追って来るってのはさすがだな。お前は、俺以上の大ばかだ」

「褒ほめ言葉として受け取っておこう。降こう伏ふくしたまえ、ランセ。海賊は基本的に死し刑けいだが、何か事情があるのなら、情状酌しやく量りようの余地もあるだろう」

　ロディアはあくまで冷静な調子で告げる。

　ランセはその様子を楽しげに見つめ、ふと色いろ違ちがいの目を細めた。

　彼の笑えみが、ふわりとロディアの知らない暗さを帯びる。

「情けなんざいらねえよ。お前はどうせ、まだ俺に夢みてるんだろ？　俺が『エリアス』っていう高潔な男で、なんかでかいもののために生きてると思ってる。ほんとにつまらねえよな。お前には、こっち側の気持ちは一生わからない。ひたすらすがるよーな目で見てくる人間たちのために、必死になって虚きよ勢せいはって、笑って、頑がん張ばって。死ぬほど頑張ったって、一度失敗したらお前らは手のひらを返す。とんでもねえ呪じゆ詛そを吐はいてくる。──俺にほんとの呪のろいをかけたのは、旧神じゃねえ。お前らみたいな人間たちなんだぜ」

　声ばかりは浮き立った調子で告げられて、ロディアはわずかに唇くちびるを震ふるわせた。

　──自分が、自分たちが、ランセを呪った。

　違う。そんなつもりじゃなかった。それに、今は昔とは違うんだ。

　そう言い返したかったが、できなかった。

　水兵たちが向けてくる視線の重圧を知った今、自分の何十倍、何百倍の重圧に耐たえてきたであろうひとの痛みがなおさら刺ささる。

　ランセは言葉を返せないロディアを見つめ、笑ってサーベルを抜ぬいた。

　剣けん先さきがまっすぐにロディアのほうを向く。

「英えい雄ゆうでいるのも、子こ守もりをやるのも、もうごめんだ。俺は俺がやるって決めたことを、何があろうと最後の最後までやり通す。邪じや魔まする奴には一いつ切さい容赦しねえ。俺に情けをかけていいのは、俺より強い奴だけだ。──お前に、その資格はねえよ」

　丸く晴れた空から差しこむ陽光が、ランセの剣けんを、青と緑の瞳ひとみをきらめかせる。

　綺き麗れいなひとだ。怖こわいひとだ。彼の姿が、やけに大きく見える。

　ランセが言う。




「殺し合おうぜ、ロディア」




　声だけはどこまでも楽しげなのに、ランセはもはや殺気の固まりだ。

　ロディアは震えだしそうになる身体からだを押さえ、ゆっくりと深呼吸した。

　すると、不意に胸の辺りがぼんやりと温かくなったように感じる。
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　そういえば、そこには指輪があるのだ。ランセがくれた、あの指輪。いつか返そうと思ってずっと持っていた指輪の位置から、じんわりと熱いものが心臓に伝わってくる。

　この熱は一体なんなのだろう。

　怒り。闘とう争そう心。後こう悔かい。悲しみ。

　そして──愛に近い、何か。

　不思議だ。

　明らかに恐きよう怖ふを感じている今も、自分の魂たましいは、まだ折れてはいないらしい。

　身体は動く。戦える。戦おう。彼が望むように。

　ただし、自分のやり方で。

　ロディアは深く息を吸い、静かにサーベルを抜いた。

「冗じよう談だんにせよ、本気にせよ──自分の命も私の誓ちかいも軽々しく扱あつかう、呆あきれた根こん性じよう。私がこの手で、叩たたき直してやる」

　ロディアが告げると、ランセは唇だけで笑った。

「相変わらず、構えだけは完かん璧ぺき。少しも隙すきがねえ。下手に踏みこんだらやられちまうな」

（私に、やられるだと？　そんなこと、少しも思ってなんかいないくせに）

　ロディアも幼い頃ころから剣の修しゆ業ぎようは怠おこたらなかった。自分の剣けん術じゆつに多少の自信はある。

　しかしランセの技わざは、剣術というより先読みの能力と、すさまじいまでの反射神経、そして死地をくぐり抜けてきた経験でもって支えられた予測不可能なものなのだ。

　果たして今回は、何をやる気だ？

　どんな状じよう況きようにも対応できるよう、ロディアは五感を限界まで研とぎ澄すます。

　ランセはそれを見つめて、不意に少し悲しげな顔になった。

「ごめんな！」

　いきなりの謝罪と共に、ランセは足あし下もとにサーベルを突つき立てる。

（何っ！　まさか、水竜を!?）

　ロディアがぎょっとしたときには、ランセのサーベルは水竜の鱗の間に刺ささっていた。

　水竜からしたら、ほんの針一本を刺された程度の痛みかもしれない。

　それでも巨きよ大だいな竜は可か聴ちよう領域ぎりぎりの高音で鳴き、全身を波打たせた。

「……っ……！」

　足下が大きく揺ゆらぎ、ロディアはよろめく。

　ただでさえ滑すべる鱗の上だ、どうにか踏みとどまろうと必死になったときには、目の前にランセの刃が光っていた。

　切り下ろされる刃。

　ロディアは身をそらして避よける。

　ランセのサーベルは容赦なく追ってきた。

　一回、二回、風を切る音をまとわせた高速の斬ざん撃げきを、どうにかかわす。

　三回目で、刃と刃がかちあった。しかし、それも一いつ瞬しゆんのことだ。

　力比べに持ちこまれたら、負ける。

　そう判断し、ロディアは大きく飛び退すさる。

　着地したと同時に、水竜がまた身を震わせた。のたうつ足場に足をすくわれそうになったところへ、ランセが思い切り低い姿勢から、ロディアの足下を薙ないで来る。

（速い！　相変わらず──いや、ひょっとしたら、以前よりも！）

　間に合え、動け、と、ロディアは必死に自分を𠮟しつ咤たする。

　身体はどうにか彼女の意思に従い、ランセのサーベルを飛び退のいて避けた。

　剣風を感じた足首あたりがむずむずする。

　あと一歩遅おそければ、確実に足を斬きり飛ばされていた。

　ランセは本気だ。

　その殺気が、ひしひしと伝わってくる。

　恐おそろしい。それと同時に、やけに身体が熱くなる。──嬉うれしい。

　彼は手加減をしていない。本当の本気でかかってきてくれている。ならば自分も、手加減なんかできない。できるかぎりの速さと技で、彼に挑いどむ。

　彼が本能を重んじて動くなら、ロディアは理性を捨てまい。それが彼女の技だから。

　ロディアはランセの攻こう撃げきを避けながら、一歩一歩確実に間合いをつめる。

　華か麗れいに髪かみをなびかせ、するりとランセの背後に回りこむ。

　同時に、思い切り相手の胴どうを薙いだ。

　軽い手て応ごたえがあり、ランセの服が裂さける。

（──何？　今ので、かすった？）

　ロディアは不意に強い違い和わ感かんに襲おそわれた。

　今までの感じなら、ランセはロディアの攻撃を完璧に避けられたはずだ。

　なのに、避けなかった。

　ランセは斬られたことを一切気にせず、水竜の身体を蹴けってレーン号の上層甲板に飛びこむ。ロディアもすかさず後を追った。

　あまりにすばやく、圧あつ倒とう的なふたりの剣けん戟げきに、水兵や士官たちはおののき、おびえのうめき声をあげて場所を空ける。

「レーン号か！　懐なつかしいな！」

　ランセが陽気に叫さけんでサーベルを繰くり出す。ロディアは答えず、容よう赦しやなく踏ふみこんだ。

　彼女の剣を避け、ランセはまずは甲板を、次に艦かん首しゆ楼ろう甲板を支える柱を蹴って、ほとんど飛ぶように立ち位置を変える。

　しかし。

（これは……。彼の剣は以前より速くなった。なのに、雑になった。──隙を突けば、勝てる）

　ロディアの胸には確信が生まれる。

　問題は、どうやって隙を作るかだ。

　彼に憑いた旧神、【ミラ】は、常にランセの目に一瞬後の未来を見せている。

　彼が未来を見つめ続ける限り、隙を作るのは難しい。

（……そうか。なら、見えないようにすればいいんだ）

　ごく単純な思いつきが降ってきて、目の前が明るくなったような感覚に見み舞まわれた。

　どうしてこんな簡単なことを、今までは思いつけなかったのだろう。

　やはり、自分も本気になっていなかったからなのか。

　だとしたら、真ま面じ目めに相手にされなくても当然だ。

　ロディアはもう一度ランセと剣をあわせ、同時に蹴りを繰り出す。

　ランセが避けた隙に、ロディアは艦首楼甲板へと駆かけ上がり、水竜の上へ身を躍おどらせた。

　丸みを帯びた首の上へ着地し、そのままするりと滑って、海上に浮うかぶ半はん透とう明めいのひれの上へ立つ。ランセもすぐに後へ続いた。

「よっ、と！　意外としっかりしてるもんだな、ひれも」

　一足遅おくれてひれに着地したランセが、さして呼吸も乱さずに言う。

　ふたりの間にある距きよ離りは、十歩ほど。

　ロディアはサーベルを下段脇わきに構え、囁ささやいた。

「ランセ。まだ、彼女の声は聞こえるか？」

「なんだ？　いきなり。彼女って、どっかの港の女の子のことか」

　ランセは瞳に殺気を漂わせたまま、屈くつ託たくなく笑う。

　しかし、その表情に一瞬暗いものがよぎったのを、ロディアはけして見み逃のがさなかった。

　──やはり、ミラはまだ彼を苦しめている。

　おそらく彼の変化もまた、ミラがらみだ。

　ロディアは静かに呼吸を整え、告げた。

「あなたの迷い。私が斬る」

　言い終えると同時に、ロディアはひれの上を走り出す。

　足下は多少弾だん力りよくはあるが、酷ひどく沈しずんで走りにくいほどではない。

　できるかぎりの速度で駆け寄りながら、ロディアは剣けん先さきを海面に浸ひたした。

　ロディアのサーベルが水しぶきをあげる。

　まるで幕のように水が舞まい、ランセの視界を遮さえぎった瞬しゆん間かん。

　ロディアはサーベルを海面から引き上げ、一息にランセの喉のどを突く！

　……ロディアがぴたりと動きを止めた後、舞い上がった水がぼたぼたと辺りに降り注いだ。

　ランセの顔が目の前にある。

　彼女の剣先は、ランセの喉に触ふれるか触れないかの位置で止まっていた。

「私の、勝ちだ」

　押し殺した声でロディアは囁く。

　ランセはただうっすらと笑って言う。

「いや。相打ちだな」

　その言葉で、ロディアは視線を下ろした。

　ランセのサーベルの刃はは、ロディアの肩かた口ぐちにあった。

　そのまま斜ななめに切り下ろせば、確実に致ち命めい傷しようだ。

　ふたりは互たがいにサーベルを突きつけたまま、至近距離で視線を交かわす。

　ランセの瞳ひとみが優やさしい。もう、殺気などどこにもない。

　ロディアは、わなないた唇くちびるを一度だけ強くかみしめる。

「……私を斬れたか？」

　ロディアが訊きくと、ランセはほほえむ。

「斬れたさ。ほんとに必要なときなら。……でもま、正直に白状するなら、今は本気でやっても、致命傷になるまで斬りこむ前にお前に殺されてた。──強くなったなあ、ロディア」

　はは、と小さく声を出して笑い、ランセはサーベルを下ろして後ろへさがった。

　ロディアはまだサーベルをかまえたまま、険しい表情で彼に告げる。

「あなたが弱くなったんだ。いつもに増して、命を投げ出すような戦い方をして。──サーベルを渡わたせ」

　ランセはちらと笑えみに苦みを混ぜると、くるりと自分のサーベルを回した。

　こんなときだけ優ゆう雅がな所作で、ランセはその柄つかをロディアに向ける。

「お前のもんだ」

　無造作なひとことが、痛いほど胸にしみた。

　ロディアは何も言えず、とにかく彼のサーベルを受け取り、レーン号のほうへ高く掲かかげて叫ぶ。

「──勝利だ！」

「すげえ……！　すげえ！　艦長万歳！」

「男より男前ですぜ、アルバラード艦長！」

　何やら気になる叫びも混じっていたが、水兵たちはとにかくどっと沸わいた。

　ロディアへの複雑な思いは、さっきのとんでもない剣けん戟げきであらかた吹ふき飛んでしまったらしい。皆みなの目がきらきらと、子供のように輝かがやいているのがわかる。

　そんな彼らを見ていると、やっとロディアにも勝利の実感が湧いてきた。

　得体の知れない感動と共にぼうっと立ち尽つくしているロディアの横で、ランセは頭の後ろで手を組んで陽気に言う。

「やーれやれ。格好わりいとこ見せちまったが、お前の格好いいとこ見られたから、帳消しってとこかな？」

「また、そうやっていいかげんなことを言う。──どうせさっきも、私をあおろうとして適当なことを言ったんだろう？　私に本当に斬られていたらどうする気だったんだ」

　ロディアがランセをにらんで言うと、彼はやけに嬉しそうに言った。

「あおろうとしたのはほんとだけど、斬られてたら、そのまま死んだよ。当たり前だろ」

「……あなたは、本当に性た質ちが悪い」

　吐はき捨てるように言う彼女に、ランセは優しく笑って続けた。

「そこは認める。だけどな、俺はそれでもお前と戦いたかったし、お前がどんな艦長になったのか、見たかったんだ。お前、強くなったな。それに、少しも自分をなくしてなかった。──同じマディス軍人として、心から誇ほこりに思うぜ」

　彼の言葉はあくまで軽かろやかだったが、本心から告げられたものだとはっきりわかった。

　彼が、こんなところでお世辞を言うわけはなかった。

　──ひょっとしたら、自分は彼にこう言ってもらうために戦ってきたのかもしれない。

　そう思うとどうしようもなく気持ちが高ぶってしまい、ロディアは努力して彼から視線をそらした。

「私はそんな大したものじゃない。それよりあなたは今、『同じマディス軍人』と言ったな？　……一度、レーン号に寄れ。色々と事情を聞かせてもらう。海かい賊ぞく騒さわぎ自体にも、どうせ裏があるんだろう」

「お前の尋じん問もんか。なんか怖こわそうだけど、ちょっと受けてみたい気もするな。ただそれ、もうちょっと後でもいいか？」

　笑みを消して言い、周囲を見み渡わたすランセに、ロディアは不安をあおられて訊たずねた。

「まだ何かあるのか？」

「うん。そろそろ時間なんだ。俺が本来ここに来ようとしてた理由が、来る」

　理由が、来る？

　不可解な台詞せりふに、ロディアも周囲を見渡す。ちょうど、水竜も何かを感じ取ったかのように長い首をゆっくりと振ふり、海の向こうへ真っ赤な目を向けた。

　かと思うと、水竜は空に向かって、例の超ちよう高こう音おんの泣き声を発する。

　周囲の大気がびりびりと震ふるえ、輪っか状になって残っていた雨雲がちりぢりに消えていった。

　直後、ロディアの足あし下もとが大きく沈む。

「うわっ！」

　踏みとどまろうとしても、すでにそこに水竜の身体からだはなかった。

　再び大波を立てて、水竜は水中へと潜もぐっていく。足下に水を感じた次の瞬間には、ロディアの身体は海水に包まれた。しかもすぐ近くでゆるやかな渦うずが発生しているのを感じる。

（まずい、これは、一いつ緒しよに海底に引きずりこまれる！）

　どうにか残った理性が、ロディアに命の危機を訴うつたえる。

　彼女は何かをつかもうと必死に腕うでを伸のばした。

　すかさずその手をランセがつかみ取り、思い切り引き上げる。

　急速に海面が近づいてきて、ロディアはランセにすがって空気の中に顔を出した。

「……はっ……！　なんなんだ、一体」

　荒あらい息を吐くロディアを、ランセはしっかりと抱だき寄せた。片かた腕うでにはレーン号から投げられた綱つなを絡からめ、視線は抜ぬけ目なく海の向こうをねめつけている。

「まあ、水竜も怖がるようなもんが出るっつーこった」

「水竜が、怖がる……？」

　ロディアの問いにすぐ答えることはせず、ランセは綱をたぐった。

　ロディアもすぐに綱をつかみ、かろうじて身の安全を確保してから周囲を見渡す。

　さっきの水竜に散らされたのか、季節嵐あらしの気配はもはやどこにもありはしない。

　代わりに、ランセのにらむ方向の海面に、黒々とした何かが浮ういていた。

　黒々とした──それこそ、雨雲のようでもあるが、決定的に違ちがう。

　徐じよ々じよに大きくなってくるそれは、岩の固まりのようでもあり、一部は船の形をしているようでもある。そして、その全体をタールのような何かが覆おおっているのだ。

　ぐつぐつと沸き立ち、のたうちながら形を変えるそれ。

　よくよく目をこらしてみると、表面に浮き出しては消えるのは、ひとや獣けものの身体の一部、はたまた建築物の欠片かけら、植物の蔓つるのようにも見える。

　見ているだけでどことなくおぞましい、奇きっ怪かいとしか言いようのない、混こん沌とんの固まり。

「……これは……！」

　言葉を失うロディアに、ランセはいつもより低い声で告げた。

「見覚えあるだろ。……アルモニアだ」
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「艦長！　って、あ、ロディアのほうな。あの変な船だか島だかの向こうに、ジェレマイヤの戦せん艦かんが見える！　遭そう遇ぐうするまでしばらくはかかるとは思うけど、六十四門の戦列艦だ！」

　ランセとロディアがレーン号に戻もどるなり、カロルから報告がもたらされる。

　ロディアは軍服の裾すそをしぼりながら、ランセに問う視線を向けた。

「ここはジェレマイヤの植民地に近い。ジェレマイヤの船がいておかしくはないが──ランセ。心当たりは？」

「残念ながら、心当たりだらけだ。どーせアルモニアを手に入れようって輩やからだろ。しかしおっかしーな。俺、こういう事態を避さけるために、あっちこっちの出方見て出し抜いて、うまいことあいつと落ち合えるように調整してたんだけど」

　ランセは首を振って水すい滴てきをはね飛ばし、適当に髪かみを整えながら水平線をにらんでぼやく。

（やはり、このひとは国王の勅ちよく命めいで諜ちよう報ほう活動をしていたな）

　そこはロディアにも納なつ得とくがいくが、ランセの今までのやり方には色々と引っかかるところが多すぎる。

　ロディアはあくまで『艦長』として固い声を出した。

「手短に説明してもらってもいいだろうな。あなたはまだ我々にとっては海かい賊ぞくだ。死し刑けいを逃のがれるには相当な理由がいるぞ」

「いっそこのまま海賊やるのも楽しそうだけど、肝かん心じんのもんが見えちまってるからなあ。ここは素す直なおに告白しとくか。今はあいつを巡めぐって、北方大陸の各国が裏でぎりぎり策さく謀ぼうめぐらせてるってわけだ」

　答えるランセは意外とあっさりしている。

　しかし、告げられた内容はあっさり流せるようなものではなかった。

「あいつ、というと、変質したアルモニアをか？」

　ロディアは眉まゆ根ねを寄せ、今は握にぎり拳こぶし程度の大きさになって見える真っ黒な廃はい船せんへ視線をやる。

　アルモニアはかつて、この世界のほとんどの人間があがめる秩ちつ序じよの神であった。

　しかし実際には、アルモニアがどういう性質を持った存在なのか、ロディアには──いや、人間たちにはよくわかってはいなかったのだ。ただ役に立つ神だというだけで放置していた。

　そんなアルモニアが実は徹てつ底てい的な『秩序』を好み、裏で人間たちを操あやつって生者と死者の数まで管理している存在である、と知ったとき、マディス王国はアルモニアを滅ほろぼすことを決めた。

　そして引っ張り出されたのが、ランセたちに宿る神々。

　すでに人々の信しん仰こうを失いかけていた混沌の神、【旧神】である。

「そういうこと。こないだ、俺の【ミラ】がアルモニアを変質させちまったけど、アスファルじゃそんなことは認めてねえ。あそこはアルモニア信仰でまとまってた国だからな。ほんとのことがわかったら、各地の有力者が立ち上がって国がばらばらになっちまう。で、それを望まない現皇こう帝ていは、アルモニアをこっそり船に乗せて海に投げ捨てた。一方北方大陸にはアスファル帝てい国こくにとどめを刺さしたい国と、今の皇族に一応保もってて欲しい国があるわけ」

　少々入り組んだ話に、ロディアは急いで思考をめぐらせた。

（捨てられたアルモニア神。それを手に入れれば、アルモニア神の死を証明できるということか。つまり──）

　視線をランセに戻し、彼女は慎しん重ちように言う。

「今や、アルモニア神の死し骸がいは、世界を混沌に陥おとしいれる鍵かぎといったところなのか。アスファルを滅ぼしたい国はアルモニアの死骸を手に入れ、その死を証明しようとし、そうでない国は、それを阻そ止ししようとしている、と」

「はい、正解。んで、マディスはどっちでしょう？」

　気楽に訊きくランセを軽くにらんで、ロディアは答えた。

「──後者だ。マディスは現アスファル帝国に対しては有利な立場にある。先の戦争ではそれなりの出費をしているし、今、向こうが紛ふん争そう状態になってもいいことはない」

「おー、正解。ほんとに頭いいなー、お前。そう、そういうことだよ。だから、陛下から俺にアルモニアの死骸をどうにかしてこい、っていう命令が下ったわけなの」

　ランセが明かした事実に、ロディアは多少ほっとすると同時に、口調が厳しいものになるのを止められなかった。

「そんな大切な任務に、どうしてレーン号で行かなかった？　たったひとりの力でどうにかなるとでも思ったのか？　あなたが出て行ったせいで、他ほかの連中は研究所に封ふう印いんされる寸前だったんだぞ」

「レーン号と仲間のことは、お前がどうにかしてくれたろ？　信じてたから。それに、俺の任務は【ミラ】を暴走させて、旧神どもが住んでる深しん淵えんへの扉とびらを開くことなんだ。それこそ一度しか使えない大おお技わざだけど、アルモニアがああなっても世界に害を為なすんなら、その力で完全消しよう滅めつさせるしかない。これで本当に全部終わるんだから、お前らを引き連れて来る意味なんざないだろ」

　迷いない彼の言いように、姿をくらませる前のランセの姿が重なる。

　妙みようにロディアと距きよ離りをとってみたかと思えば、大事な指輪を渡わたしてきたり。

　やけにばかばかしいふざけた態度をとってみたり。

　不可解だった彼の行動の意味がやっと理解できて、ロディアは悔くやしさのあまりかすかに震ふるえた。

「……なるほど。あなたは、また、死ぬ気だったのか」

「何？　また、って。俺、今まで死ぬ気だったこととかあったっけ？」

　心底意外そうにランセが言うので、ついにロディアも声を荒あらげる。

「あるだろう！　いつだってあなたは勝手にひとりで死ぬ気だったじゃないか！　ひとりで突つっこんで、全部背負おうとして。あなたはどうして、そんなに自分を信じないんだ！」

　襟えり首くびをつかみあげそうな勢いのロディアに、水兵たちがおろおろと視線を交かわしている。

　レーン号の士官たちは、ロディアとランセ、どちらの気持ちもわかるのだろう。おのおの黙だまって成り行きを見守っていた。

　周りの反応など気にしたふうもなく、ランセは軽く笑って両手を広げてみせる。

「俺は自分を信じてるぜ。俺には力がある。戦う力が。世界を変える力がな」

　彼の言葉がいっそ投げやりにすら聞こえて、ロディアは一歩前に出た。

　不ぶ躾しつけなほどの距離で、彼の心臓の位置に指を当てて叫さけぶ。

「違ちがう！　あなたが信じてるのは、あなたの演技だけだ！　さっき私に言ったこと、半分は本心だろう？　あなたは周囲に望まれた通りの英えい雄ゆうとして生きてきた自分しか信じていない！　だが、私は英雄のあなたが好きなんじゃない、あなたが、好きなんだ！」

　好き、と言われた瞬しゆん間かん、ランセの瞳ひとみに苦痛に近い何かが走ったようだった。

　それがどんな感情によるものなのか、ロディアが見定める前に、ランセはへらりと気楽な笑いを浮かべて言う。

「英雄以外の俺が好きって言われてもなー。俺にはなんにもねえぞ。戦う以外、何もない」

「ランセ、一応先に謝っておく。すまない」

「へ？」

　ランセが状じよう況きようを理解しないうちに、ロディアは拳を固めて、思い切り彼の頬ほおを殴なぐりつける。

　ランセは、反射的に避よけかけたようだったが、なぜか踏ふみとどまった。

　乾かわいたいい音が晴天に響ひびき、彼は大きくよろめく。

　見事な一いち撃げきに水兵たちがどよめく中、ランセは口元を手の甲こうで押さえて、どうにか倒たおれずに踏みとどまった。

「──はー……効くなー、おい」

　彼の少し呆あつ気けにとられたような顔を見つめ、ロディアはなぜか泣きそうになっている自分に気づいた。

　悔しい。なんと言ったら彼に届くのかわからない。

　それでも、とにかく叫んだ。

「あなたは傲ごう慢まんだ。いつも完かん璧ぺきでいようとして、完璧でいられなくなったら消えようとする。ばかじゃないのか。誰だれだって苦しいときはある。失敗するときだってある。私なんか失敗だらけだ！　それでも、私は一生私のままだ。のたうって、ばかをやって、それでも死ぬまであがき続ける覚かく悟ごだけはできている」

　そこまで言って、ロディアは軽く呼吸を整える。

　今はあえて、目の前のひとと自分の間にある十年近い年の差と、それ以上の経験の差を忘れようと思った。今、彼のことを思っている自分の気持ちが大切だった。

　子供扱あつかいしたいなら、しろ。

　そんな勢いで、ランセを強くにらみつけ、自分の胸の真ん中を親指で押さえて言う。

「ランセ。下手にひとりで考えてばかな考えに至るくらいなら、もう何も考えるな。つべこべ言わず、黙って私についてこい！」

　力ちから一いつ杯ぱい言い切ると、辺りには怖こわいくらいの沈ちん黙もくが満ちた。

　もう歓かん声せいすらあがらない。

　変な緊きん張ちよう感かんすら漂ただよう甲板上で、ランセはのろのろと自分のこめかみをおさえ、いきなり爆ばく笑しようし始めた。

「く……あ、あはははは！　すげえ、初めて聞いたぜ、そんな台詞せりふ！　すげえなあ、お前、ほんとにすごい！　お前みたいなやつ見たことない。聞いたこともない。俺を連れてってくれるってのか？　俺はめんどくせーぞ」

「あなたの面めん倒どうくささは、充じゆう分ぶん味わわせてもらってる。だから、ずっと背負うのは嫌いやだ。でも、どんな人間だってよろめくときはある。苦しいときはある。そんなときは、私があなたをひきずりたい。私があなたを守る。石榴ざくろだのなんだの関係ない、私は私だ。私は自分のことも、あなたのことも最後まであきらめない」

　真しん摯しな言葉を投げ続けると、ふとランセの雰ふん囲い気きが変わった。

　今までの気負いのようなものがふっつりと消えて、彼は気楽に笑う。

「なあ、ロディア。お前の言うことはいつだって正しい。俺は、俺自身のことは信じてないし、陛下のことか、喧けん嘩かのことしかろくに考えてこなかった。でも、最近はなー。世界のこと、仲間のこと。それに、お前のこと、考えたぜ。航海の間も。お前が、明日あしたも気持ちよく目覚めて、楽しく過ごせる世界が続くといいな、って」

（──今のは、本音だ。本当の、本音。ランセは、忘れていなかった。思ってくれていた。レーン号と、私のこと）

　素そ朴ぼくな言葉が実感を伴ともなって心に染しみいってくる。

　嬉うれしい。あまりのうれしさに、逆に少し顔が熱くなってきてしまう。

　ロディアは慌あわてて、ランセをにらみつけた。

「だったらなおさら、自分勝手に死のうとするな。あなたがいなくなったら、私はやけになって女遊びに明け暮れるからな！」

「そこで女なのかよ！　お前、最近色々やけっぱちになってねーか!?」

「あなたがそんなだから、仕方ないんだ！　でも、私は簡単にあきらめない。絶対に何か策があるはずだ。旧神の力に頼たよらずとも、人間には人間の力がある。私はここまでも、旧神召しよう喚かんはなしでどうにかやってきたんだ」

　ロディアが言うと、今までふたりのやりとりを黙って聞いていたアルデアが声をあげる。

「そうですわよ。新艦長は本当にあきらめが悪くって大変ですの。わたくし、力を捧ささげてもいいとまで言ったのにふられてしまって」

「へ？　アルデア、お前、自分から旧神召喚するって言ったのか？」

　きょとん、としたランセに、アルデアは色っぽく歩み寄って毒のある笑え顔がおを傾かたむけた。

「そう。だって放っとけないんですもの、新艦長さん。あの子、あなたがいないといつもとっても寂さびしそうで可愛かわいくて。ついついかまわずにはいられませんの。わたくしとしても、あなたに毒を盛れないと航海中の暇ひまつぶしが半減ですわ」

「……ふーん。なんか俺、今、すっごくお前のこと殴りたいけどなんでだろうな？」

「どうしてかしら？　あなたが生来野や蛮ばんな人間だからじゃありませんこと？」

　うっすらと笑っていつもの険悪な雰囲気を漂わせ始めたランセとアルデアのもとに、他の士官たちもわらわらと集まってくる。

　ルーナ・ノアが勢いよくランセの腰こしに抱だきついたので、ランセはふと表情を緩ゆるめて彼女を抱きしめた。

「よう、ルナ！　元気だったか」

「元気。ロディアにドレス、買ってもらった」

「えっ、ほんとか!?　今、この船にあるのか、それ？」

「あるみたいですけど、俺も見せてもらったことないです。っつーか艦長……。俺にも一発殴らせてくれません？」

　どんよりとした表情で言うカロルには、ランセはにっこりと笑いかけて言う。

「嫌だ」

「…………なんで!?　なんでロディアにはわざと殴られてんのに、俺は駄だ目めなんですか？　俺がどんだけしんどい思いしたかわかってんですか？　いや、絶対わかってねーよな、あなたは。おいてかれたって知ったときは、マジでひとりで後追おうかと思ったんですからね！」

「あははは、俺、お前の、そういうこと本気でさらっと言えちゃうとこが、好きだけど苦手だわー。大きく育てよ、万年成長期！」

「しかも子供扱い!?　これ以上伸のびませんから、背とか！　伸びても困るし！」

　涙目で叫ぶカロルを見るのも久しぶりで、ロディアは小さく笑った。

　やはり、こうあるべきなのだ。危あやういながらもそれぞれが均きん衡こうを保って助け合い、存在しているこの船。誰が欠けても駄目だ。これがレーン号だ。

　ランセも楽しげな様子で士官たちを眺ながめていたが、キニスと視線を合わせると引きつる。

「何、キニス。って、えっ、責任取れって、一体なんの責任だ!?」

「キニスも正直になったな。まあ、『生きててくれてありがとう』とか言ってたらしこんできた相手が勝手に死のうとしていたら、責任を取れとは言いたくなるだろう」

　ロディアは苦く笑しようして言い、廃はい船せんのほうへ視線を戻もどした。

　さっきの水竜の美しさとは対照的な、恐きよう怖ふそのものを凝こごらせたような姿。

　──しかし、以前、アスファル帝てい国こくのハディカ宮で見たときとは若じやつ干かん形が異なるようだ。

「……ルーナ・ノア。あれをよく見てくれ。そして、見えることを全部教えてほしい」

　振ふり返って呼ぶと、ルーナ・ノアはやっとランセから腕うでを解いた。

　彼女はロディアの傍かたわらに立ち、じっと真っ黒になった廃船を見つめる。

　その間にも、徐じよ々じよにジェレマイヤの戦列艦もレーン号のほうへと近づいてきていた。

「艦長！　ジェレマイヤの艦から、『停船せよ』の信号が来てますよー！」
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　サクルの報告に、ロディアは廃船を見つめたまま叫さけび返す。

「読み取り不能、とでも返しておけ！」

　ランセはそんなロディアを見やり、少し面おも白しろそうに問う。

「お前も結構むちゃくちゃだな。だけどこうやって見てたって、アルモニアはアルモニアだぜ。他ほかの何かに変わってくれるわけじゃねえ。俺の【ミラ】を使う以外、どうする気だ」

「それはまだわからない。わからないが、私の目にはあれは以前アスファルで見たものとは少し違ちがって見える。ひょっとしたら、そこにつけいる隙すきがあるかもしれないじゃないか」

　一いち縷るの望みを託たくして、ロディアは言う。

　ルーナ・ノアはしばらく廃船を凝ぎよう視しした後、不意にロディアを見上げて報告した。

「文字が見える」

「文字？──あの、黒い中にか？」

「そう。あの黒いのが、文字で出来てる。細かな、細かな文字。……読めない、けど」

　ルーナ・ノアの答えに、ロディアは、はっとしてランセを見やる。

　彼は真しん剣けんな顔でロディアを見つめ返してから、ルーナ・ノアに訊たずねた。

「そいつは、あれか。【ミラ】以外の旧神を呼び出したときに見える字か？」

「そう！」

「ってことは……おかしいな。あれはアルモニアじゃなくて、旧神だっつーのか？」

　意外な報告に腕うで組ぐみをして考え始めたランセの横で、ロディアは奇き妙みような興奮に身を浸ひたしていた。先ほどぱっと浮うかんだひらめきを、何度か考え直してみる。おそらくこのひらめきは間ま違ちがっていない、そう結論を出して、ロディアはつぶやいた。

「……反転だ、ランセ」

「何？」

　いぶかしむ口調のランセに、ロディアは声を大きくして一気に説明する。

「あなたは、あなたの【ミラ】は、アスファルのハディカ宮で、アルモニアを反転させた。秩ちつ序じよの神であるアルモニアを、混こん沌とんの神に変えた。混沌の神──すなわち、旧神だよ。旧神がいかなるものかはわからないが、結果からみたら何が起こったかは明白だ。あなたは、ミラは、新たな旧神を作ったんだ！」

　彼女の言葉を本当に理解するのには、しばらくの時間がかかったのだろう。

　ランセはしばらく考えた後、顔をしかめてうめくように告げた。

「そんなとんでもねーこと、って言いてえが……ルーナ・ノアが嘘うそを吐つくわけもない、か。なんだか妙みようなことになっちまいやがった。で、ロディア。お前が妙にうきうきしてんのは？」

「旧神相手なら、私の石榴の瞳ひとみが効くだろう？　私が行って、どうにかしてこよう」

　ロディアはそれこそうきうきした口調で言い、ランセに笑いかける。

　自分に何かできることがある。

　それが、ロディアにとっては一番の希望だ。

　そんな彼女を見て、ランセも速すみやかに説得はあきらめたらしい。深い、長いため息を吐いたと思うと、彼はにやりと不敵に笑う。

「しょうがねえ。この際頼りにするか。そんで？　まさか俺を置いてきゃしねーよな？」

「だーっ、ちょっと待った、ふたりとも！　さっきから黙だまって聞いてりゃ、どーして艦長ふたりがあんな化け物に突つっこもうって話になるわけ？　しかもその石榴ざくろの瞳だけで、あれをどうにかしようっての？　勘かん弁べんしろよ、ほんとに勝機あんのかよ！」

　さすがに我が慢まんしきれなくなったらしく、カロルが必死の面おも持もちで口を挟はさんだ。

「勝機があろうがなかろうが、他に手がないんだからしょうがないだろう。いざとなったら、レーン号は頼たのむぞ」

「やめろよ、ロディア！　何すっきりした顔で肩かたとか叩たたくんだよ、俺を何度も傷心させんなっつーの！」

　わめくカロルにロディアは笑い、ランセは自分の頬ほおをひっかいて少し考えた後、自分の乗ってきた船のほうに視線を投げる。

「……あっちの船に、旧神封ふうじの鉄てつ棺かんが乗せてある。ひょっとしたら使えるかもしれねーから、持ってくるわ」

　旧神封じの鉄棺というと、マディスの軍研究所で、『永久封ふう印いん』とやらに使われると言われていたもののことだろうか。

（だとしたら、どんなつもりでそんなものを持ってきたんだ、このひとは）

　ロディアが全力で追及したい気持ちをどうにか吞のみこんでいるところへ、サクルの声が響ひびいてきた。

「艦長ー！　ジェレマイヤの敵てき艦かんから、『停船しなければ攻こう撃げきする』って通信が──！」

「そうか。マディスとジェレマイヤは戦争状態ではないはずだが……」

　ロディアが返信の文章を考えながら振り向いたとき、近くの海面で水柱が上がった。

　続いて、もう一発。

　まだ距きよ離りのあるジェレマイヤの戦せん艦かんから、砲ほう撃げきの音が響いてくる。

　狙ねらい撃うたれているのだとは気づいたが、さっきの大立ち回りのせいか、ロディアの心はびっくりするほど平静だった。

「『こちらが返事をするまで待てないのか、我慢のきかない奴やつだ』とでも返信しろ！」

　ロディアが怒ど鳴なると、水兵たちがどっと笑い声をあげる。

　彼女は水兵たちに向き直り、叫んだ。

「諸君！　当レーン号はマディス王国海軍の軍艦でありながら、どこにも存在しない『幽ゆう霊れい艦』だ。ときに友軍からも『ない』ものとして扱あつかわれるが、そのぶん自由に動くことができる。国の思おも惑わく？　戦争法？　知ったことか。勝利のみが我々のすべてだ。──我々の戦争を、始めるぞ！」

　ロディアの言葉に、水兵たちはわっと盛り上がって拳こぶしを突き上げる。

「戦争だ！」

「ジェレマイヤに一ひと泡あわ吹ふかせてやる！」

「お前ら、騒さわいでねーで持ち場につけ！　戦せん闘とう配置だ！」

　カロルが叫んで笛を吹ふいた。一気に水兵たちが持ち場へつくため走り始める。

　ロディアはそれを確かく認にんしてランセに向き直り、彼に手を伸べた。

　今度は、自分がこの台詞せりふを言う番だ。

「行こう、ランセ」

　ランセは彼女を見つめ返し、ひとの悪い笑えみでうなずき、力強くその手をとった。
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「砲撃準備！」

　下士官たちが下層甲かん板ぱんで怒鳴り、水兵たちが大たい砲ほうに取りつく。

　開け放たれた砲ほう門もんから見えるのは、左前方から迫せまる、圧あつ倒とう的に巨きよ大だいなジェレマイヤの戦列艦だ。敵艦とレーン号が完全に互たがいの射程内に入るまで、あと五分足らず。

　そして、同時にレーン号の正面には真っ黒な廃船が見えていた。

　こちらは敵艦より近い位置に浮かんでいる。

　揺ゆれる船首楼ろう甲板に立ったロディアはうまく均衡を保ちながら、そのふたつをじっとにらんでいた。

　その間にも眼前の船首砲ほうが火を噴ふき、ジェレマイヤ艦の鼻先で水柱が上がる。

　もうすぐ本格的に大砲の弾たまが降り注いでくるだろう。

「レーン号があれとまともに撃ち合ったら、どれくらいもちそうだ？　カロル」

　ロディアが訊きくと、カロルは辺りの戦せん況きようを眺ながめて怒鳴り返す。

「真横で撃ち合えるのは一回だけだ！　それ以上やったら、確実に航行不能になる。砲門の数が違いすぎる！」

　まあ、そんなものだろう。戦争は魔ま法ほうとは違う。おそろしく現実的だ。

　ロディアは少し考えこんだ後、横に立つランセを見やった。

「そういうことだ。賢かしこい艦長ならここで踵きびすを返すだろうが、私は正面から突っこもうと思う。レーン号を壊こわしてしまうかもしれないが、いいか？」

「いいねえ。真っ正面から突っこもう、って作戦に、俺が文句言うと思うか？」

　ロディアの意図を読み取ったのか、不敵に笑ったランセの横顔は、かつてレーン号の上で自分が憧あこがれていたものだ。

　ロディアはこんなときでも明るく気持ちが浮き立つのを感じ、浅くうなずいた。

「では、行こう」

「ああ。いざとなったらこいつでどうにかしてやる」

　ランセが言って足をかけたのは、甲板に置かれた気味の悪い棺かん桶おけだ。

　薄うすい金属でできたそれの表面には、びっしり奇妙な文字が刻みこまれている。

　どこまでもまがまがしい棺桶から視線をそらし、ロディアは声を張り上げた。

「全速前進！　私を信じろ！　あの廃船に突っこめば、我々の勝ちだ！」

　彼女の命令に、水兵たちの間に今までとは別種の緊張が走る。

　徐じよ々じよに迫り来る廃はい船せんからは、すう、と冷たい風が吹いてきて、それと同時に無数の人々のざわめきのようなものが耳にまとわりついた。

　かろうじて浮いているだけの船体を覆おおった黒いものは、ここまで近くにくれば、細かな黒い粒りゆう子しでできていることがわかる。常に蠢うごめき、組み変わるその形。元々アルモニアを乗のせていた船は、ほとんど全部その黒い粒子に覆われて原形が見えない。

　──戦艦ならともかく、あんな化け物に突っこむのか。

　水兵たちはすっかり青ざめているが、そこへ風を切る音と共に敵艦から砲ほう弾だんが飛んできた。

　下層甲板に飛びこんだ弾が、めきめきと木を破は砕さいする音を立てる。

「おら、お前ら！　ひるんでる暇ひまはねーぞ！　うろうろしてたってやられるだけだ。海の男としての根こん性じようがあるなら、最後までお前らの艦長を信じてみせろ！」

　ランセが陽気に怒鳴り、ロディアが続ける。

「そうだ。あれは私が全部引き受ける。君たちは自分の責務を果たせ！　進め！」

　彼女が叫ぶうちに、廃船は黒いもやのように視界の半ばを覆い始めた。

　一方、ジェレマイヤの戦艦もどんどん大きくなり、もはや壁かべのようにそそり立っている。

　激しい砲撃が続き、レーン号の索が切れ、どっと一枚帆が落ちた。

　それすらどこか遠くのもののように視界に収めながら、ロディアは何度も風を確かめ、レーン号と敵艦の速度を計算し続ける。

（もうすぐ。もうすぐジェレマイヤ艦とすれ違ちがう）

　すれ違いざまに撃ちあいができるのは一度だけ。

　まともに撃ちあっても勝機はない。とはいえ、ロディアは素す直なおに負ける気はなかった。

　と、不意に耳元で風の鳴くような音がして、ロディアはランセに腕うでをつかまれた。

　彼に強く引き寄せられた直後、背後で甲板が割れる音が響く。

　水兵たちが悲鳴をあげ、「艦長、ご無事ですか！」などと叫さけんでいる。弾が自分のすぐ横をかすったのだ、と理解する前に、ロディアは敵艦の帆ほが動いたのを見てとって叫んだ。

「今だ！　敵が廃船を避けて風下側に逃にげる！　全速前進、左さ舷げん側、撃て！」

「敵が後ろを見せるぞ！　左舷側、全ぜん弾だん撃うちこんでやれ！」

　ロディアの命令を、すぐさまランセが甲板中に響く声で繰くり返した。

　恐きよう怖ふに震ふるえていた水兵たちが、はっとして顔を上げる。大砲にとりつく。

　その直後、彼女の予測したとおり、敵艦はぐうっと向きを変えた。

　まるで魔法みたいに、敵は無防備な艦かん尾びをこちらにさらす。

「──やはりだ。奴らはアルモニアに恐怖して、ぎりぎりで回頭した！」

　ロディアの興奮気味の台詞にランセが答える前に、レーン号の砲門が残らず火を噴く。

　甲板が大きく揺れた。海面にもうもうと煙けむりが這はいだす。

　ジェレマイヤ艦の艦尾楼ろうが破砕され、硝子ガラスや木もく片へんがばらばらと海面に落ちていく。

　小型艦にしてやられた敵の悔くやしげな顔が、すれ違いざまに意外なほどはっきりと見えた。

　しかし、相手はそのまま全力で遠ざかっていく。

　下層甲板からわあっと歓かん声せいがあがるのを聞いて、ロディアはほっとして微笑ほほえんだ。

「やれやれ。これでどうにか、面もん目もくは立ったかな」

　そうつぶやいたところへ、ひやりと冷たい風が吹いてくる。

　我に返ってレーン号の進行方向に視線を戻もどすと、すでに船の舳へ先さきはアルモニアの黒い霧きりに包まれていた。

　急にぎゅっと心臓が縮まるような気分に襲おそわれ、ロディアは自分の手に視線を落とす。

　それがかすかに震えているのに気づき、彼女は笑みに少しだけ苦みを混ぜた。

（砲弾は平気なのに、あの化け物に対するとなると、これか）

　ロディアは思い、ふと、ランセに片手を伸のべる。

　ランセはすぐにこちらを見てくれた。どうした、と、力強い視線で訊いてくる。

　だからロディアは、素直に言えた。

「──ランセ。今だけでいい。手を握にぎっていてくれないか。怖こわいんだ」

　するりと出たその台詞を、ランセは笑わなかった。

　ひどく深刻になることもなかった。

「ああ」

　軽くうなずいて、すぐにロディアの手を握ってくれる。……温かい手だ。
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　ロディアはほっと一息吐つき、彼に告げる。

「私は、あなた以外には弱音を吐はきたくない」

　ランセは彼女の言葉を聞き、その目を見つめて、刻むように言う。

「自信を持て、ロディア。お前は強い人間だ。自分が弱いって認められるくらいに、強い。俺はここにいる。お前を、信じてる」

　言葉と共に、ぐっと手に力がこもる。

　彼がここにいる。それだけのことが、こんなに嬉うれしい。

「ありがとう」

　かすかに囁ささやいたのと、ほとんど同時に、ロディアの全身は冷えた風に包まれた。

　寒い。骨の芯しんから凍こごえそうだ。あまりのことに歯の根が合わない。無数の黒い固まりが、人間の苦く悩のうの表情を作って眼前に迫せまってくる。水兵たちの悲鳴が聞こえる。

　そして、旧神のざわめきが思い切りロディアの全身にたたきつけられた。

　ロディアは思わず目を閉じ、慌あわててすぐにまぶたを引き上げた。

　今は自分の石榴ざくろの瞳ひとみが頼たよりなのだ。

　しかし、再び目を開けたときには、世界はすっかり灰色に覆われている。

（これは──廃船の中に突つっこんだのか？　それとも……旧神の見せる、幻まぼろしか）

　くわしいことはわからない。

　確かなのは、落ち着かない灰色で視界が満たされていること。

　よくよく見ると、その灰色はどうやら例の旧神の文字の粒つぶの集まりであるらしいこと。ただそれだけだ。

　他ほかには、辺りを見み渡わたしても何も見えない。ランセがいたところにも、彼の姿はない。船の輪りん郭かくもない。ここには完全に自分だけ。

　そして──

『石榴』

　頭の中に、直接奇きっ怪かいな声が響ひびいてくる。

　いくつも重なった音は、大人の声とも子供の声ともつかず、そもそも人間らしい響きがひとつもない。

　本能的にわき上がってくる恐怖を抑おさえようと、ロディアはとっさにてのひらの感覚に集中した。自分のてのひらの先には何も見えないが、それでも、かすかなぬくもりが残っている気がする。

　このぬくもりは、そこにランセがいる印だ。自分はひとりではない。

　ここには自分を守ってくれるひとが、自分が守らなくてはならないひとがいる。

「旧神よ。お前はなんの神だ？」

　勇気を奮い起こし、どうにか張りのある声を押し出すと、旧神の声はますます強くなった。

『我がなんの神かは、お前たちが決める。お前たちは秩ちつ序じよを望む。我々をすら、言葉で縛しばる。我々は、真の混こん沌とん』

　真の混沌。それは一体、どんなものなのだろう。

　想像もつかない言葉に眉まゆ根ねを寄せていると、不意に旧神の声が聖堂の鐘かねの音のようにがんがんと響き渡わたった。

『お前を知っているよ、石榴。お前の血は、呪のろわれた』

『甘い』

『苦い』

『お前が腐くさらせる』

『我らが嬰えい児じを』

『我らが苗なえ床どこを』

　あまりに大きな音で、頭がぐらぐらする。めまいがする。

　細かな文字が蠢く視界の中に、ちらちらと赤い色が見え隠かくれする。

　──これは、なんだ？

　ロディアが疑問に思った瞬しゆん間かん、目の前に無数の人ひと影かげと建物のような何かが見えた。

　視界が戻ってきたわけではない。

　周囲の細かな文字の群れが寄り集まり、濃のう淡たんを作って何らかの図像を見せているようにも思える。彼女の眼前に繰り広げられる光景は断だん片ぺん的だ。

　石の列柱立ち並ぶ遺い跡せき。奇き妙みような長衣をまとった人々。彼らの手に握られた剣けん。

　そして、遺跡の中で長衣をまとったひとりが顔を上げる。

　その男の瞳は、赤。

　ロディアと同じ、石榴の瞳。

（これは……！）

　目の前の図像をもっとはっきり見たくて、ロディアが目を見開いた。

　次の瞬間、ざらついた遺跡の場面は消え去り、目の前に白い顔が出現する。

　目の位置が、落書きみたいな適当な黒い線で塗ぬりつぶされた、真っ白な顔。

　見た途と端たんに得体のしれない恐怖で息が詰つまる。

　白い顔は、変に甲かん高だかい少女の声で言った。

「我は、その男の子供を産むのだ。邪じや魔まをするな」

（ミラ。この声は、ミラだ。だとしたら、その男というのは、ランセか）

　ならばこの、新たな旧神はミラと同じものなのだろうか。それとも、他の旧神に便乗して彼女が現れたのか。

　どちらにせよ、ミラからはすさまじい執しゆう着ちやくの熱が吹ふき寄せてくる。

　黒々とした感情に気け圧おされそうになりながら、ロディアは懸けん命めいに呼吸をした。

　怖い。恐おそろしい。でも、きっとミラに憑つかれているランセ本人はもっと恐ろしいだろう。

　だから今は、自分が怖くないふりをするのだ。

　──笑おう。

　とびきり冷たく、甘く。

　ロディアはどこまでも硬こう質しつな笑えみを浮うかべて、ミラに囁く。

「邪魔はするさ。残念ながら、私も女だからな」

　ロディアの言葉に、ミラの目がすっと細められる。

　ほとんど物理的な重さとなっていた空気のよどみが、ほんの少しだけ薄うすくなる。

「お前には、ミラの気持ちはわからない。ミラのほうが、この男を欲ほつしている。何千年、何万年の想おもいだった」

　それでも圧あつ倒とう的な圧力を伴ともなうミラの言葉に、ロディアはあらがって顔を上げ続けた。

「そうか。ならば、それはランセに向けた想いじゃない」

　静かに言い切り、改めてミラをにらみつける。

「私の想いは、たかだか十年と少し。いや、おそらくは数年ぶんの想いだ。だが、間ま違ちがいなく目の前のこのひとを想っている。もう、わかってしまった。私は何かのために彼を愛してるんじゃない。選べと言われれば、自分よりも、世界よりも、ランセを取る。だから──君のことだけは、愛せそうにない」

　ロディアはそう言い捨ててランセの手を放し、自分のサーベルを手のひらにあてた。

「混沌より出いでしものよ、古き神よ！　ひとの世に混沌をもたらすな。今は眠ねむれ！　代だい償しように、この苦い血をくれてやる！」

　叫さけぶと同時に自分の手のひらを切り裂さき、目の前の顔をつかんだ。

　間を置かず、すさまじいまでの悲鳴と哄こう笑しようが辺りを包む！

　ロディアの頭痛とめまいが限界まで強くなり、ミラの冷たい指が首筋に絡からんだ。そこから刺さすような痛みが浸しん食しよくしてくる。

　駄だ目めだ、このままでは死ぬ。そうやって身体からだが悲鳴をあげる。

　しかし、そんなものはあえて無視した。

　死んでも、離はなさない。

　それに、今は隣となりにランセがいるのだ。

　だから、絶対に死なない。




「堕おちるのは、お前だ！」




　血を吐はくような叫びと同時に、ぶつっと異様な圧あつ迫ぱく感かんが途と切ぎれた。

　大勢の観客が、不意に黙だまりこんだような、奇妙な沈ちん黙もく。

　次に、文字の群れが一いつ斉せいに下の方へ流れたかと思うと、跡あと形かたもなく消え去ってしまう。

　──光が差しこむ。

　ロディアは目を細めた。

　視界のほとんどが、さっきまでの灰色から色いろ鮮あざやかな青に塗り替かえられている。

　ああ、空が青い。海の匂においだ。

　戻もどってきたのだ。

　そう思ったところで、ロディアの意識は途と絶だえた。
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　ほんの短い夢をみた。

　温かな羽にくるまれて眠っている夢。

　優やさしく呼吸する、大きな何者かの羽がすぐそばにある。ふわふわの茶色の羽う毛もうの上に、虹にじ色いろの光を帯びた羽根が生えそろっている。

　綺き麗れいだ。それに、懐なつかしい海の匂いがする。

　柔やわらかな羽根がほおをくすぐって、誰だれかが穏おだやかに囁ささやく。

「起きたか？」

「──ランセ」

　重いまぶたをどうにか開けると、ロディアは視界にランセの顔をみとめた。

　その後ろには、木造船の残ざん骸がい。崩くずれた木材の間から、真っ青な空がのぞいている。

　真昼の光がランセの輪郭を際きわ立だたせる。

「綺麗だな」

　ぽそり、とロディアが言うと、ランセはちょっと妙みような顔になった。

　けれど彼はすぐに苦く笑しようして、丁てい寧ねいにロディアの金きん髪ぱつを撫なでる。

「それ、お前の台詞せりふじゃねーから。変な奴やつだなあ、ほんと。……何があったか覚えてるか？」

「変なものが見えた。世界が灰色で──誰かが、私を、呪われた者と呼んだ」

　そうか、とつぶやいて、ランセは緩ゆるやかに瞬またたく。

「お前が自分の手のひらを切って啖たん呵かを切った後、旧神は、旧神の名前が刻まれた球技の球みたいなもんになっちまったから、棺かん桶おけの中に封ふうじといた。だけどその後お前、見事に気を失って海に落ちたんだよな。慌あわてて助け出して、旧神が消えた廃はい船せんにひっぱりあげたとこ」

「そうか。色々無事に済んで……よかった、のだろうな」

「よかったよ。お前が無事で」

　そう言われたとき、ロディアは自分がランセの体温に包まれているのに気づいた。

　自分は朽くちかけた廃船の底で、湿しめった彼の腕うでに抱いだかれている。

　理解した瞬間に、ランセがロディアを強く抱だき寄せた。

　心が熱く震ふるえて、ロディアもおぼつかない指で彼にすがる。

「あっ、やっちまった。もう抱きしめないっつったのに」

　すぐ近くでそんな声がした。でも、ランセは特に腕をゆるめる気配もない。

　そのことに意外なほど安あん堵どして、ロディアは彼の耳元で囁く。

「……だから、何が嫌いやなんだ、抱きしめるのの」

「あのな。一度こうしちまうと、離したくなくなるんだよ」

　笑み混じりの声に、ロディアの胸は少し苦しくなった。

　言われているのは嬉うれしいことのような気がするのに、変な話だ。

「じゃあ、素す直なおにそう言えばいいだろう。あんな言い方をするから、うっかり傷つくんだ」

　ロディアがつぶやくと、ランセは不意に少し身体を離してロディアと視線を合わせる。

　なんだろう、と驚おどろくロディアに、ランセは妙に真しん剣けんな顔で言う。

「素直に言っていいのか？　俺、ほんとはそんなに物わかりよくねえぞ」

（……あれ。しまったな。これはどういう意味だ）

　何かを踏ふみ間違った、気がする。踏み間違ったというか、言い間違った。

　いや、それも違ちがうのだろうか？

　とにかく、誤解されたら困る気がする。が、そもそも何が誤解で、何が正解かがわからない。

　万が一にもそういう意味だったとしても、相手がランセなら大だい丈じよう夫ぶ、のような──と考えかけたところで鼓こ動どうが異常に速くなり、めまいがした。

　……大丈夫じゃないような気がする。別の意味で。

　というか、『そういう意味』ってなんだ。本気でそんなことを考えているのか、自分は。

　考えれば考えるほど、頭の中がぐるぐるしてわけがわからなくなり、ひどく恥はずかしくて全身が熱くなった。ロディアは顔が赤くならないよう祈いのりつつ、途と方ほうに暮れた顔で訊きく。

「そうなのか。つまり──離したくないって、その。あまり簡単にひとに薔ば薇らなど捧ささげるな、とか。そういうことを言いたくなったりする、のか？」

　訊いた後に猛もう烈れつにいたたまれなくなったが、ランセは否定しなかった。

　それどころか、ロディアを見つめて静かに笑う。

　殺気に近いような真剣さを漂ただよわせた、彼の囁きがロディアの耳を打つ。

「ああ。他人見てる暇ひまあったら、俺を見てろよ」

　答えようとして口を開いて、息が詰まった。

　なんだろう、これは。目の前にある、青と緑の瞳ひとみ。いつもロディアを通して、遠くを見ていた瞳。ロディアはその瞳が少し怖こわくて、悲しくて、それでもずっと捕つかまっていた。

　でも、今は違う。彼はロディアを見ている。ロディアだけを見ている。

　……本当に？

　ロディアは、どうにか囁き返す。

「見ている。……それに、見ていた。ずっと」

「足りない。もっとだ」

　畳たたみかけるように言って、まだランセは少し怖いような笑えみを浮うかべている。

　どうしよう。彼が怖い。でも、不快ではない。心が震える。

　視線を外せないまま、ロディアは懸けん命めいに告げた。

「なぜだ？　何が、そんなに足りない。副長として、ずっとそばにいただろう？　そして、あなたのことが好きだと言っていた」

「それでも、もっと欲しいんだ。お前だけは、全部欲しい。爪つめの先から、魂たましいの端はしっこまで」

　笑うようでいて、どこまでも真剣な声。ランセの手が、ロディアの指をつかむ。

　彼女の薄うすい爪に指でそっと触ふれて、次に唇くちびるを押し当てる。

　心臓が酷ひどく強く打って、めまいがした。

　ずっとあなたを追っていたのに。あなたのことを考えていたのに。

　それでも足りない？

　ランセはなんだか怖いことを言っている。ロディアだって、ランセだけだ。

　こんなふうに思うのはランセだけ。

（好きだ、と。もう一度言えば、解放してくれるんだろうか）

　唇がかすかに震える。声を出そうとするのに、言葉が喉のどに引っかかってしまった。

　喉の奥が熱い。簡単な、短い台詞が出てこない。嘘うそではないのに。本当の気持ちなのに。

　口にしたら、何か、とんでもないことになりそうで。

　ランセはそんなロディアを見つめていた。

　やがて、彼女の指をにぎったまま、囁く声こわ音ねで訊いてくる。

「俺の指輪、まだ持ってるか？」

「──ああ」

　もちろん、持っている。鎖くさりに通して、心臓に近い位置にくるように身に着けている。

　全部は言わなかったのに、ランセはやけに綺麗に、嬉しそうに笑った。

「……あれな。俺が『エリアス』だったころに自分で作らせたんだ。当時は誰にも弱みは見せられなかったから、あれをしてる間は平気、って勝手に思いこんでた。その後、名前が変わって幽ゆう霊れいになった後もな。『名前は変わっても、同じ指輪をしてるかぎり、俺は俺だ』って自分に言い聞かせてた。そういう、くっだらねーお守りだった」

「そんな大事なもの──すぐに、返す」

「駄だ目めだ。ずっと持ってろよ、俺の遺骨だとでも思って。生きてる間の形見分け」

　不ふ吉きつなのか、甘いのか、よくわからない台詞で心臓がきりきりと痛んだ。

　頭のどこかで警けい鐘しようが鳴っている。もう駄目だ。これ以上は駄目だ。おかしくなる。

　ロディアは目を閉じ、なるべく強い口調で囁いた。

「ランセ。よせ、おかしくなる」

「ロディア」

　ランセの声が一度、低くロディアの名を呼んだ。

　またロディアの心臓が跳はね上がる。

　何を言われるのか、緊きん張ちようの数秒が過ぎた後。

　──ランセは、ほっと息を吐はいて、ロディアの手を放した。

（……どうなったんだ？）

　ロディアがおそるおそる目を開けると、ランセの雰ふん囲い気きは元に戻もどっていた。

　穏やかで、優しく、からっとして、陽気。なんだか拍ひよう子し抜ぬけしてしまって、ロディアは瞬く。

　そんな彼女に、ランセは苦笑まじりに言った。

「ごめんな。なんか卑ひ怯きよう者になりそーだったわ、今」

「卑怯、か？　まあ、退路を断たたれているような気分ではあった……」

「うん、まー、間ま違ちがってねえよ。それで」

　ランセがわざとらしくうなずいて言うので、ロディアはしばらく考えこむ。

　色々な感情と考えが頭の中で渦うずを巻いていたが、旧神に対たい抗こうした疲ひ労ろうで何もまともな結論を出すことはできなそうだ。

（今は、駄目だ。でも──）

　ロディアは自分の心臓の上に、そっと手のひらを置いてみる。

　大事な、ランセの指輪がそこにある。そのことを確かく認にんすると不思議に心が落ち着いて、彼女はほっと息を吐いて告げた。

「……ランセ。とりあえず、マディスに帰ろう。あなたの船を軍ぐん艦かんに仕立て直して、海かい賊ぞくなんていう汚お名めいをどうにか雪すすいで。そうして落ち着いたら……色々、もう一回話したい」

「ああ。そうだな。それがいい。いざとなったら陛下に助けてもらえばいーし。俺、結構働いたもんな。少しくらいは、わがまま言ってもいいころかもしれねえや」

「どんな『いざ』だか知らないが、わがまま自体はずっと言ってただろう？」

「そうか？……うん。まあ、そうかもな」

　ロディアが笑い、ランセも笑い返した。

　そこへ、サクルののんびりした声が響ひびいてくる。

「おーい、そこの艦かん長ちようさんたち。ご無事ですかー？」

「ああ、サクル。無事だ……」

　ロディアが声を上げて、どうにか立ち上がろうとしたとき。

　いきなりランセがロディアの腕をつかみ、引き倒たおした。

　何かを考える前に、彼女は廃はい船せんの下層甲かん板ぱんに伏ふせさせられる。

　ほんのわずかな間も置かず、ランセはサーベルを抜ぬいていた。

　金属同士がかちあう高い音。

（何──！）

　ロディアは伏せたまま、顔だけ上げて目を瞠みはった。

　廃船のぼろぼろの隔かく壁へきを貫つらぬいて、今までロディアの頭があった場所にサーベルの刃やいばが突つき出ている。ランセが引き倒してくれるのがあと一いつ瞬しゆん遅おそければ、ロディアは死んでいた。

　隔壁から突き出しているサーベルは、もう一本。

　そちらはランセが自分のサーベルで受けている。

　あっという間に戦う者の顔になったランセが、受けたサーベルを弾はじく。

　彼はそのまま、ひと思いに隔壁を突き刺さした。

　一回、二回。ランセの突きはどちらも過あやまたず向こう側の敵を貫き、断だん末まつ魔まの悲鳴が上がる。

「立てるか、ロディア」

　片かた膝ひざをついた姿勢で辺りを警けい戒かいしながら、ランセが言う。

　ロディアもどうにか起き上がり、布を巻いて治ち療りようされた手のひらでサーベルの柄つかを握にぎった。

「大丈夫、少し疲つかれているだけだ。人間相手ならまだまだいける」

「よし、それじゃ、三つ数えてから、上へ」

「わかった」

　最低限の言葉だけを交かわし、ふたりは心の中で数を数える。

　互たがいの呼吸はわかっている。

　一、二、三。──今だ。

　ランセとロディアは勢いよく飛び出し、穴だらけの甲板を駆かけ抜けた。

　ぼろぼろの帆はん布ぷと海草まみれの綱つなの切れ端はしを踏ふんで、軋きしむ階段を飛ぶように上る。

　斜ななめになった上層甲板に出ると、ふたりの間をどっと海風が吹ふき抜けた。

　そこで周囲に広がったのは、あまりにも予想外の光景である。

「……これは……」

　ロディアがうめくように囁ささやく。

　ランセは片かた眉まゆを上げ、ひとの悪い笑みを浮かべて辺りをねめつけた。

「おー、こりゃまたたくさんおいでじゃねーか。一体どこに隠かくれてやがった？」

「あははは、発想はあなたと同じですよ、ランセ。もうちょっと上手うまく計算して船の塗と装そうをやりましてねえ。人間の目をあざむいて、距きよ離り感かんを狂くるわせるようになってるんです。そういう技術を、この俺が売りこんだんですよ。あなたたちの旧神能力は、ずいぶん視覚に左右されるみたいだなあ」

　楽しげに答えるのは、未いまだにちっともマディスの軍服が似合わないサクルだ。

　旧神が消えた廃船は甲板のあちこちが陥かん没ぼつし、マストはすべてへし折れ、後部はまるごと水に浸つかっている。

　海に馴なれたランセとロディアは甲板に立っていられるが、サクルは無理だったのだろう。

　彼は廃船に横付けされた小こ舟ぶねの上に座っていた。

　小舟は他ほかにも五つほどあり、そのうえにはぎっしりと北方人種の海兵隊や水兵が乗っている。その数ざっと五十人ほど。いくらランセとロディアの腕うでが立つとはいえ、この数を相手取るのは難しい。

（軍服からして、ジェレマイヤ軍か）

　ロディアは素す早ばやく判断し、ランセの様子をうかがった。

　彼は特に恐きよう怖ふを感じている様子もなく、片手を目の上にかざして周囲を見み渡わたす。

　真っ青な海うな原ばらには、廃船から少し離はなれて波に揺ゆられるレーン号と、先ほどまで戦っていたジェレマイヤの戦列艦の他に、四隻せきの戦艦が見えた。

　どれもジェレマイヤの国旗を掲かかげた、正規軍だ。

　ただ、妙みようなのは船体に青や灰色で複雑な幾き何か学模様が描えがかれているところである。

　ランセはそれを見ると、大げさに顔をしかめた。

「特とく殊しゆ塗と装そうって、あれ？　あんまり趣しゆ味みがいいとも思えねーなあ。水竜のほうが格好いいだろ、普ふ通つうに」

「あははは、まあ、おもしろみは薄うすいかもしれません。とはいえあなたの船の塗装は、水竜というよりただのウミヘビですけれどねえ」

「その件に関しては完かん璧ぺきに同意するが、サクル。君は──最初から、ジェレマイヤの手先だったのか？」

　最初の衝しよう撃げきをやりすごすと、ロディアを凍こごえるような後こう悔かいと怒いかりが襲おそう。

　じっと自分を見つめてくる彼女を、サクルは笑って見つめ返した。

「最初っからっていうわけじゃないんですよ。単にあなたにくっついていて、あなたが一番苦しむのはどういうことかな？　って考えて取りはからっただけなんです。結構行き当たりばったりなところもあったけど、寄港地が多かったからどうにかなりましたよ。最初のほうは、水兵もそんなに団結してませんでしたしね？」

　ぺらぺらと喋しやべられた内容があまりに意外で、ロディアは唖あ然ぜんとしてしまう。

　止まりかけた思考をどうにか動かし、必死に問いを投げた。

「私が、苦しむように？　なぜだ。私が、かつて敵だったという以外に君に何かをしたか？」

「俺にじゃないですね。あのね、ルクサーナは、俺の妹なんです」

　返ってきた答えがあまりに意外で、ロディアは息を吞のむ。

「ルクサーナが」

　ルクサーナ。その名前を忘れることなんかできない。

　悲しい目をしていた、アスファル人の幽ゆう霊れい。美しいひと。そして、不思議なひと。

　彼女はなぜか、ハディカ宮への行き方を知っていた。

　彼女の案内してくれた隠れ家は、学者の書しよ斎さいのような場所だった。

　確かに、サクルの妹だったと言われてみればすべてがしっくりくる。サクルはハディカ宮に自由に出入りできたし、元は学者だったという話なのだから。

（そういうことだったのか、ルクサーナ。しかし──ならばどうして、サクルの妹が私のところに現れたんだ？）

　彼女はロディアにも自分の思うところのすべてを明かしてくれたわけではない。本当の意図はわからない。

　ロディアが何も言い返せないでいる間に、サクルは今日はやけに黒く見える瞳ひとみを彼女に向けて続ける。

「俺はあの子のためにだけ、マイムーン様にお仕えしてたんです。そもそも軍務なんかむいてなかった。人殺しなんか見るだけで吐はき気がした。海も嫌きらいです。軍人もね。でも、しょうがなかった。あの子を殺すって言われてたんで。しょうがない、しょうがないって思ってた」

　そこで一回言葉を切って、サクルはすべての表情を消し去った。

　今までとは打って変わった死人のような顔色で、彼は言う。

「ロディア。あなた、ルクサーナを殺しましたね」

　あまりに衝撃的な台詞せりふに、ロディアは勢いこんで叫さけんだ。

「何!?──違ちがう、どうしてそんな発想になった？　彼女は幽霊になってまで、私たちを助けてくれたんだ。そして、遺体を連れて行けと……」

「あははは、ばかだなあ。まあ、俺もばかでしたけど。最初はあなたがずいぶん善良なひとに見えたんですよ。だけど、あなたも所しよ詮せんは人間です。人間は、裏切るんだ。変化する。それでね、ある程度の歳までいくと、いい方に変わっていくひとはほとんどいない。大体は腐くさっていく。ルクサーナがあなたたちに協力する理由なんかない。あなたたちは、捕とらわれていたルクサーナを横から奪うばって情報をとったあげく、殺したんだ」

　笑い転げながら決めつけるサクルには、もはやロディアの言うことを聞く余よ裕ゆうなど少しもないように見える。

「サクル……」

　ロディアは彼の名を呼んだまま、言葉を失って立ち尽つくした。

　なんと言っていいのか、ちっとも浮うかんでこない。

　その横でランセがいかにも嫌いやそうな声を出した。

「あーあ、なんかつまらねえ奴やつだなあ。人間は裏切る？　腐る？　はいはい、そりゃそうですよ。人生色々やってらんねーことばっかりで、綺き麗れいなままじゃいられねえ。それで、だからってどうするってんだ？　気にくわねえことされたら、今度は自分もやり返すのか？　ひとが腐ったら、てめえも腐るのか」

　いつものランセの言いように、サクルは憎にくしみでたぎった視線を向ける。

「ええ、そのとおりです。綺麗なふりをしていて延々と痛めつけられるくらいなら、自分から腐りますよ、俺は。それくらいの覚かく悟ごはできている」

　それを聞いて、ランセはにやりと笑った。

　彼は高らかに言う。

「じゃあ、言ってやる。てめえはゴミだ。ま、俺も種類の違うゴミかもしれねえが、自分から腐るなんて死んでも言わねえ。無理だろうがなんだろうが、とにかくけしてあきらめねえ。世界のすべてが変わり続けるって言うんなら、少しでもマシなほうに変えてやる。言い訳重ねて立ち止まるより、満まん身しん創そう痍いでも先に行く！　それが格好いい生き方ってやつだ！」

　びしり、と自分を親指で差した後、ランセはふっと雰ふん囲い気きをやわらげてロディアの肩かたに手を置いた。そうして、ごく落ち着いた声で言い足す。

「ロディアは、そいつをわかってる。お前が思ってるような人間じゃねえよ」

　彼の信しん頼らいが、手のひらから、言葉から浸しみてくるようで、ロディアは今度は別の意味で何を言ったらいいのかわからなくなってしまった。

　せめて、彼の言葉に恥はじないよう、まっすぐに立とう。

　そして、どんなに胸が痛んでも、サクルから視線を外さないようにして見つめよう。

　今は、それくらいしかできない。

　サクルはそんなロディアをちらと見やってから、いかにも嫌そうにランセに言葉を投げた。

「あなたは本当に、口だけは達者ですよねえ、ランセ。それだけ言えれば、そのへんの水兵連中ならだませるでしょう。だけど、俺には効かない。あなたは海かい賊ぞくとしてジェレマイヤに捕らわれるんです」

「海賊だと……？　ばかな！　彼は特とく殊しゆ任務を負った軍人だ！」

　新たな衝撃にロディアが叫ぶ。

　すかさず、サクルが冷たい声で切り捨てた。

「あなたはそれを証明できません。あなただけではない、誰だれも証明なんかできないんだ。彼はそういう存在ですからね。そうして、ここはジェレマイヤの艦かん隊たいの警備担当区域なんですよ。海賊退治は彼らの仕事。ついでに謎なぞの棺ひつぎを引き上げるかもしれませんが、そんなことはどうでもいい。レーン号は早そう急きゆうにこの海域を離り脱だつしてください。戦せん闘とうになったら、ひとたまりもありませんよ」

（……やられた。本当にやられた）

　サクルは本気で、一番ロディアが苦しむ方法を考えて、実行したのだ。

　絶望の闇やみがロディアの目の前に広がる。こんなもの、どうやって打開すればいいんだ。

　ランセを守るために、今の自分にできることは？

　ただ戦っても勝ち目はない。

　逃にげるにしても、よほど、魔ま法ほうのような力を使わないかぎり無理だ。

（魔法のような力。旧神の、力か）

　レーン号の士官たちに、どうにか指示が出せれば。旧神召しよう喚かんの力を使えば、どうにかなるのではないだろうか。

　恐おそろしい囁ささやきが、頭のどこかから響ひびいてくる。

　使ってしまえ。

　お前とランセのためならば、きっと彼らも命を投げ出してくれるだろう。

　ロディアの心が決まる前に、彼女の視線がレーン号に向かって海上にさまよい出す。

　あそこにはルーナ・ノアがいるのだ。合図すれば、届く。

　嫌な重みを持った心臓を抱かかえて、ロディアはサクルに向き直った。

「戦闘になったら、ひとたまりもない。──本当に、そう思うのか？」

　暗い声に、サクルが目を細める。

　そのとき、ランセがロディアの肩に置いた手に力をこめた。

　ロディアがはっとして彼を見上げると、ランセはジェレマイヤの兵士たちに気楽に言った。

「お前ら、ほんとにロディアは殺さねーの？」

「ランセ、何を言っている!?」

　愕がく然ぜんとして叫ぶものの、ランセはロディアを見なかった。

　ただ、手だけはしっかりとロディアをつかんだまま、放さなかった。

　サクルはさもばかにしたように薄うすら笑いながら言う。

「殺しません。俺は彼女に、俺と同じ思いをしてほしいだけですから。自分の存在をかけられる相手が、自分の手の届かないところで死ぬのを見せたいんです」

「じゃあ、それでいい。俺、捕つかまるわ」

　あまりにきっぱりとした言いように、ロディアは噛かみつくように叫ぶ。

「ランセ！」

　すかさず、ランセがロディアの両りよう肩かたをつかんだ。

　恐ろしいほどに真しん剣けんな目がロディアを見つめる。今までのような軽かろやかさはない。

　彼は真っ正面から言う。

「お前は決めたんだろ？　旧神の力には頼たよらず、レーン号の艦長をやってくって」

「決めた。でも、あなたがいなくては嫌だ！」

　ロディアも頑かたくなに叫んだ。視線で殺せるなら、本当に殺して持って行きたい。

　そんな目で彼をにらんでいた。

　ランセはロディアの視線を受け止め、ふわりと笑う。

「うん。だから、俺を信じろ。──迎むかえに行くから」

　優やさしい声だった。こんなときに、よくこんな声が出せるものだと思った。

　どれだけの覚悟があれば、こんなふうにいられるのだろう。

　ランセの瞳が、声が、今日はあまりにも正直だから、彼がもう心を決めたことがロディアにもわかってしまう。

　駄だ目めなんだ。何を言っても、もう彼は動かない。

　零こぼれそうになる涙なみだをぐっと抑おさえ、拳こぶしを握にぎった。

　自分で切り裂さいた手のひらが痛んだが、そんなものでは足りなかった。

　白くなるほどに強く指に力をこめて、ロディアはどうにか告げる。

「……わかった。あなたを信じる。だから、あなたも、信じろ！」

　信じてくれ。

　私を、あなたの仲間を、そして、あなた自身を。

　けして、何もあきらめないでくれ。

　声にならなかった言葉も受け取ったかのように、ランセは実に嬉うれしそうに笑う。

「ああ。じゃ、またな」

　そして自然にロディアの肩から手を離はなし、サクルたちのほうへと歩いて行く。

　サクルの合図でばらばらとジェレマイヤの海兵隊が小こ舟ぶねから廃はい船せんへと移り、ランセを捕とらえた。ひとりの士官が、用意よく持ってきた書類を開いて中身を読み上げた。

「本名不明、国こく籍せき、年ねん齢れい、共に不明。通つう称しよう、『ランセ』。ジェレマイヤ領近海での海賊の罪で、逮たい捕ほする」

　鼻にかかったジェレマイヤ語が終わると同時に、ランセの手首に音を立てて鉄の枷かせがはまる。

　心をまっすぐ刺さし貫つらぬこうとでもいうようなその音に、ロディアは懸けん命めいに耐たえた。

　──大だい丈じよう夫ぶだ。

　何をしてでも、なんとしてでも、自分はけして彼を殺しはしない。

　マディスでもう一度話をしよう。

　ランセとのあの約束を果たすまで、ロディアはけして、あきらめる気はなかった。
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「レッド・アドミラル」シリーズ第四巻をお手にとっていただき、ありがとうございます。

　これが初めての「レッド・アドミラル」だという方のために、一応ご案内。

　このお話はナポレオン戦争のころのヨーロッパ海軍をモデルにした、ファンタジー冒ぼう険けん海洋少女小説です。主人公は軍服だと美形男子にしか見えない女性です。海戦もやりますが海洋ものの専門用語はほぼ排はい除じよ、代わりに異能や神様が出てきます。この巻から新章です。

　逆に一巻から読んでくださっている方には、今回ちょっとびっくりな展開だったかもしれません。でも大だい丈じよう夫ぶ、今後もちゃんと海軍ものです。海かい賊ぞくものにはなりませんよ！




　そんなこんなで、ロディア、艦かん長ちようになる、の巻でございます。

　元艦長のランセが大好きなロディアが、どんな艦長になるのか。そしてランセは、レーン号はどうなるのか。前巻で退場したひとが再登場したり、色々なことの裏がなんとなく見えてくるかもしれない第四巻です。お気が向きましたら、もう少しおつきあいくださいませ。

　あ、あとですね、海洋ものをやるなら一回は誰だれもがやりたい（と思う）、海の神秘というかなんというかも出て来ますよー。ファンタジーとしてはお約束のあの生物。私がまともに書くのは初めてのような気がします。案の定書いてみたらスケール感などが難しくてのたうちました。あとがきから先に読んでいる方は、本文のほうで何が出たかお確かめくださいませ。




　お手紙やウェブからのご感想もありがとうございます。キャラクター人気は主人公がダントツで一位です（笑）。しかも「口説かれたい」的な理由で。……いいのか紅一点。いいのかな。ちなみに次点はランセみたいですが、「レーン号メンバーみんな好き」というご意見も多くて、とっても嬉うれしく思います。どんな組み合わせでもアホ会話をしてくれ、かつ成長していく彼らのことが、私も大好きですよ。彼らが最終的にどうなっていくのか、楽しみに練っています。




　さて、それでは今回はこのへんで失礼いたします。いつも繊せん細さいで美び麗れい、かつ爽そう快かいな画えをいただいております[image: さかき]空也さま、いつも本当にありがとうございます。[image: さかき]さまの画あってのこの作品です。また、いつも本当にお世話になっております担当氏と、本を作るのに関かかわってくださっているすべての皆みな様さまに、心からの愛と感謝を。

　そして何より、読んでくださる皆様と、皆様の愛する方のご健康と幸せを祈いのっております。
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新しん艦かん長ちようは嵐あらしを誘さそう
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